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開
元
二
十
九
年
か
ら
天
宝
元
年
に
か
け
て
︑
玄
元
皇
帝
廟
と
崇
玄
学
設
置
︑
道
挙
施
行
︑
玄
宗
の
老
子
夢
見
な
ど
︑
重
要
な
施
策
と
霊
応
が
あ
り
︑
隠
逸
挙
人
﹁
高
道
︵
不
仕
︶
﹂
科
の
下
詔
が
あ
っ
て
李
白
は
入
京
︑
翰
林
供
奉
と
な
る
︒
天
宝
三
載
か
ら
四
載
に
か
け
て
次
の
隠
逸
挙
人
﹁
高
蹈
不
仕
﹂
科
が
あ
り
︑
さ
な
か
に
玄
宗
が
空
中
に
寿
ぎ
の
声
を
聞
く
と
い
う
さ
ら
な
る
霊
応
が
あ
る
︒
こ
の
と
き
李
白
は
す
で
に
離
京
し
て
︑
梁
宋
の
地
に
あ
っ
た
︒
両
隠
逸
挙
人
に
応
じ
た
と
思
わ
れ
る
ひ
と
へ
の
作
と
し
て
は
︑
前
者
﹁
高
道
︵
不
仕
︶
﹂
科
に
元
丹
丘
へ
の
﹁
西
岳
雲
臺
歌
送
丹
丘
子
﹂
︑
後
者
﹁
高
蹈
不
仕
﹂
科
に
は
事
前
に
蔡
山
人
へ
の
﹁
送
蔡
山
人
﹂
詩
と
︑
事
後
に
岑
徴
君
へ
の
﹁
鳴
皐
歌
送
岑
徴
君
﹂
﹁
送
岑
徴
君
帰
鳴
皐
山
﹂
詩
が
あ
る
︒
こ
の
う
ち
蔡
山
人
に
は
高
適
に
よ
る
同
時
の
作
が
あ
る
︒
こ
れ
ら
在
京
時
と
離
京
後
の
作
に
︑
李
白
の
身
上
︑
及
び
世
相
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
か
︒
こ
こ
で
は
離
京
後
の
作
を
中
心
に
︑
長
安
辞
去
か
ら
梁
宋
東
魯
の
遊
行
に
お
け
る
送
別
歌
詩
の
展
開
︑
及
び
江
東
へ
と
旅
立
つ
際
の
﹁
夢
遊
天
姥
吟
留
別
﹂
に
つ
い
て
考
察
す
る
︒
帰
老
故
郷
李
白
は
天
宝
三
載
春
に
宮
廷
を
辞
去
し
た
︒
そ
の
年
の
初
め
に
は
賀
知
章
を
送
別
す
る
宴
が
玄
宗
に
よ
っ
て
催
さ
れ
て
い
る
︒
玄
宗
の
送
別
詩
に
唱
和
し
た
﹁
送
賀
監
帰
四
明
応
制
﹂
詩
が
文
集
に
収
め
ら
れ
る
が
︑
偽
作
で
あ
る
こ
と
が
疑
わ
れ
る
︒
李
白
参
加
の
有
無
は
別
と
し
て
︑
こ
の
宴
は
玄
宗
朝
に
お
い
て
︑
帰
隠
す
る
ひ
と
に
対
し
て
︑
公
的
な
餞
送
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
見
る
の
に
よ
い
︒
加
え
て
盧
象
の
七
言
歌
行
の
作
も
伝
わ
っ
て
い
る
︒
は
じ
め
に
こ
れ
ら
と
︑
李
白
が
宮
廷
を
辞
去
す
る
際
の
留
別
詩
と
を
見
て
お
く
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
四
一
関
係
事
跡
と
詩
作
︵
一
︶
入
京
前
在
京
時
入
京
以
前
李
白
歌
︵
随
州
？
︶
鳳
笙
篇
李
白
詩
︵
東
魯
︶
送
韓
準
裴
政
孔
巣
父
還
山
開
元
二
十
九
年
正
月
十
五
日
命
両
京
諸
路
各
置
玄
元
皇
帝
廟
詔
閏
四
月
某
日
玄
宗
夢
見
一
真
容
五
月
一
日
令
写
玄
元
皇
帝
真
容
分
送
諸
道
詔
天
宝
元
年
正
月
七
日
玄
元
皇
帝
降
見
於
丹
鳳
門
通
衢
︵
永
昌
街
空
中
︶
二
月
九
日
玄
元
皇
帝
廟
成
於
長
安
太
寧
坊
二
月
十
一
日
加
玄
元
皇
帝
尊
号
於
含
元
殿
二
月
十
五
日
玄
宗
親
祀
︵
玉
像
開
眼
︶
於
玄
元
皇
帝
廟
○
七
月
某
日
下
詔
有
﹁
高
道
︵
不
仕
︶
﹂
挙
徴
秋
李
白
入
京
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
四
二
○
十
月
二
十
六
日
～
十
一
月
二
十
八
日
玄
宗
幸
驪
山
温
泉
宮
﹁
高
道
︵
不
仕
︶
﹂
挙
親
試
天
宝
二
年
○
正
月
元
日
元
会
儀
礼
於
含
元
殿
﹁
高
道
︵
不
仕
︶
﹂
挙
人
引
見
処
分
李
白
歌
詩
︵
長
安
︶
白
雲
歌
送
劉
十
六
帰
山
＊
西
岳
雲
臺
歌
送
丹
丘
子
︵
安
＝
天
宝
二
・
郁
＝
天
宝
四
︶
送
裴
十
八
図
南
帰
嵩
山
二
首
送
于
十
八
応
四
子
挙
落
第
還
嵩
天
宝
三
載
正
月
玄
宗
祖
別
賀
知
章
於
長
楽
坡
李
白
詩
︵
長
安
︶
送
賀
監
帰
四
明
応
制
送
賀
賓
客
帰
越
盧
象
歌
︵
長
安
︶
古
歌
辞
送
賀
秘
監
帰
会
稽
春
李
白
勅
放
帰
山
李
白
詩
︵
長
安
︶
還
山
留
別
金
門
知
己
︵
＝
東
武
吟
︶
初
出
金
門
尋
王
侍
御
不
遇
詠
壁
上
鸚
鵡
︵
一
作
勅
放
帰
山
留
別
陸
侍
御
不
遇
詠
鸚
鵡
︶
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
四
三
○
﹁
高
道
︵
不
仕
︶
﹂
挙
関
係
事
跡
＊
﹁
高
道
︵
不
仕
︶
﹂
挙
人
？
ゴ
シ
ッ
ク
＝
歌
行
安
旗
・
薛
天
緯
﹃
李
白
全
集
編
年
注
釈
﹄
郁
賢
皓
﹃
李
白
詩
選
﹄
賀
知
章
送
別
の
宴
は
︑
天
宝
三
載
正
月
五
日
︑
長
楽
坡
に
て
催
さ
れ
た
︒
玄
宗
皇
帝
御
製
の
詩
に
︑
左
右
宰
相
以
下
百
官
が
唱
和
し
た
︒
前
年
十
二
月
二
十
日
︑
道
士
と
な
っ
て
故
郷
に
帰
り
た
い
と
辞
表
が
奉
ら
れ
た
の
に
︑
上
は
長
年
の
功
労
を
美
し
て
特
段
の
配
慮
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
︵
﹁
天
宝
⁝
⁝
二
年
⁝
⁝
十
二
月
二
十
日
︑
太
子
賓
客
賀
知
章
請
為
道
士
還
郷
︑
捨
会
稽
宅
為
千
秋
観
﹂
﹃
唐
会
要
﹄
巻
50
雑
記
︑
﹁
天
宝
二
年
︑
⁝
⁝
十
二
月
乙
酉
︑
太
子
賓
客
賀
知
章
請
度
為
道
士
還
郷
︒
⁝
⁝
三
載
正
月
庚
子
︑
遣
左
右
相
已
下
祖
別
賀
知
章
於
長
楽
坡
︑
上
賦
詩
贈
之
﹂
﹃
旧
唐
書
﹄
巻
9
玄
宗
紀
︶
︒
辞
表
が
容
れ
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
︑
賀
知
章
は
閣
中
に
呼
ば
れ
︑
諸
王
以
下
が
拝
辞
︒
上
は
親
し
く
詩
序
を
制
し
︑
宴
を
設
け
て
百
僚
に
餞
送
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
︑
知
章
は
辞
退
し
た
︒
上
は
手
詔
も
て
︑
教
育
を
受
け
た
児
子
た
ち
が
親
し
く
尊
師
に
別
れ
を
告
げ
る
趣
旨
で
あ
り
辞
退
す
る
に
及
ば
な
い
︑
と
答
え
た
と
い
う
︵
竇
臮
﹁
述
書
賦
﹂
下
自
注
﹁
⁝
⁝
特
詔
許
之
︒
重
令
入
閣
︑
諸
王
以
下
拝
辞
︒
上
親
制
詩
序
︑
令
所
司
供
帳
︑
百
寮
餞
送
︑
賜
詩
敘
別
︒
知
章
表
謝
︒
手
詔
答
曰
︑
⁝
⁝
児
子
等
常
所
執
経
故
︑
令
親
別
尊
師
之
義
︑
何
以
謝
焉
﹂
﹃
全
唐
文
﹄
巻
447
︶
︒
ま
た
︑
自
宅
を
喜
捨
し
て
千
秋
観
と
し
た
い
︑
住
居
周
囲
の
湖
数
頃
を
放
生
池
と
し
た
い
と
の
願
い
出
に
︑
上
は
鏡
湖
剡
川
の
一
曲
を
下
賜
し
た
︵
﹁
又
求
周
宮
湖
数
頃
為
放
生
池
︑
有
詔
賜
鏡
湖
剡
川
一
曲
﹂
﹃
新
唐
書
﹄
巻
196
︶
︒
そ
の
他
︑
恩
賜
は
典
設
郎
で
あ
る
長
男
の
曾
子
を
朝
散
大
夫
・
本
郡
会
稽
司
馬
と
し
︑
知
章
に
侍
養
せ
し
め
る
こ
と
な
ど
に
及
ん
だ
︵
竇
臮
﹁
述
書
賦
﹂
下
自
注
﹁
仍
拝
其
子
典
設
郎
子
曾
為
朝
散
大
夫
本
郡
司
馬
︑
以
伸
侍
養
﹂
﹃
全
唐
文
﹄
巻
447
︑
﹃
職
官
分
紀
﹄
巻
15
・
﹃
玉
海
﹄
巻
29
引
﹃
集
賢
注
記
﹄
︶
︒
﹃
旧
唐
書
﹄
︵
巻
190
中
︶
賀
知
章
伝
に
は
こ
れ
ら
の
こ
と
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
︑
併
せ
て
辞
職
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
四
四
天
宝
三
載
︑
知
章
因
病
恍
惚
︑
乃
上
疏
請
度
為
道
士
︑
求
還
郷
里
︑
仍
捨
本
郷
宅
為
観
︒
上
許
之
︑
仍
拝
其
子
典
設
郎
曾
為
会
稽
郡
司
馬
︑
仍
令
侍
養
︒
御
制
詩
以
贈
行
︑
皇
太
子
已
下
咸
就
執
別
︒
す
な
わ
ち
病
気
で
﹁
恍
惚
﹂
状
態
と
な
り
︑
人
事
不
省
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
と
︒
こ
の
部
分
︑
﹃
新
唐
書
﹄
︵
巻
196
︶
賀
知
章
伝
に
は
﹁
夢
に
帝
居
に
游
び
︑
数
日
し
て
寤
﹂
め
た
と
記
す
︒
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
︑
こ
れ
は
陶
弘
景
が
病
を
得
て
神
秘
体
験
を
し
︑
以
降
そ
の
宗
教
的
探
求
を
深
化
さ
せ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
︒
賈
嵩
﹃
華
陽
陶
隠
居
内
伝
﹄
︵
巻
上
︑
﹃
道
蔵
﹄
洞
真
部
紀
伝
類
翔
︶
に
言
う
︒
忽
一
日
︑
於
石
頭
︑
恍
然
若
有
所
適
︑
無
所
覚
知
者
︒
七
日
乃
豁
然
自
差
云
︑
覩
見
甚
異
︒
事
秘
不
得
知
︒
本
起
録
云
︑
年
二
十
九
︑
於
石
頭
中
︑
忽
得
病
︑
不
知
人
︑
不
服
薬
︑
不
飲
食
︒
経
七
日
︑
乃
豁
然
自
差
︑
説
︑
多
有
所
覩
見
︒
従
此
容
色
疲
悴
︑
言
音
亦
跣
宕
闡
緩
者
矣
︒
あ
る
日
突
然
の
こ
と
︑
石
頭
に
お
い
て
︑
ぼ
う
っ
と
し
て
ど
こ
か
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
か
の
よ
う
で
︑
は
っ
き
り
と
し
た
意
識
が
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
︒
七
日
し
て
か
ら
り
と
快
癒
し
言
う
こ
と
に
は
︑
と
て
も
奇
異
な
も
の
を
見
た
と
︒
こ
と
は
秘
密
で
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒
﹃
本
起
録
﹄
に
曰
わ
く
﹁
二
十
九
才
の
と
き
︑
石
頭
に
お
い
て
︑
突
然
病
気
に
な
り
︑
人
事
不
省
と
な
り
︑
薬
も
飲
ま
ず
︑
食
事
も
摂
ら
な
か
っ
た
︒
七
日
経
ち
︑
そ
こ
で
か
ら
り
と
快
癒
し
︑
言
う
こ
と
に
は
︑
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
た
と
︒
こ
れ
よ
り
顔
色
は
憔
悴
し
︑
こ
と
ば
は
投
げ
や
り
で
ゆ
っ
く
り
し
た
も
の
と
な
っ
た
﹂
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
四
五
挂
冠
に
当
た
っ
て
公
卿
に
よ
る
盛
大
な
餞
送
が
行
わ
れ
た
こ
と
と
併
せ
て
︑
陶
弘
景
の
故
事
を
踏
襲
す
る
か
の
よ
う
だ
︵
﹃
華
陽
陶
隠
居
内
伝
﹄
巻
上
﹁
先
生
既
命
舳
東
川
︑
斉
公
卿
並
送
征
虜
亭
︑
挙
酒
振
袂
︑
皆
云
江
東
比
来
未
有
此
事
︑
乃
今
日
見
之
︑
二
疎
聚
金
帰
田
園
︑
亦
何
得
称
高
﹂
︶
︒
ま
た
︑
自
宅
を
道
観
と
し
て
提
供
し
よ
う
と
い
う
の
は
︑
玄
宗
が
東
都
積
善
里
の
旧
宅
を
玄
元
廟
と
崇
玄
学
設
立
の
た
め
に
提
供
し
た
︑
そ
の
顰
み
に
倣
っ
た
も
の
だ
ろ
う
︒
玄
宗
の
詩
序
と
︑
長
楽
坡
で
の
送
別
詩
は
︑
玄
宗
御
製
﹁
送
賀
秘
監
帰
会
稽
﹂
序
︑
及
び
五
言
律
詩
一
首
︑
左
右
宰
相
以
下
に
よ
る
応
制
の
五
言
律
詩
二
十
五
首
︑
及
び
五
言
排
律
六
首
が
︑
宋
の
孔
延
之
﹃
会
稽
掇
英
総
集
﹄
︵
巻
2
︶
に
収
め
ら
れ
て
遺
る
︒
﹃
全
唐
詩
﹄
は
う
ち
玄
宗
と
李
林
甫
の
五
律
を
﹁
送
賀
知
章
帰
四
明
﹂
︵
巻
3
︶
︑
﹁
送
賀
知
章
帰
四
明
応
制
﹂
︵
巻
121
︶
と
い
う
題
で
収
め
る
の
み
︒
﹃
会
稽
掇
英
総
集
﹄
に
は
他
に
応
制
の
七
言
律
詩
五
首
を
も
収
め
る
が
︑
後
代
の
作
者
に
よ
る
模
擬
作
︑
な
い
し
は
偽
作
と
見
な
さ
れ
る
︒
李
白
の
宋
蜀
刻
本
﹃
李
太
白
文
集
﹄
︵
巻
14
︶
及
び
﹃
全
唐
詩
﹄
︵
巻
176
︶
に
採
録
す
る
﹁
送
賀
監
帰
四
明
応
制
﹂
詩
は
こ
の
七
律
五
首
と
詩
型
及
び
韻
字
を
お
な
じ
く
し
︑
か
つ
﹃
会
稽
掇
英
総
集
﹄
に
は
採
録
し
な
い
こ
と
か
ら
︑
偽
作
の
疑
い
が
濃
い
︒
李
白
に
は
も
う
一
首
﹁
送
賀
賓
客
帰
越
﹂
と
題
す
る
七
言
絶
句
が
﹃
李
太
白
文
集
﹄
︵
巻
14
︶
及
び
﹃
文
苑
英
華
﹄
︵
巻
269
︶
﹃
会
稽
掇
英
総
集
﹄
︵
巻
2
︶
﹃
全
唐
詩
﹄
︵
巻
176
︶
に
収
め
ら
れ
る
が
︑
こ
ち
ら
は
﹁
敦
煌
唐
写
本
詩
選
残
巻
﹂
に
﹁
陰
盤
駅
送
賀
監
帰
越
﹂
と
題
し
て
見
え
て
お
り
︑
真
作
と
し
て
よ
い
︵
陶
敏
﹁
李
白

送
賀
監
帰
四
明
応
制

詩
為
偽
作
﹂
﹃
李
白
学
刊
﹄
第
二
輯
186
193
頁
︶
︒
こ
の
他
﹃
会
稽
掇
英
総
集
﹄
に
は
盧
象
の
七
言
歌
行
一
首
︑
賀
知
章
の
回
郷
の
作
二
首
︑
朱
放
と
李
白
に
よ
る
追
憶
の
作
︑
そ
れ
ぞ
れ
一
首
と
三
首
を
収
め
る
︒
い
ま
玄
宗
︑
李
適
之
︑
李
林
甫
の
作
を
取
り
︑
盧
象
の
歌
行
︑
及
び
陰
盤
駅
で
の
李
白
詩
と
併
せ
て
一
瞥
し
て
お
く
︒
玄
宗
﹁
送
賀
秘
監
帰
会
稽
﹂
序
︑
及
び
詩
は
以
下
の
と
お
り
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
四
六
天
宝
三
載
︑
太
子
賓
客
賀
知
章
︑
鑒
於
止
足
︑
抗
帰
老
之
疏
︒
解
組
辞
栄
︑
志
期
入
道
︒
朕
以
其
夙
存
微
尚
︑
年
在
遅
暮
︑
用
修
掛
冠
之
事
︑
俾
遂
赤
松
之
遊
︒
正
月
五
日
︑
将
帰
会
稽
︑
遂
餞
東
路
︒
乃
命
六
卿
庶
尹
︑
三
事
大
夫
︑
供
帳
青
門
︑
寵
行
邁
也
︒
豈
惟
崇
徳
尚
歯
︑
亦
将
励
俗
勧
人
︒
無
令
二
疏
︑
独
光
漢
冊
︒
乃
賦
詩
贈
行
︒
凡
預
茲
宴
︑
宜
皆
属
和
︒
天
宝
三
載
︑
太
子
賓
客
の
賀
知
章
は
︑
止
足
の
分
に
鑑
み
て
︑
年
老
い
て
故
郷
に
帰
り
た
い
と
の
上
書
を
た
て
ま
つ
っ
た
︒
組
み
ひ
も
を
解
い
て
栄
位
を
辞
去
し
︑
志
し
て
道
に
入
る
こ
と
に
し
た
い
と
︒
わ
た
し
は
彼
に
は
つ
と
に
高
尚
な
心
が
け
が
あ
り
︑
老
齢
に
垂
ん
と
す
る
こ
と
か
ら
︑
辞
職
の
願
い
を
お
さ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
仙
界
に
遊
ぶ
企
て
を
と
げ
さ
せ
よ
う
と
思
う
︒
正
月
五
日
︑
会
稽
へ
帰
る
に
あ
た
り
︑
か
く
て
東
へ
向
か
う
の
に
は
な
む
け
す
る
︒
そ
こ
で
三
公
・
六
卿
・
諸
長
官
に
命
じ
て
︑
青
門
に
宴
の
準
備
を
し
︑
道
行
き
に
め
ぐ
み
を
か
け
る
の
で
あ
る
︒
そ
の
徳
と
齢
を
尊
ん
で
の
こ
と
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
︑
衆
庶
に
奨
励
し
て
の
こ
と
で
も
あ
る
︒
た
だ
疏
広
と
疏
受
が
漢
の
歴
史
に
輝
く
だ
け
に
は
し
な
い
︒
そ
こ
で
詩
を
賦
し
出
立
に
あ
た
っ
て
贈
る
︒
お
よ
そ
こ
の
宴
に
あ
ず
か
る
も
の
は
︑
み
な
唱
和
す
る
よ
う
に
︒
遺
栄
期
入
道
辞
老
竟
抽
簪
栄
を
遺
て
て
道
に
入
ら
ん
と
期
し
老
を
辞
し
て
竟
に
簪
を
抽
く
豈
不
惜
賢
達
其
如
高
尚
心
豈
に
賢
達
を
惜
し
ま
ざ
ら
ん
や
其
れ
高
尚
の
心
に
如
か
ん
や
環
中
得
秘
要
方
外
散
幽
襟
環
中
に
秘
要
を
得
方
外
に
幽
襟
を
散
ず
独
有
青
門
餞
群
公
悵
別
深
独
り
青
門
の
餞
有
り
群
公
悵
別
深
し
栄
名
を
捨
て
て
道
に
入
る
こ
と
を
期
し
︑
老
も
て
辞
職
す
べ
く
と
う
と
う
冠
の
留
め
金
を
は
ず
し
た
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
四
七
す
ぐ
れ
た
人
物
を
惜
し
ま
な
い
で
は
な
い
︑
し
か
し
気
高
い
心
に
は
及
ば
な
い
︒
宮
仕
え
の
身
で
秘
訣
を
得
て
︑
世
の
外
に
静
か
な
思
い
を
解
き
放
つ
︒
た
だ
青
門
で
の
餞
送
が
あ
る
ば
か
り
︑
み
な
の
別
れ
を
う
ら
む
気
持
は
ふ
か
い
︒
玄
宗
の
序
は
︑
典
拠
と
し
て
引
く
﹁
二
疏
﹂
の
故
事
を
︑
﹃
漢
書
﹄
疏
広
伝
の
記
述
そ
の
ま
ま
に
な
ぞ
る
よ
う
だ
︒
疏
広
は
止
足
を
知
り
帰
老
す
べ
く
病
も
て
辞
職
を
願
い
出
る
︒
上
は
高
齢
を
も
っ
て
許
し
︑
公
卿
大
夫
以
下
が
東
の
都
門
外
に
送
別
の
宴
を
張
る
︵
﹁
広
謂
受
曰
﹃
吾
聞
︑
知
足
不
辱
︑
知
止
不
殆
︑
⁝
⁝
帰
老
故
郷
︑
以
寿
命
終
︑
不
亦
善
乎
﹄
︒
⁝
⁝
即
日
父
子
俱
移
病
︒
⁝
⁝
広
遂
称
篤
︑
上
疏
乞
骸
骨
︒
上
以
其
年
篤
老
︑
皆
許
之
︒
⁝
⁝
公
卿
大
夫
故
人
邑
子
設
祖
道
︑
供
張
東
都
門
外
﹂
巻
71
︶
︒
疏
広
と
疏
受
は
父
子
で
皇
太
子
の
大
傅
と
少
傅
の
任
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
い
ま
太
子
賓
客
の
賀
知
章
が
父
子
で
帰
老
す
る
の
を
た
と
え
る
の
に
ち
ょ
う
ど
か
な
っ
た
典
故
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
︒
詩
は
︑
栄
位
を
す
て
道
を
志
し
て
辞
職
す
る
相
手
︑
賢
臣
を
お
し
み
つ
つ
そ
の
心
が
け
に
は
代
え
が
た
い
と
す
る
わ
が
思
い
︑
道
の
志
向
を
め
ぐ
る
相
手
の
来
し
方
︑
行
く
末
と
展
開
し
て
︑
祖
餞
の
情
景
へ
と
収
め
ら
れ
る
︒
餞
送
の
地
﹁
長
楽
坡
﹂
は
都
の
東
︑
北
寄
り
の
通
化
門
か
ら
七
里
︑
滻
水
に
臨
む
場
所
︒
漢
の
時
代
︑
坡
の
北
か
ら
長
楽
宮
を
望
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
︵
﹁
坡
在
通
化
門
東
七
里
︑
臨
滻
水
︒
自
坡
之
北
可
望
漢
長
楽
宮
︑
故
名
長
楽
坡
﹂
徐
松
﹃
唐
両
京
城
坊
考
﹄
巻
4
西
宮
﹁
龍
首
渠
﹂
注
︶
︒
序
と
詩
に
﹁
青
門
﹂
と
称
す
る
の
は
︑
漢
の
城
東
︑
覇
城
門
が
青
色
に
塗
ら
れ
︑
門
外
の
灞
橋
が
別
れ
の
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
喩
え
た
も
の
︵
﹁
長
安
城
東
出
南
頭
第
一
門
曰
覇
城
門
︑
民
見
門
色
青
︑
名
曰
青
城
門
︑
或
曰
青
門
﹂
﹃
三
輔
黄
図
﹄
都
城
十
二
門
︑
﹁
灞
橋
在
長
安
東
︑
跨
水
作
橋
︒
漢
人
送
客
至
此
橋
︑
折
柳
贈
別
﹂
同
︑
橋
︶
︒
玄
宗
御
詩
に
唱
和
し
た
左
右
宰
相
の
詩
は
以
下
の
と
お
り
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
四
八
同
前
李
適
之
聖
代
全
高
尚
玄
風
闡
道
微
聖
代
高
尚
全
く
玄
風
道
微
を
闡
く
筵
開
百
寮
餞
詔
許
二
疏
帰
筵
開
か
れ
て
百
寮
餞
し
詔
許
さ
れ
て
二
疏
帰
る
仙
記
題
金
籙
朝
章
換
羽
衣
仙
記
金
籙
に
題
し
朝
章
羽
衣
に
換
う
悄
然
承
睿
藻
行
路
満
光
輝
悄
然
と
し
て
睿
藻
を
承
く
れ
ば
行
路
光
輝
満
つ
か
し
こ
き
君
の
御
代
は
気
高
さ
に
み
ち
︑
ほ
の
か
な
お
し
え
は
か
す
か
な
道
を
明
ら
か
に
す
る
︒
宴
が
は
じ
ま
る
と
百
僚
が
は
な
む
け
し
︑
詔
が
下
り
許
さ
れ
て
疏
広
と
疏
受
は
帰
る
︒
仙
人
と
し
て
の
記
録
が
神
仙
の
帳
簿
に
書
き
つ
け
ら
れ
︑
朝
廷
の
礼
服
が
は
ご
ろ
も
に
着
換
え
ら
れ
る
︒
し
ず
か
に
天
子
の
文
章
を
う
け
た
ま
わ
る
と
︑
行
く
手
に
は
ひ
か
り
が
み
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
︒
同
前
李
林
甫
挂
冠
知
止
足
豈
独
漢
疏
賢
挂
冠
止
足
を
知
る
豈
に
独
り
漢
疏
の
賢
な
る
の
み
な
ら
ん
や
入
道
求
真
侶
辞
恩
訪
列
仙
道
に
入
り
て
真
侶
を
求
め
恩
を
辞
し
て
列
仙
を
訪
ぬ
睿
文
含
日
月
宸
翰
動
雲
烟
睿
文
日
月
を
含
み
宸
翰
雲
烟
を
動
か
す
鶴
駕
呉
郷
遠
遙
遙
南
斗
辺
鶴
駕
呉
郷
遠
し
遙
遙
南
斗
の
辺
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
四
九
止
ま
る
と
足
る
と
を
知
っ
て
辞
職
す
る
の
は
︑
た
だ
漢
の
二
疏
の
賢
者
た
ち
だ
け
で
は
な
い
︒
道
に
入
り
真
人
の
と
も
が
ら
を
も
と
め
︑
め
ぐ
み
を
辞
退
し
仙
人
た
ち
を
た
ず
ね
る
︒
天
子
の
文
章
は
日
月
の
輝
き
を
ふ
く
み
︑
自
筆
の
御
文
書
は
雲
や
か
す
み
を
払
う
か
の
よ
う
︒
鶴
に
乗
り
呉
の
郷
里
へ
帰
る
道
の
り
は
遠
く
︑
は
る
か
か
な
た
南
斗
星
の
あ
た
り
︒
左
相
李
適
之
の
詩
は
︑
玄
宗
の
御
代
を
称
え
る
こ
と
に
は
じ
ま
り
︑
い
ま
送
別
の
場
で
相
手
を
神
仙
に
見
立
て
て
︑
こ
こ
か
ら
向
こ
う
の
世
界
へ
と
旅
立
つ
さ
ま
を
写
し
︑
御
製
の
詩
を
受
け
輝
か
ん
ば
か
り
の
行
路
を
描
く
︒
右
相
李
林
甫
の
詩
は
︑
止
足
を
知
る
二
疏
の
よ
う
な
辞
職
か
ら
語
り
起
こ
し
︑
皇
恩
を
辞
去
し
入
道
を
志
す
相
手
の
さ
ま
︑
御
製
の
序
と
詩
の
す
ば
ら
し
さ
を
述
べ
︑
は
る
か
な
呉
の
地
へ
の
帰
路
に
思
い
を
は
せ
て
締
め
括
る
︒
い
ず
れ
も
玄
宗
序
が
踏
ま
え
た
漢
の
二
疏
の
故
事
を
承
け
た
う
え
で
︑
玄
宗
の
治
世
あ
る
い
は
文
章
を
褒
め
た
た
え
︑
宴
の
場
か
ら
行
路
の
風
景
へ
と
展
望
が
ひ
ら
け
て
ゆ
く
︒
玄
宗
が
与
え
た
知
足
帰
老
の
物
語
︑
そ
れ
を
め
ぐ
る
群
臣
の
悲
し
み
と
い
う
枠
組
み
に
対
し
︑
応
え
る
宰
臣
の
歌
い
ぶ
り
は
︑
皇
恩
に
よ
り
こ
の
祖
餞
の
場
と
相
手
の
道
行
き
が
幸
い
に
満
ち
て
い
る
と
︑
主
上
へ
の
言
祝
ぎ
に
転
じ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
︒
冥
然
如
夢
﹃
会
稽
掇
英
総
集
﹄
︵
巻
2
︶
に
は
五
律
・
五
排
︑
及
び
七
律
に
よ
る
応
制
三
十
六
首
の
後
に
続
け
て
︑
盧
象
の
﹁
歌
﹂
幷
び
に
﹁
序
﹂
を
載
せ
て
い
る
︒
正
式
の
詩
題
名
称
は
不
明
だ
が
︑
序
に
﹁
古
歌
辞
一
首
﹂
と
称
し
て
お
り
︑
さ
し
あ
た
り
﹁
古
歌
辞
送
賀
秘
監
帰
会
稽
﹂
な
い
し
﹁
送
賀
秘
監
帰
会
稽
歌
﹂
と
呼
ん
で
お
く
の
が
よ
い
か
︒
﹃
全
唐
文
﹄
に
収
め
る
序
文
に
は
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
五
〇
﹁
送
賀
秘
監
帰
会
稽
歌
序
﹂
︵
巻
307
︶
と
題
す
る
︒
﹃
全
唐
詩
続
拾
﹄
に
は
﹁
紫
陽
真
人
歌
﹂
︵
巻
14
︶
と
称
し
て
い
る
︒
内
容
は
以
下
の
と
お
り
︒
先
生
紫
陽
真
人
︑
□
耳
河
目
︑
神
気
有
異
︒
年
八
十
六
而
道
心
益
固
︑
時
人
方
之
赤
松
子
︒
去
年
寝
疾
累
日
︑
冥
然
如
夢
︒
長
男
曾
子
求
於
神
鬼
︑
長
請
於
天
︑
窃
司
命
之
籍
︑
与
鬼
物
相
競
而
角
觝
焉
︒
而
告
真
人
︑
乃
泠
然
而
帰
︒
於
是
表
請
辞
官
︑
乞
以
父
子
入
道
︑
俱
還
故
郷
︑
仍
以
山
陰
旧
宅
為
観
焉
︒
皇
帝
嘉
尚
其
事
︑
尋
而
見
許
︑
択
日
度
公
︑
与
男
田
︒
時
公
卿
大
夫
観
者
如
堵
︑
皆
曰
賢
才
也
︒
正
月
五
日
︑
上
令
周
公
邵
公
洎
百
寮
︑
餞
別
青
門
之
内
︒
玄
鶴
摩
於
紫
霄
︑
吹
笙
撃
鼓
︑
尽
是
仙
楽
︑
聞
者
莫
不
増
歎
︑
軽
軒
冕
焉
︒
余
与
真
人
相
知
︑
不
以
年
︑
不
以
位
︒
俱
承
太
公
之
後
︑
見
賞
王
粲
之
詞
︒
悠
悠
此
別
︑
不
覚
流
涕
︒
輒
贈
古
歌
辞
一
首
︒
庶
為
真
人
伝
用
之
耳
︒先
生
紫
陽
真
人
は
︑
□
の
耳
と
黄
河
の
目
を
も
ち
︑
す
ぐ
れ
た
お
も
む
き
は
異
彩
を
放
っ
て
い
る
︒
御
年
八
十
六
に
し
て
道
を
め
ざ
す
心
は
ま
す
ま
す
堅
固
に
︑
世
の
人
は
仙
人
赤
松
子
に
た
と
え
て
い
る
︒
去
年
病
で
何
日
も
寝
こ
み
︑
目
を
閉
じ
て
夢
見
る
よ
う
で
あ
っ
た
︒
長
男
の
曾
子
は
鬼
神
に
願
い
︑
久
し
く
天
に
請
う
て
︑
命
を
司
る
神
の
帳
簿
を
覗
き
見
た
と
こ
ろ
︑
鬼
と
競
い
あ
い
勝
ち
を
争
っ
て
い
る
と
︒
そ
う
し
て
真
人
に
告
げ
た
と
こ
ろ
︑
す
ぐ
に
す
っ
き
り
と
意
識
が
戻
っ
た
︒
そ
こ
で
辞
職
の
願
い
を
奉
り
︑
父
子
で
道
に
入
り
︑
と
も
に
故
郷
に
帰
り
︑
か
さ
ね
て
山
陰
の
旧
宅
を
道
観
に
呈
し
た
い
と
乞
う
た
︒
皇
帝
は
そ
の
こ
と
を
褒
め
称
え
︑
つ
い
で
許
さ
れ
︑
日
を
選
ん
で
度
牒
を
あ
た
え
︑
男
爵
と
し
て
田
地
を
た
ま
わ
っ
た
︒
そ
の
と
き
公
卿
大
夫
の
観
衆
は
垣
根
の
よ
う
に
取
り
囲
み
︑
み
な
す
ぐ
れ
た
人
材
で
あ
る
と
言
っ
た
︒
正
月
五
日
︑
上
は
王
侯
貴
族
か
ら
百
僚
ま
で
︑
青
門
の
な
か
で
送
別
さ
せ
た
︒
黒
い
鶴
が
天
高
く
舞
い
︑
笙
の
音
と
鼓
の
声
は
︑
み
な
神
仙
の
音
楽
の
よ
う
で
あ
っ
た
︒
聞
く
も
の
は
み
な
賛
嘆
し
︑
官
位
禄
爵
に
価
値
は
な
い
と
さ
え
思
う
く
ら
い
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
五
一
に
な
っ
た
︒
わ
た
し
が
真
人
と
あ
い
知
る
仲
と
な
っ
た
の
は
︑
年
齢
や
官
位
に
よ
る
の
で
は
な
い
︒
と
も
に
太
公
望
の
後
を
継
ぐ
よ
う
な
人
物
と
み
な
さ
れ
︑
王
粲
の
よ
う
な
詩
を
称
賛
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
︒
は
る
か
な
る
こ
の
別
れ
︑
思
わ
ず
涙
が
流
れ
る
︒
た
だ
ち
に
古
歌
辞
一
首
を
贈
る
︒
願
わ
く
は
真
人
が
こ
れ
を
伝
え
て
用
い
ら
れ
ん
こ
と
を
︒
君
不
見
先
生
耳
鼻
有
仙
骨
君
見
ず
や
先
生
耳
鼻
に
仙
骨
有
り
自
号
狂
生
中
有
物
自
ら
狂
生
と
号
し
中
に
物
有
る
を
金
華
侍
講
三
十
年
金
華
に
侍
講
す
る
こ
と
三
十
年
児
戯
公
卿
与
簪
笏
公
卿
と
簪
笏
と
を
児
戯
と
す
青
門
抗
行
謝
客
児
青
門
に
行
を
謝
客
児
に
抗
し
健
筆
連
羇
王
献
之
健
筆
は
羇
を
王
献
之
に
連
ぬ
長
安
素
絹
書
欲
徧
長
安
の
素
絹
書
し
て
徧
ね
か
ら
ん
と
欲
す
る
も
主
人
愛
惜
常
保
持
主
人
愛
惜
し
て
常
に
保
持
す
毎
嘆
二
疏
不
足
道
毎
に
嘆
ず
二
疏
は
道
う
に
足
り
ず
と
複
言
四
皓
常
枯
槁
複
た
言
う
四
皓
は
常
に
枯
槁
せ
る
と
去
年
寝
疾
彌
数
旬
去
年
疾
に
寝
ぬ
る
こ
と
数
旬
に
彌わた
り
神
鬼
盈
庭
謀
一
老
神
鬼
庭
に
盈
ち
一
老
を
謀
る
長
男
泣
血
求
司
命
長
男
血
を
泣
し
司
命
に
求
め
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
五
二
少
女
顰
眉
誦
霊
宝
少
女
眉
を
顰
め
て
霊
宝
を
誦
す
還
如
簡
子
複
帰
来
還
た
簡
子
の
如
く
複
ふ
た
た
び
帰
り
来
り
更
与
洪
崖
同
寿
考
更
に
洪
崖
と
寿
考
を
同
じ
く
す
上
書
北
闕
言
授
籙
書
を
北
闕
に
上
り
授
籙
を
言
い
税
駕
東
州
願
修
道
駕
を
東
州
に
税と
き
て
修
道
を
願
う
初
聞
行
路
猶
未
信
初
め
行
路
を
聞
す
る
も
猶
お
未
だ
信
ぜ
ず
果
達
吾
君
謂
之
好
果
し
て
吾
が
君
に
達
し
之
を
好
し
と
謂
う
山
陰
旧
宅
作
仙
壇
山
陰
の
旧
宅
に
仙
壇
を
作
り
湖
上
間
田
種
芝
草
湖
上
の
間
田
に
芝
草
を
種う
う
鏡
湖
之
水
含
杳
冥
鏡
湖
の
水
は
杳
冥
を
含
み
会
稽
仙
洞
多
精
霊
会
稽
の
仙
洞
に
は
精
霊
多
し
須
乗
赤
鯉
游
滄
海
須
ら
く
赤
鯉
に
乗
り
滄
海
に
游
ぶ
べ
く
当
以
群
鵝
写
道
経
当
に
群
鵝
を
以
て
道
経
を
写
す
べ
し
皇
恩
贈
詩
四
十
字
皇
恩
詩
を
贈
る
こ
と
四
十
字
明
主
賜
金
三
十
鎰
明
主
金
を
賜
う
こ
と
三
十
鎰
供
帳
傾
朝
一
送
帰
供
帳
朝
を
傾
け
て
一
た
び
帰
る
を
送
り
双
童
駟
馬
従
茲
出
双
童
駟
馬
茲
よ
り
出
ず
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
五
三
回
看
紫
綬
若
軽
塵
回
っ
て
紫
綬
を
見
る
こ
と
軽
塵
の
若
し
遠
別
青
門
嗟
故
人
遠
く
青
門
に
別
れ
て
故
人
を
嗟
か
し
む
鴛
鷺
差
池
攀
羽
蓋
鴛
鷺
差
池
と
し
て
羽
蓋
に
攀
じ
虹
霓
夭
矯
翊
車
輪
虹
霓
夭
矯
と
し
て
車
輪
を
翊たす
く
田
田
列
侍
浮
丘
伯
田
田
と
し
て
列
侍
す
る
は
浮
丘
伯
曾
子
栄
過
朱
買
臣
曾
子
栄
は
朱
買
臣
に
過
ぐ
余
高
若
是
有
先
覚
余
は
高
し
と
す
是
の
若
く
先
覚
有
り
て
滅
跡
帰
根
従
大
樸
跡
を
滅
し
根
に
帰
り
大
樸
に
従
う
を
千
載
悠
悠
等
令
威
千
載
悠
悠
と
し
て
令
威
を
等ま
ち
十
洲
漫
漫
思
方
朔
十
洲
漫
漫
と
し
て
方
朔
を
思
う
帰
去
来
帰
り
去
か
ん
青
牛
頓
足
少
遅
回
青
牛
頓
足
し
て
少
し
く
遅
回
す
忽
然
雲
霧
不
相
見
忽
然
と
し
て
雲
霧
あ
り
相
見
ず
唯
有
飄
飄
香
気
来
唯
だ
飄
飄
と
し
て
香
気
来
る
有
り
ほ
ら
︑
先
生
は
耳
や
鼻
に
仙
人
の
資
質
が
あ
り
︑
自
分
を
狂
人
だ
と
言
い
︑
身
中
に
は
鬼
物
を
宿
し
て
い
る
︒
金
華
殿
で
皇
太
子
に
講
義
す
る
こ
と
三
十
年
︑
高
貴
な
身
分
や
官
位
な
ど
取
る
に
足
り
な
い
と
す
る
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
五
四
送
別
の
宴
で
の
作
詩
は
謝
霊
運
と
は
り
あ
い
︑
書
の
腕
前
で
は
お
も
が
い
を
王
献
之
に
つ
ら
ね
て
い
る
︒
長
安
中
に
白
絹
に
書
い
た
書
が
ゆ
き
わ
た
ろ
う
と
す
る
が
︑
主
人
は
惜
し
ん
で
常
に
手
元
に
お
い
て
お
く
︒
こ
と
あ
る
ご
と
に
二
疏
は
言
う
に
足
り
な
い
と
し
︑
ま
た
四
皓
は
い
つ
も
や
せ
衰
え
て
い
る
と
い
う
︒
昨
年
病
に
伏
せ
る
こ
と
数
十
日
に
お
よ
び
︑
神
や
鬼
が
天
の
宮
廷
で
老
人
に
つ
い
て
謀
議
し
て
い
た
︒
長
男
は
血
の
涙
を
流
し
司
命
の
神
に
願
い
︑
年
下
の
息
女
は
眉
を
し
か
め
て
霊
宝
経
を
よ
み
あ
げ
た
︒
や
は
り
趙
鞅
が
敗
走
し
復
位
し
た
よ
う
に
復
活
し
︑
さ
ら
に
仙
人
洪
崖
と
長
い
寿
命
を
と
も
に
し
た
︒
北
の
御
門
に
上
書
し
て
道
籙
を
受
け
た
い
と
請
い
︑
東
の
邦
に
馬
を
解
き
道
を
修
め
た
い
と
願
っ
た
︒
当
初
行
く
先
を
申
し
あ
げ
た
と
こ
ろ
相
手
に
さ
れ
ず
︑
結
局
わ
が
君
の
お
耳
に
届
い
て
よ
し
と
許
さ
れ
た
︒
会
稽
山
陰
の
旧
い
居
宅
に
神
仙
を
祀
る
壇
を
設
け
︑
湖
の
ほ
と
り
に
ね
か
せ
た
田
地
に
は
霊
芝
を
植
え
る
︒
鏡
湖
の
水
は
ほ
の
暗
い
も
の
を
含
ん
で
お
り
︑
会
稽
の
仙
人
の
洞
窟
に
は
神
霊
が
多
く
棲
ん
で
い
る
︒
き
っ
と
赤
い
鯉
に
跨
っ
て
青
海
原
に
あ
そ
び
︑
か
な
ら
ず
鵞
の
群
と
交
換
し
て
道
徳
経
を
書
く
の
だ
ろ
う
︒
皇
帝
の
め
ぐ
み
に
よ
り
五
言
律
詩
一
首
を
贈
呈
さ
れ
︑
明
主
は
報
奨
と
し
て
金
三
十
鎰
を
下
賜
さ
れ
る
︒
餞
送
に
は
朝
廷
の
臣
下
が
こ
ぞ
っ
て
見
送
り
︑
ふ
た
り
の
召
使
い
と
四
頭
だ
て
の
馬
車
で
出
発
す
る
︒
振
り
返
っ
て
紫
の
組
紐
を
見
る
こ
と
塵
芥
の
よ
う
︑
青
門
に
別
れ
を
告
げ
て
友
人
た
ち
は
悲
嘆
す
る
︒
鵷
雛
と
さ
ぎ
は
前
後
し
て
車
の
覆
い
に
す
が
り
︑
虹
は
ま
あ
る
く
橋
を
架
け
て
車
輪
を
持
ち
あ
げ
る
︒
鈴
な
り
に
な
ら
ん
で
は
べ
る
の
は
仙
人
の
浮
丘
伯
︑
曾
子
の
栄
誉
は
か
の
朱
買
臣
を
も
越
え
て
い
る
︒
わ
た
し
は
敬
う
︑
こ
の
よ
う
に
兆
し
を
さ
と
り
︑
跡
を
絶
っ
て
根
本
に
帰
り
素
朴
さ
に
就
く
の
を
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
五
五
千
年
も
は
る
か
に
仙
人
の
丁
令
威
を
ま
ち
も
う
け
︑
世
界
中
ひ
ろ
び
ろ
と
方
士
の
東
方
朔
を
思
っ
て
い
る
︒
さ
あ
帰
ろ
う
︑
青
い
牛
は
足
踏
み
し
て
や
や
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
︒
急
に
雲
と
霧
が
で
て
見
え
な
く
な
っ
た
︑
た
だ
風
に
の
り
香
し
い
匂
い
が
や
っ
て
き
た
だ
け
︒
方
外
の
士
を
題
材
と
す
る
七
言
歌
行
の
書
き
方
に
従
っ
た
こ
の
送
別
の
作
は
︑
詠
物
の
手
法
を
採
ら
ず
専
ら
人
物
描
写
に
集
中
す
る
︒
注
目
す
べ
き
は
︑
事
の
経
緯
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
る
こ
と
だ
︒
仙
骨
が
あ
り
詩
書
の
才
を
も
つ
賀
知
章
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
続
い
て
︑
病
気
で
昏
倒
す
る
こ
と
数
旬
︑
そ
の
間
﹁
神
鬼
盈
庭
謀
一
老
﹂
神
や
鬼
が
天
の
宮
廷
で
老
人
に
つ
い
て
謀
議
し
て
い
た
と
い
う
︒
序
に
は
︑
病
で
何
日
も
寝
こ
み
﹁
冥
然
如
夢
﹂
目
を
閉
じ
て
夢
見
る
よ
う
で
あ
っ
た
︒
長
男
が
鬼
神
に
祈
り
︑
司
命
の
帳
簿
を
窺
っ
た
と
こ
ろ
﹁
与
鬼
物
相
競
而
角
觝
焉
﹂
と
︒
寿
命
が
鬼
と
好
い
勝
負
だ
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
か
︒
い
ず
れ
に
し
て
も
神
秘
の
体
験
が
辞
職
の
き
っ
か
け
と
し
て
記
さ
れ
る
︒
﹃
旧
唐
書
﹄
に
言
う
﹁
因
病
恍
惚
﹂
の
内
容
が
こ
こ
に
は
や
や
詳
し
く
︑
は
た
し
て
陶
弘
景
の
﹁
覩
見
甚
異
︒
事
秘
不
得
知
﹂
に
類
す
る
内
容
を
思
わ
せ
る
︒
﹃
新
唐
書
﹄
に
言
う
﹁
夢
游
帝
居
﹂
は
物
語
の
大
枠
を
捉
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
︒
辞
表
の
奉
ら
れ
た
十
二
月
二
十
日
か
ら
長
楽
坡
の
宴
の
正
月
五
日
ま
で
の
間
︑
閣
中
で
諸
王
の
拝
辞
と
玄
宗
の
御
詩
を
賜
っ
た
こ
と
は
︑
竇
臮
﹁
述
書
賦
﹂
自
注
よ
り
知
ら
れ
た
が
︑
道
籙
を
受
け
男
爵
と
し
て
田
地
を
賜
っ
た
の
は
︑
別
の
機
会
が
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
︒
鏡
湖
の
ほ
の
ぐ
ら
い
水
と
神
霊
の
棲
む
会
稽
の
山
洞
︑
そ
こ
に
住
ま
う
相
手
の
姿
︒
ま
た
宴
の
場
か
ら
旅
立
つ
さ
ま
を
描
い
て
作
は
締
め
ら
れ
る
︒
盧
象
は
開
元
中
に
張
九
齢
に
よ
っ
て
取
り
立
て
ら
れ
た
︒
李
頎
・
王
維
・
李
白
︑
ほ
か
綦
毋
潜
・
祖
詠
ら
と
詩
の
遣
り
取
り
が
み
と
め
ら
れ
る
︵
傅
璇
琮
﹃
唐
才
子
伝
校
箋
﹄
第
1
冊
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頁
︶
︒
詩
風
は
﹃
河
岳
英
霊
集
﹄
に
は
﹁
雅
に
し
て
素
な
ら
ず
﹂
︵
巻
下
︶
と
評
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
五
六
す
る
︒
詩
集
十
二
巻
が
世
に
行
わ
れ
て
い
た
が
︑
﹃
全
唐
詩
﹄
︵
巻
122
︶
に
は
二
十
数
首
を
伝
え
る
の
み
︒
こ
の
作
も
﹃
会
稽
掇
英
総
集
﹄
に
収
録
さ
れ
て
遺
っ
た
︒
作
中
の
具
体
的
な
描
写
か
ら
見
て
︑
長
楽
坡
の
宴
に
は
参
加
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
︒
た
だ
し
玄
宗
の
御
詩
に
応
酬
し
た
公
的
な
作
と
は
異
な
り
︑
賀
知
章
と
の
個
人
的
な
よ
し
み
か
ら
別
個
に
贈
ら
れ
た
も
の
か
︒
と
も
あ
れ
︑
こ
の
作
の
存
在
に
よ
り
︑
送
別
歌
行
が
王
維
や
李
白
だ
け
で
な
く
︑
当
時
の
詩
人
に
あ
る
程
度
の
ひ
ろ
が
り
を
も
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
︒
王
維
や
李
白
の
作
が
遺
っ
た
の
は
︑
特
別
な
工
夫
を
盛
り
こ
ん
で
い
た
か
ら
だ
ろ
う
︒
と
く
に
李
白
の
場
合
は
︑
自
身
の
人
生
を
そ
の
な
か
に
詠
み
こ
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
り
︑
他
者
と
は
一
線
を
画
し
た
特
徴
的
な
ジ
ャ
ン
ル
を
形
成
し
て
い
る
︒
李
白
は
陰
盤
駅
で
賀
知
章
を
見
送
っ
た
︒
陰
盤
駅
は
長
楽
駅
か
ら
滋
水
駅
を
経
て
︑
昭
応
県
の
東
十
四
五
里
︑
漢
代
の
新
豊
故
県
︑
陰
盤
故
城
の
地
に
あ
っ
た
と
い
う
︵
﹁
昭
応
東
行
十
四
五
里
至
漢
新
豊
故
県
陰
盤
故
城
︑
天
宝
初
有
陰
盤
駅
﹂
厳
耕
望
﹃
唐
代
交
通
図
考
﹄
第
1
巻
京
都
関
内
区
篇
2
長
安
洛
陽
駅
道
25
頁
︶
︒
﹁
送
賀
賓
客
帰
越
﹂
詩
︵
集
巻
14
︶
に
言
う
︒
鏡
湖
流
水
漾
清
波
鏡
湖
流
水
清
波
漾
た
だ
よ
い
狂
客
帰
舟
逸
興
多
狂
客
の
帰
舟
に
逸
興
多
し
山
陰
道
士
如
相
見
山
陰
の
道
士
如
し
相
見
ば
応
写
黄
庭
換
白
鵝
応
に
黄
庭
を
写
し
て
白
鵝
に
換
う
べ
し
鏡
湖
に
水
が
流
れ
清
い
波
と
な
っ
て
た
だ
よ
う
︑
狂
人
が
帰
る
舟
に
は
す
ぐ
れ
た
興
趣
が
あ
ふ
れ
て
い
る
︒
山
陰
の
道
士
に
も
し
会
う
機
会
が
あ
っ
た
ら
︑
黄
帝
経
を
書
写
し
て
白
い
鵞
鳥
に
換
え
て
も
ら
う
が
よ
い
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
五
七
鏡
湖
の
澄
み
き
っ
た
︑
緩
や
か
に
う
ね
る
水
の
映
像
︒
そ
こ
へ
と
舟
を
す
す
め
る
酔
狂
な
友
は
︑
興
に
乗
じ
て
戴
安
道
を
訪
う
た
王
子
猷
の
姿
に
重
ね
ら
れ
て
い
よ
う
︒
後
半
に
は
群
鵝
に
換
え
て
黄
庭
経
を
書
い
た
王
羲
之
の
故
事
を
用
い
る
︵
﹁
山
陰
有
道
士
養
群
鵝
︑
羲
之
意
甚
悦
︒
道
士
云
︑
為
写
黄
帝
経
︑
当
挙
群
相
贈
︑
乃
為
写
訖
︑
籠
鵝
而
去
﹂
﹃
太
平
御
覧
﹄
巻
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職
官
部
三
十
六
右
将
軍
︶
︒
賀
知
章
が
草
隷
書
の
名
手
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
︒
盧
象
の
歌
行
に
も
道
徳
経
を
書
い
た
と
し
て
引
か
れ
て
い
た
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
に
も
と
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
る
︵
﹁
山
陰
有
一
道
士
︑
養
好
鵝
︑
羲
之
往
観
焉
︑
意
甚
悦
︑
固
求
市
之
︒
道
士
云
︑
為
写
道
徳
経
︑
当
挙
群
相
贈
耳
︒
羲
之
欣
然
写
畢
︑
籠
鵝
而
帰
︑
甚
以
為
楽
﹂
﹃
晋
書
﹄
巻
80
王
羲
之
伝
︶
︒
賀
知
章
は
皇
帝
か
ら
鏡
湖
を
下
賜
さ
れ
︑
い
ま
道
の
世
界
へ
と
入
っ
て
ゆ
く
︒
四
明
狂
客
と
号
し
︑
能
筆
と
し
て
知
ら
れ
る
︒
こ
れ
ら
の
要
素
を
も
と
に
︑
そ
れ
ぞ
れ
に
作
品
造
形
が
な
さ
れ
る
が
︑
こ
の
詩
の
特
色
は
︑
鏡
湖
の
清
ら
か
な
水
に
流
動
性
を
加
え
︑
溢
れ
る
感
興
で
満
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
︒
の
ち
自
身
も
後
を
追
う
よ
う
に
江
南
地
方
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
る
の
だ
が
︑
そ
の
際
に
も
彼
の
地
へ
の
あ
こ
が
れ
が
述
べ
ら
れ
る
︒
勅
放
帰
山
宮
廷
を
辞
去
す
る
際
︑
翰
林
院
の
同
僚
に
対
し
て
贈
っ
た
留
別
の
作
は
︑
ひ
と
つ
が
五
言
古
詩
に
よ
る
﹁
還
山
留
別
金
門
知
己
﹂
詩
︵
集
巻
13
︶
︒
﹃
李
太
白
文
集
﹄
は
お
な
じ
詩
を
﹁
東
武
吟
﹂
︵
巻
5
︶
と
い
う
題
で
﹁
楽
府
﹂
の
部
に
も
収
録
す
る
︒
そ
の
両
方
の
題
注
に
﹁
出
金
門
後
書
懐
留
別
翰
林
諸
公
﹂
と
い
う
別
の
題
名
を
記
す
︒
好
古
笑
流
俗
素
聞
賢
達
風
古
を
好
み
流
俗
を
笑
い
素
よ
り
賢
達
の
風
を
聞
く
方
希
佐
明
主
長
揖
辞
成
功
方
に
希
う
明
主
を
佐
け
長
揖
し
て
成
功
を
辞
す
る
を
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
五
八
白
日
在
青
天
廻
光
矚
微
躬
白
日
青
天
に
在
り
光
を
廻
ら
し
て
微
躬
を
矚み
る
恭
承
鳳
凰
詔
欲
起
雲
蘿
中
恭
し
く
も
鳳
凰
の
詔
を
承
け
雲
蘿
の
中
よ
り
起
た
ん
と
欲
す
清
切
紫
霄
迥
優
遊
丹
禁
通
清
切
紫
霄
迥
か
に
優
遊
丹
禁
通
ず
君
王
賜
顔
色
声
価
凌
烟
虹
君
王
顔
色
を
賜
い
声
価
烟
虹
を
凌
ぐ
乗
輿
擁
翠
蓋
扈
従
金
城
東
輿
に
乗
り
翠
蓋
を
擁
し
扈
従
す
金
城
の
東
宝
馬
驟
絶
景
錦
衣
入
新
豊
宝
馬
絶
景
を
驟は
せ
錦
衣
新
豊
に
入
る
依
巖
望
松
雪
対
酒
鳴
絲
桐
巖
に
依
り
松
雪
を
望
み
酒
に
対
し
て
絲
桐
を
鳴
ら
す
方
学
揚
子
雲
献
賦
甘
泉
宮
方
に
揚
子
雲
に
学
び
賦
を
甘
泉
宮
に
献
ず
天
書
美
片
善
清
芳
播
無
窮
天
書
片
善
を
美
し
清
芳
播
き
て
窮
ま
り
無
し
帰
来
入
咸
陽
譚
笑
皆
王
公
帰
り
来
り
て
咸
陽
に
入
り
譚
笑
す
る
は
皆
王
公
一
朝
去
金
馬
飄
落
成
飛
蓬
一
朝
金
馬
を
去
り
飄
落
し
て
飛
蓬
と
成
る
賓
友
日
疎
散
玉
樽
亦
已
空
賓
友
日
び
疎
散
玉
樽
亦
た
已
に
空
な
り
長
才
猶
可
倚
不
慙
世
上
雄
長
才
猶
お
倚
る
べ
く
世
上
の
雄
に
慙
じ
ず
閑
来
東
武
吟
曲
尽
情
未
終
閑
か
に
来な
す
東
武
吟
曲
尽
き
て
情
未
だ
終
わ
ら
ず
書
此
謝
知
己
扁
舟
尋
釣
翁
此
を
書
し
て
知
己
に
謝
し
扁
舟
も
て
釣
翁
を
尋
ね
ん
古
を
慕
い
世
俗
を
わ
ら
い
︑
平
素
よ
り
道
理
を
会
得
し
た
ひ
と
の
風
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
五
九
ち
ょ
う
ど
明
主
を
補
佐
し
︑
深
く
お
辞
儀
し
て
手
柄
か
ら
す
っ
ぱ
り
と
辞
去
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
︒
太
陽
が
青
い
空
に
あ
り
︑
す
み
ず
み
ま
で
照
ら
し
て
つ
ま
ら
ぬ
身
に
も
目
を
か
け
て
く
れ
た
︒
う
や
う
や
し
く
も
鳳
凰
の
詔
を
頂
戴
し
︑
雲
な
す
か
ず
ら
の
な
か
か
ら
身
を
立
て
よ
う
と
し
た
︒
清
ら
か
に
澄
ん
で
紫
の
空
は
は
る
か
に
︑
ゆ
っ
た
り
と
し
た
歩
み
で
朱
塗
り
の
禁
中
に
踏
み
入
っ
た
︒
君
王
は
ご
機
嫌
よ
ろ
し
く
拝
謁
を
た
ま
わ
り
︑
名
声
は
煙
や
虹
を
も
凌
ぐ
ほ
ど
高
く
上
っ
た
︒
輿
に
乗
り
み
ど
り
の
覆
い
を
従
え
て
︑
黄
金
の
都
の
東
へ
と
お
と
も
す
る
︒
宝
飾
の
馬
は
名
馬
絶
景
の
よ
う
に
疾
駆
し
︑
錦
の
衣
を
着
て
新
豊
県
に
入
っ
た
︒
岩
に
よ
り
か
か
り
松
に
積
ん
だ
雪
を
な
が
め
︑
酒
を
前
に
し
て
琴
を
か
き
な
ら
す
︒
ち
ょ
う
ど
揚
雄
に
な
ら
っ
て
︑
甘
泉
宮
に
て
賦
を
献
上
し
た
︒
天
子
は
書
を
く
だ
し
て
わ
が
頌
歌
を
お
ほ
め
に
な
り
︑
清
ら
か
な
匂
い
が
あ
た
り
一
面
に
ふ
り
ま
か
れ
た
︒
帰
っ
て
き
て
咸
陽
の
街
に
入
る
と
︑
語
ら
い
笑
い
あ
う
者
は
み
な
王
侯
貴
族
ば
か
り
︒
あ
る
朝
︑
金
馬
門
を
去
る
こ
と
と
な
り
︑
吹
き
落
と
さ
れ
て
風
に
舞
う
根
無
し
草
と
な
っ
た
︒
賓
客
や
友
人
は
日
に
日
に
疎
遠
に
な
り
︑
玉
の
酒
樽
も
ま
た
か
ら
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
︒
す
ぐ
れ
た
才
能
は
な
お
自
負
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
︑
世
の
英
雄
に
は
じ
る
も
の
で
は
な
い
︒
し
ず
か
に
東
武
吟
を
う
た
う
︒
曲
は
尽
き
て
も
気
持
は
ま
だ
尽
く
し
て
い
な
い
︒
こ
れ
を
書
い
て
知
己
に
別
れ
を
告
げ
︑
ひ
と
ひ
ら
の
舟
で
釣
り
を
す
る
老
人
を
探
そ
う
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
六
〇
朝
廷
の
度
重
な
る
お
召
し
に
仕
方
な
く
腰
を
あ
げ
︑
し
か
し
任
官
の
要
請
は
固
く
辞
し
て
還
山
の
詞
を
致
す
︑
お
き
ま
り
の
所
作
が
隠
逸
の
伝
記
に
は
書
か
れ
て
き
た
︒
詩
題
の
﹁
還
山
﹂
は
入
廷
が
隠
逸
挙
人
に
よ
る
こ
と
の
名
残
を
遺
そ
う
︒
し
か
し
本
文
で
は
そ
う
し
た
隠
逸
の
理
想
的
な
あ
り
方
を
離
れ
︑
隠
逸
的
人
士
が
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
を
ど
の
よ
う
に
思
い
描
く
か
︑
ひ
と
つ
の
例
を
示
す
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
︒
そ
れ
に
よ
れ
ば
︑
世
俗
を
わ
ら
い
賢
人
達
士
の
風
に
あ
こ
が
れ
な
が
ら
︑
自
己
の
修
養
に
専
心
す
る
の
で
は
な
く
︑
明
主
を
補
佐
し
功
業
成
っ
た
暁
に
は
身
を
引
く
と
い
う
︑
も
う
ひ
と
つ
の
行
き
方
が
見
て
と
れ
る
︒
は
た
し
て
そ
の
と
お
り
︑
天
子
の
め
ぐ
み
を
得
て
宮
中
に
出
入
り
す
る
身
分
と
な
っ
た
︒
驪
山
へ
の
行
幸
に
扈
従
し
て
名
声
を
ま
と
う
こ
と
に
も
な
っ
た
︒
し
か
し
そ
れ
も
束
の
間
︑
ひ
と
た
び
翰
林
の
地
位
を
去
る
と
交
友
関
係
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
︒
楽
府
題
﹁
東
武
吟
﹂
は
︑
老
兵
が
時
事
の
変
移
を
嘆
き
君
恩
を
思
慕
す
る
内
容
に
よ
り
鮑
照
が
︑
宮
廷
を
辞
去
し
隠
遁
す
る
内
容
に
よ
り
沈
約
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
作
っ
て
い
た
︵
鮑
照
﹁
時
事
一
朝
異
︑
孤
績
誰
復
論
︒
⁝
⁝
棄
席
思
君
幄
︑
疲
馬
恋
君
軒
﹂
沈
約
﹁
逝
辞
金
門
寵
︑
去
飲
玉
池
流
﹂
﹃
楽
府
詩
集
﹄
巻
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相
和
歌
辞
十
六
楚
調
曲
上
︶
︒
作
中
に
﹁
東
武
吟
﹂
を
歌
う
と
い
う
の
は
︑
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
︒
こ
の
た
び
の
辞
職
は
病
を
理
由
に
申
し
出
ら
れ
た
も
の
で
な
い
︒
こ
の
詩
に
は
述
べ
ら
れ
な
い
が
︑
李
陽
冰
の
﹁
草
堂
集
序
﹂
に
は
︑
同
僚
の
誹
謗
に
よ
り
帝
に
疎
ん
じ
ら
れ
た
と
︒
賀
知
章
ら
朝
廷
の
友
人
は
謫
仙
の
歌
を
贈
っ
た
が
︑
多
く
は
彼
の
意
を
得
な
い
こ
と
を
歌
っ
て
い
た
︒
天
子
は
も
は
や
引
き
留
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
知
り
︑
賜
金
し
て
放
還
し
た
︑
と
い
う
︵
﹁
醜
正
同
列
︑
害
能
成
謗
︑
格
言
不
入
︑
帝
用
疎
之
︒
⁝
⁝
朝
列
賦
謫
仙
之
謌
凡
数
百
首
︑
多
言
公
之
不
得
意
︒
天
子
知
其
不
可
留
︑
乃
賜
金
帰
之
﹂
集
巻
1
︶
︒
そ
の
同
僚
と
は
︑
魏
顥
﹁
李
翰
林
集
序
﹂
に
よ
れ
ば
張
垍
で
あ
る
と
い
う
︵
﹁
許
中
書
舎
人
︑
以
張
垍
讒
逐
︑
游
海
岱
間
﹂
集
巻
1
︶
︒
こ
う
し
て
伝
記
の
書
き
方
は
︑
隠
逸
型
に
賢
人
失
志
の
要
素
が
加
わ
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒
も
う
ひ
と
つ
が
五
言
絶
句
に
よ
る
﹁
初
出
金
門
尋
王
侍
御
不
遇
詠
壁
上
鸚
鵡
﹂
詩
︵
集
巻
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︒
こ
ち
ら
も
題
注
に
﹁
勅
放
帰
山
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
六
一
留
別
陸
侍
御
不
遇
詠
鸚
鵡
﹂
と
い
う
別
の
題
名
を
記
す
︒
落
羽
辞
金
殿
孤
鳴
託
繡
衣
羽
を
落
と
し
て
金
殿
を
辞
し
孤
鳴
し
て
繡
衣
に
託
す
能
言
終
見
棄
還
向
隴
山
飛
能
く
言
う
も
終
に
棄
て
ら
れ
還
っ
て
隴
山
に
向
か
い
て
飛
ぶ
羽
が
抜
け
落
ち
て
金
の
御
殿
を
辞
去
し
︑
ひ
と
り
声
を
上
げ
て
繡
衣
の
ひ
と
に
気
持
を
託
す
︒
じ
ょ
う
ず
に
物
言
う
た
が
し
ま
い
に
捨
て
ら
れ
︑
隴
山
の
方
へ
帰
ろ
う
と
飛
ん
で
い
く
︒
訪
問
し
た
相
手
に
会
え
ず
詩
を
書
き
遺
す
︑
そ
の
場
で
目
に
し
た
も
の
を
詠
み
こ
む
︑
そ
う
し
た
仕
方
に
則
っ
た
作
︒
そ
の
際
︑
じ
ょ
う
ず
に
物
言
う
鸚
鵡
に
み
ず
か
ら
を
喩
え
る
よ
う
に
︑
機
知
を
効
か
せ
た
︒
相
手
の
王
某
︑
な
い
し
陸
某
が
官
吏
の
弾
劾
を
職
務
と
す
る
侍
御
史
で
あ
る
の
は
︑
た
ま
た
ま
知
人
に
辞
去
の
挨
拶
に
出
向
い
た
だ
け
な
の
か
︑
そ
れ
以
上
の
意
図
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
︑
﹁
棄
て
ら
れ
る
﹂
と
い
う
言
い
方
に
は
不
満
の
意
︑
な
い
し
は
そ
の
原
因
を
な
す
ひ
と
や
事
柄
に
対
し
て
の
譏
り
の
気
持
が
含
ま
れ
よ
う
︒
﹁
還
山
留
別
金
門
知
己
﹂
詩
が
︑
複
数
の
ひ
と
に
宛
て
て
自
ら
の
気
持
を
述
べ
る
の
に
︑
自
身
の
理
想
と
す
る
キ
ャ
リ
ア
と
そ
れ
か
ら
の
ず
れ
を
︑
楽
府
題
を
用
い
て
穏
や
か
な
か
た
ち
で
表
明
す
る
︑
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
性
質
を
帯
び
た
作
で
あ
っ
た
の
に
較
べ
る
と
︑
こ
ち
ら
は
ひ
と
り
の
相
手
に
宛
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
︑
心
情
が
吐
露
さ
れ
た
感
じ
を
与
え
る
︒
李
白
が
被
っ
た
誹
謗
に
つ
い
て
は
︑
﹁
翰
林
読
書
言
懐
呈
集
賢
院
内
諸
学
士
﹂
詩
に
も
﹁
青
蝿
相
点
じ
易
く
︑
白
雪
同
調
し
難
し
︒
本
是
れ
疎
散
の
人
︑
屢
し
ば
褊
促
の
誚
を
貽
ら
る
﹂
︵
集
巻
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︶
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
六
二
気
酣
登
吹
臺
李
白
は
宮
廷
を
辞
去
し
た
あ
と
︑
杜
甫
や
高
適
と
交
遊
を
も
っ
た
︒
こ
の
こ
と
を
最
も
詳
細
に
記
す
の
は
杜
甫
で
あ
る
︒
李
杜
及
び
高
適
の
詩
に
よ
り
当
時
の
交
往
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
は
聞
一
多
﹁
少
陵
先
生
年
譜
会
箋
﹂
に
お
い
て
基
礎
が
築
か
れ
た
が
︑
そ
の
精
度
は
高
く
︑
以
後
の
繫
年
は
こ
れ
に
よ
り
導
か
れ
て
い
る
︒
要
点
は
以
下
の
と
お
り
︒
天
宝
三
載
夏
︑
杜
甫
は
李
白
と
洛
陽
で
出
会
う
︒
︵
五
古
﹁
贈
李
白
﹂
詩
は
当
時
の
作
﹁
李
侯
金
閨
彦
︑
脱
身
事
幽
討
﹂
︶
︒
秋
に
は
梁
宋
へ
︒
李
白
高
適
と
吹
臺
琴
臺
で
交
遊
︒
︵
後
に
﹁
遣
懐
﹂
詩
﹁
憶
与
高
李
輩
︑
論
交
入
酒
壚
︒
⁝
⁝
気
酣
登
吹
臺
︑
懐
古
視
平
蕪
﹂
︑
﹁
昔
游
﹂
詩
﹁
昔
者
与
高
李
︑
晩
登
単
父
臺
﹂
な
ど
と
︒
﹁
贈
李
白
﹂
詩
に
﹁
亦
有
梁
宋
遊
︑
相
期
拾
瑤
草
﹂
と
言
い
︑
洛
陽
で
約
束
が
あ
っ
た
か
︒
高
適
﹁
東
征
賦
﹂
﹁
登
子
賤
琴
堂
賦
詩
三
首
﹂
は
同
年
作
︒
﹁
宋
中
別
周
梁
李
三
子
﹂
詩
﹁
李
侯
懐
英
雄
︑
骯
髒
乃
天
資
﹂
は
李
白
を
指
す
か
︒
高
適
集
に
宋
中
の
作
が
多
く
︑
時
序
が
杜
詩
と
合
う
︒
な
か
に
当
時
の
作
を
含
も
う
︶
︒
杜
甫
は
王
屋
山
に
道
士
華
蓋
君
を
訪
ね
た
が
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
︒
︵
こ
と
は
﹁
憶
昔
行
﹂
﹁
昔
游
﹂
詩
に
詳
し
い
︒
杜
甫
に
は
当
時
︑
学
仙
の
志
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
︒
李
陽
冰
﹁
草
堂
集
序
﹂
に
︑
李
白
は
放
還
後
︑
陳
留
に
李
彦
允
を
訪
ね
︑
北
海
高
天
師
に
請
う
て
斉
州
紫
極
宮
で
道
籙
を
授
か
っ
た
と
︒
ふ
た
り
の
来
遊
は
同
様
の
目
的
に
よ
る
が
明
暗
が
分
か
れ
た
︒
五
古
﹁
贈
李
白
﹂
詩
﹁
亦
有
梁
宋
遊
︑
相
期
拾
瑤
草
﹂
︑
次
年
の
七
絶
﹁
贈
李
白
﹂
詩
﹁
未
就
丹
砂
愧
葛
洪
﹂
は
そ
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
︶
︒
天
宝
四
載
時
に
李
之
芳
が
斉
州
司
馬
︒
夏
に
北
海
郡
太
守
李
邕
が
斉
州
に
来
る
︒
杜
甫
は
従
遊
陪
宴
︒
つ
い
で
臨
邑
へ
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
六
三
秋
に
は
兗
州
へ
行
き
︑
東
魯
に
い
た
李
白
と
同
遊
︒
︵
と
も
に
范
氏
の
隠
居
を
尋
ね
︑
杜
甫
は
﹁
与
李
十
二
白
同
尋
范
十
隠
居
﹂
詩
︑
李
白
は
﹁
尋
魯
城
北
范
居
士
失
道
落
蒼
耳
中
見
范
置
酒
摘
蒼
耳
作
﹂
を
詠
む
︒
杜
甫
が
元
逸
人
及
び
董
錬
師
と
出
会
っ
た
の
も
こ
の
頃
か
︒
杜
甫
に
﹁
玄
都
壇
歌
寄
元
逸
人
﹂
が
あ
る
が
︑
盧
世
潅䎀
は
李
白
の
友
人
元
丹
丘
の
こ
と
と
す
る
︶
︒
杜
甫
は
西
へ
︑
李
白
は
江
東
へ
と
︒
魯
郡
城
東
の
石
門
で
別
れ
︑
そ
の
後
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
︵
李
白
に
﹁
魯
郡
東
石
門
送
杜
二
甫
﹂
詩
が
あ
る
︶
︒
劉
孟
伉
﹃
杜
甫
年
譜
﹄
は
聞
一
多
の
描
い
た
行
跡
に
沿
い
関
係
資
料
と
詩
繫
年
を
増
補
す
る
︒
そ
の
な
か
で
︑
た
と
え
ば
天
宝
三
載
秋
の
事
跡
に
関
し
て
︑
杜
甫
が
王
屋
山
に
華
蓋
君
を
尋
ね
た
際
︑
李
白
が
斉
州
に
赴
い
た
際
︑
そ
れ
ぞ
れ
両
人
が
同
行
し
た
な
ど
︑
踏
み
こ
ん
だ
解
釈
を
示
す
部
分
が
あ
る
︒
詹
鍈
﹃
李
白
詩
文
繫
年
﹄
は
両
年
の
事
跡
を
そ
の
ま
ま
一
年
遅
ら
せ
て
天
宝
四
︑
五
載
に
懸
け
た
︒
諸
家
の
少
陵
年
譜
に
は
天
宝
五
載
に
事
跡
及
び
詩
が
な
い
こ
と
が
理
由
の
ひ
と
つ
︒
天
宝
三
載
か
ら
次
年
に
か
け
て
長
安
周
辺
諸
州
へ
の
遊
蹤
を
組
み
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
処
置
は
以
後
の
李
詩
繫
年
諸
家
に
支
持
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
︑
こ
の
間
の
事
跡
が
天
宝
五
載
を
下
限
と
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
ひ
ろ
く
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
︒
離
京
の
際
︑
商
州
経
由
の
陸
路
に
よ
っ
た
こ
と
も
詹
氏
﹃
繫
年
﹄
に
よ
り
加
え
ら
れ
た
︵
﹁
答
杜
秀
才
五
松
山
見
贈
﹂
詩
﹁
角
巾
東
出
商
山
道
︑
採
秀
行
歌
詠
芝
草
﹂
集
巻
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︒
そ
の
他
﹁
沙
丘
城
下
寄
杜
甫
﹂
詩
︑
﹁
夢
遊
天
姥
吟
留
別
︵
一
作
別
東
魯
諸
公
︶
﹂
が
五
載
に
懸
け
ら
れ
︑
ま
た
高
適
と
の
関
係
で
は
﹁
送
楊
山
人
帰
嵩
山
﹂
詩
に
つ
い
て
︑
﹃
高
常
侍
集
﹄
に
﹁
送
楊
山
人
帰
嵩
陽
﹂
詩
が
あ
り
︑
四
載
梁
宋
で
の
作
か
と
言
う
︒
安
旗
・
薛
天
緯
﹃
李
白
年
譜
﹄
は
聞
氏
説
を
も
と
に
詹
氏
の
所
説
を
汲
み
と
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒
天
宝
三
載
四
月
に
商
州
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
六
四
を
経
て
東
行
︒
初
夏
に
杜
甫
と
洛
陽
で
出
会
う
︒
秋
に
は
高
適
杜
甫
と
梁
宋
に
遊
ぶ
︒
受
籙
に
つ
い
て
は
︑
夏
に
あ
ら
か
じ
め
開
封
へ
赴
き
李
彦
允
に
請
い
︑
冬
に
安
陵
へ
行
き
蓋
寰
に
真
籙
を
造
っ
て
も
ら
っ
た
う
え
で
︑
済
南
郡
紫
極
宮
に
て
高
天
師
よ
り
道
籙
を
授
与
さ
れ
た
︑
と
し
て
い
る
︒
天
宝
四
載
に
つ
い
て
は
聞
氏
説
を
踏
襲
︑
た
だ
し
同
年
秋
に
杜
甫
と
別
れ
て
後
︑
李
白
の
江
東
へ
の
旅
立
ち
は
次
年
︑
天
宝
五
載
の
秋
と
し
︑
そ
の
直
前
に
任
城
で
病
に
臥
し
て
い
た
こ
と
を
組
み
こ
ん
で
い
る
︒
﹁
魯
郡
堯
祠
竇
明
府
薄
華
還
西
京
﹂
詩
の
題
注
に
﹁
時
久
病
初
起
作
﹂
と
︒
こ
の
詩
は
詹
氏
﹃
繫
年
﹄
に
お
い
て
も
五
載
に
懸
け
ら
れ
て
い
た
が
︑
存
疑
の
作
と
さ
れ
て
い
た
︒
﹁
沙
丘
城
下
寄
杜
甫
﹂
詩
も
﹁
夢
遊
天
姥
吟
留
別
︵
一
作
別
東
魯
諸
公
︶
﹂
と
と
も
に
五
載
に
懸
け
て
い
る
︒
な
お
︑
詹
氏
﹃
繫
年
﹄
に
は
︑
李
邕
に
従
遊
陪
宴
し
た
済
南
の
名
士
に
︑
杜
甫
高
適
と
と
も
に
李
白
を
加
え
て
い
た
︒
安
薛
両
氏
の
年
譜
は
こ
れ
を
承
け
て
︑
確
証
は
な
い
け
れ
ど
も
李
白
が
拝
謁
し
た
可
能
性
は
あ
る
と
し
て
い
る
︒
周
勛
初
﹃
高
適
年
譜
﹄
は
︑
天
宝
三
載
夏
に
李
杜
と
梁
宋
を
漫
遊
︑
夏
秋
間
に
と
も
に
単
父
に
至
っ
た
︑
秋
末
に
別
れ
て
東
征
し
た
と
す
る
︒
五
載
夏
に
は
李
邕
の
招
き
に
応
じ
て
臨
淄
郡
に
赴
き
︑
李
白
杜
甫
と
再
聚
︑
李
邕
に
従
っ
て
北
海
郡
に
至
っ
た
と
︒
聞
氏
と
詹
氏
の
説
を
折
衷
し
た
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
︒
李
邕
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
︑
李
白
﹁
上
李
邕
﹂
詩
を
引
き
な
が
ら
︑
李
白
が
李
邕
に
謁
見
し
た
と
い
う
表
現
を
と
っ
て
い
な
い
︒
ま
た
﹁
送
楊
山
人
帰
嵩
陽
﹂
詩
﹁
送
蔡
山
人
﹂
詩
を
︑
李
白
﹁
送
楊
山
人
帰
嵩
山
﹂
詩
﹁
送
蔡
山
人
﹂
詩
と
の
関
連
を
示
し
な
が
ら
天
宝
三
載
春
に
懸
け
る
︒
楊
山
人
に
つ
い
て
は
詹
氏
に
言
及
が
あ
っ
た
が
︑
周
氏
に
お
い
て
蔡
山
人
へ
の
作
と
並
べ
て
考
察
さ
れ
る
︒
孫
欽
善
﹃
高
適
集
校
注
﹄
及
び
同
書
附
録
﹁
高
適
年
譜
﹂
は
︑
天
宝
三
載
に
李
杜
と
の
交
遊
︑
五
載
に
李
邕
関
連
の
こ
と
を
懸
け
る
の
は
周
氏
と
お
な
じ
︒
た
だ
し
天
宝
三
載
夏
︑
李
白
と
単
父
で
会
い
︑
杜
甫
は
秋
に
遅
れ
て
参
加
し
た
と
す
る
︒
そ
の
後
︑
高
適
は
東
征
︒
周
孫
両
氏
と
も
﹁
同
群
公
秋
登
琴
臺
﹂
詩
を
︑
序
に
﹁
甲
申
歳
﹂
︵
＝
天
宝
三
︶
と
記
す
﹁
登
子
賤
琴
堂
賦
詩
三
首
﹂
と
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
六
五
同
年
作
と
す
る
が
︑
孫
氏
は
詩
題
の
﹁
群
公
﹂
を
李
白
を
含
む
と
解
釈
す
る
の
が
︑
高
李
が
単
父
で
出
会
っ
た
と
す
る
根
拠
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
見
方
は
﹁
群
公
﹂
と
題
す
る
他
の
詩
す
べ
て
に
及
ぶ
︒
天
宝
四
載
︑
春
か
ら
夏
に
か
け
て
高
適
は
李
白
と
開
封
︑
洛
陽
に
遊
ん
だ
︒
開
封
で
李
白
と
と
も
に
楊
山
人
︑
蔡
山
人
を
同
送
︒
そ
れ
ら
の
作
を
周
氏
よ
り
一
年
遅
ら
せ
る
︒
洛
陽
遊
行
に
つ
い
て
は
﹁
同
群
公
宿
開
善
寺
贈
陳
十
六
所
居
﹂
詩
﹁
同
観
陳
十
六
史
興
碑
﹂
詩
を
根
拠
と
し
﹁
群
公
﹂
が
李
白
杜
甫
を
含
む
こ
と
を
前
提
と
す
る
︒
天
宝
五
載
に
つ
い
て
は
︑
夏
に
李
邕
に
陪
遊
し
た
こ
と
に
加
え
て
︑
秋
に
李
白
杜
甫
と
東
平
濮
陽
に
同
遊
︑
冬
に
北
海
郡
へ
同
遊
し
て
李
邕
に
会
っ
た
と
す
る
が
︑
こ
れ
も
﹁
同
群
公
登
濮
陽
聖
仏
寺
閣
﹂
詩
﹁
同
群
公
題
鄭
少
府
田
家
﹂
詩
︑
﹁
同
群
公
十
月
朝
宴
李
太
守
宅
﹂
詩
﹁
同
群
公
出
猟
海
上
﹂
詩
の
﹁
群
公
﹂
が
李
杜
を
指
す
と
い
う
前
提
で
の
こ
と
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
﹁
群
公
﹂
の
表
記
を
め
ぐ
っ
て
は
︑
高
適
が
安
禄
山
の
乱
で
敵
対
関
係
に
な
っ
た
李
白
の
名
を
伏
せ
た
可
能
性
が
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
︵
筧
文
夫
﹁
李
白
と
高
適
﹂
﹃
唐
宋
文
学
論
考
﹄
240
259
頁
︶
︒
杜
甫
と
李
白
︑
杜
甫
と
高
適
が
と
も
に
相
手
の
名
を
記
し
な
が
ら
︑
李
白
と
高
適
の
間
に
お
い
て
の
み
相
手
の
名
を
記
さ
な
い
の
は
確
か
に
不
自
然
で
あ
る
︒
か
り
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
な
ら
三
者
の
交
往
に
こ
れ
ら
の
詩
は
よ
り
多
く
の
情
報
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
︒
た
だ
し
仮
説
の
う
え
に
立
っ
た
論
で
あ
り
︑
こ
こ
で
は
判
断
を
保
留
し
て
お
く
︒
な
お
︑
李
白
﹁
梁
園
吟
﹂
を
引
い
て
李
白
離
京
後
の
航
跡
を
描
く
の
は
︑
聞
氏
以
来
︑
周
孫
両
氏
に
ま
で
引
き
継
が
れ
た
論
点
だ
が
︑
し
か
し
同
作
は
よ
り
早
く
︑
李
白
が
始
め
て
長
安
を
訪
れ
た
後
の
作
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
︒
郁
賢
皓
﹃
李
白
選
集
﹄
は
開
元
二
十
一
年
に
︑
安
薛
両
氏
は
開
元
十
九
年
に
懸
け
る
︒
﹁
我
浮
黄
河
去
京
関
︑
挂
席
欲
進
波
連
山
︒
天
長
水
濶
厭
遠
渉
︑
訪
古
始
及
平
臺
間
﹂
︵
集
巻
7
︶
と
い
う
船
旅
の
叙
述
は
︑
商
山
経
由
の
陸
路
に
よ
る
こ
の
た
び
の
出
関
の
状
況
に
合
わ
な
い
︒
李
白
が
三
月
放
還
か
ら
五
月
梁
園
を
経
て
︑
六
月
単
父
琴
臺
で
高
適
と
会
合
す
る
と
い
う
︑
孫
氏
の
描
く
行
跡
は
︑
﹁
同
群
公
秋
登
琴
臺
﹂
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
六
六
詩
が
﹁
登
子
賤
琴
堂
賦
詩
三
首
﹂
の
同
年
作
で
あ
る
と
し
て
も
︑
聞
氏
考
証
の
瑕
疵
を
受
け
継
ぎ
︑
﹁
群
公
﹂
が
李
白
を
含
む
と
い
う
仮
定
に
立
つ
︒
ま
た
︑
周
氏
孫
氏
と
も
天
宝
五
載
に
李
邕
の
事
を
懸
け
る
の
は
詹
氏
説
の
影
響
で
あ
ろ
う
︒
周
孫
両
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
天
宝
五
載
と
す
る
一
連
の
高
適
作
を
︑
さ
し
あ
た
り
前
年
と
解
し
て
お
く
の
が
よ
い
だ
ろ
う
︒
以
上
︑
諸
説
を
勘
案
の
う
え
︑
こ
こ
で
は
三
者
交
往
の
大
筋
に
関
し
て
は
︑
聞
一
多
に
よ
っ
て
素
描
さ
れ
安
旗
・
薛
天
緯
に
整
理
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
︑
お
お
む
ね
妥
当
な
も
の
と
認
め
て
お
き
た
い
︒
高
李
の
関
係
に
つ
い
て
は
同
送
の
詩
に
注
目
す
る
︒
そ
の
う
え
で
隠
逸
挙
人
と
玄
宗
の
霊
応
と
の
関
係
か
ら
︑
関
連
す
る
詩
を
配
置
す
る
と
以
下
の
と
お
り
︒
劉
孟
伉
﹃
杜
甫
年
譜
﹄
︑
詹
鍈
﹃
李
白
詩
文
繫
年
﹄
︑
安
旗
・
薛
天
緯
﹃
李
白
年
譜
﹄
﹃
李
白
全
集
編
年
注
釈
﹄
︑
郁
賢
皓
﹃
李
白
選
集
﹄
︑
周
勛
初
﹃
高
適
年
譜
﹄
︑
孫
欽
善
﹃
高
適
集
校
注
﹄
等
に
含
ま
れ
る
︑
三
者
の
交
往
関
係
に
よ
る
の
で
は
な
い
作
品
単
独
の
繫
年
に
つ
い
て
は
︑
諸
家
が
ど
の
よ
う
に
遊
蹤
の
全
体
像
を
描
く
か
に
多
く
委
ね
ら
れ
て
お
り
︑
い
ま
参
考
に
付
す
る
の
み
︒
関
係
事
跡
と
詩
作
︵
二
︶
離
京
後
天
宝
三
載
春
李
白
離
京
夏
李
白
杜
甫
遇
於
洛
陽
秋
李
白
杜
甫
高
適
同
遊
梁
宋
間
冬
李
白
授
道
籙
於
斉
州
紫
極
宮
李
白
詩
︵
安
陵
・
斉
州
︶
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
六
七
訪
道
安
陵
遇
蓋
寰
為
予
造
真
籙
臨
別
留
贈
奉
餞
高
尊
師
如
貴
道
士
伝
籙
畢
帰
北
海
︵
安
＝
天
宝
三
︶
◎
十
二
月
二
十
五
日
﹁
親
祭
九
宮
壇
大
赦
天
下
制
﹂
有
﹁
高
蹈
不
仕
︑
遁
跡
邱
園
﹂
者
以
礼
徴
送
天
宝
四
載
正
月
六
日
玄
宗
聞
空
中
有
言
二
月
六
日
陳
希
烈
奏
蕭
従
一
見
玄
元
皇
帝
春
李
白
高
適
同
送
友
人
於
開
封
李
白
詩
︵
開
封
︶
※
送
蔡
山
人
送
楊
山
人
帰
嵩
山
︵
安
・
周
＝
天
宝
三
︑
孫
＝
天
宝
四
︶
高
適
詩
︵
開
封
︶
※
送
蔡
山
人
送
楊
山
人
帰
嵩
陽
︵
安
・
周
＝
天
宝
三
︑
孫
＝
天
宝
四
︶
◎
五
月
某
日
引
見
﹁
高
蹈
不
仕
﹂
挙
人
処
分
秋
李
白
杜
甫
同
遊
魯
郡
別
於
城
東
石
門
秋
高
適
送
沈
千
運
於
濮
上
高
適
歌
詩
︵
濮
上
︶
賦
得
還
山
吟
送
沈
四
山
人
贈
別
沈
四
逸
人
︵
孫
＝
天
宝
五
︶
冬
李
白
送
岑
勛
於
梁
園
李
白
歌
詩
︵
梁
園
︶
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
六
八
※
鳴
皐
歌
送
岑
徴
君
︵
時
梁
園
三
尺
雪
在
清
泠
池
作
︶
※
送
岑
徴
君
帰
鳴
皐
山
︵
安
＝
天
宝
五
︑
郁
＝
天
宝
三
︶
天
宝
五
載
李
白
病
臥
魯
中
秋
病
癒
将
遊
江
東
李
白
歌
詩
︵
東
魯
︶
夢
遊
天
姥
吟
留
別
︵
一
作
別
東
魯
諸
公
︶
︵
安
・
郁
＝
天
宝
五
︶
天
宝
六
載
春
杜
甫
在
長
安
杜
甫
詩
︵
長
安
︶
送
孔
巣
父
謝
病
帰
遊
江
東
兼
呈
李
白
◎
﹁
高
蹈
不
仕
﹂
挙
関
係
事
跡
※
﹁
高
蹈
不
仕
﹂
挙
人
？
ゴ
シ
ッ
ク
＝
歌
行
安
旗
・
薛
天
緯
﹃
李
白
全
集
編
年
注
釈
﹄
郁
賢
皓
﹃
李
白
詩
選
﹄
周
勛
初
﹃
高
適
年
譜
﹄
孫
欽
善
﹃
高
適
集
校
注
﹄
脱
身
事
幽
討
天
宝
三
載
末
に
﹁
高
蹈
不
仕
︑
遁
跡
邱
園
﹂
挙
の
下
詔
︑
四
載
始
め
玄
宗
が
大
同
殿
空
中
に
寿
ぎ
の
声
を
聞
き
︑
二
月
陳
希
烈
の
奏
上
︑
五
月
に
挙
人
の
引
見
が
あ
る
︒
そ
の
間
︑
天
宝
四
載
春
に
李
白
と
高
適
が
開
封
で
挙
に
応
じ
る
蔡
山
人
を
見
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
六
九
送
り
︑
冬
に
李
白
が
梁
園
で
挙
に
応
じ
た
あ
と
山
に
還
る
岑
徴
君
を
見
送
る
︒
そ
こ
に
至
る
状
況
を
︑
あ
ら
か
じ
め
も
う
少
し
見
て
お
く
︒
李
白
は
離
京
し
た
そ
の
年
冬
︑
斉
州
紫
極
宮
で
北
海
の
高
天
師
如
貴
よ
り
道
籙
を
授
与
さ
れ
た
︒
先
に
陳
留
採
訪
使
李
彦
允
を
訪
ね
て
取
り
な
し
を
依
頼
し
た
こ
と
が
奏
功
し
た
︵
李
陽
冰
﹁
唐
李
翰
林
草
堂
集
序
﹂
﹁
遂
就
従
祖
陳
留
採
訪
大
使
彦
允
︑
請
北
海
高
天
師
授
道
籙
於
斉
州
紫
極
宮
﹂
集
巻
1
︶
︒
そ
の
年
の
初
め
︑
道
士
と
な
る
こ
と
を
請
い
辞
去
し
た
賀
知
章
と
︑
結
果
と
し
て
は
お
な
じ
よ
う
な
行
動
で
あ
り
︑
陶
弘
景
の
跡
を
踏
ん
だ
か
た
ち
と
な
る
︒
天
宝
元
年
の
隠
逸
挙
人
に
応
じ
た
と
目
さ
れ
る
呉
筠
も
お
な
じ
行
為
に
及
ん
で
い
る
︵
権
徳
輿
﹁
中
嶽
宗
元
先
生
呉
尊
師
集
序
﹂
﹁
天
宝
初
︑
玄
纁
鶴
版
︵
一
作
書
︶
︑
徴
至
京
師
︒
用
希
夷
啓
沃
︑
脗
合
玄
聖
︒
請
度
為
道
士
︑
宅
於
嵩
丘
︒
乃
就
馮
尊
師
斉
整
受
正
法
︒
初
梁
貞
白
陶
君
以
此
道
授
昇
玄
王
君
︑
自
王
君
至
先
生
︑
凡
五
代
矣
︒
皆
以
陰
功
救
物
︑
為
王
者
師
﹂
﹃
文
苑
英
華
﹄
巻
704
︑
﹃
全
唐
文
﹄
巻
489
︶
︒
李
白
も
こ
う
し
た
風
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒
と
こ
ろ
で
李
白
と
の
邂
逅
は
杜
甫
を
元
気
づ
け
︑
ま
た
﹁
学
仙
の
志
﹂
を
も
刺
激
し
た
で
あ
ろ
う
︒
夏
日
︑
洛
陽
で
杜
甫
が
贈
っ
た
﹁
贈
李
白
﹂
詩
に
言
う
︒
東
都
に
二
年
居
て
世
の
煩
わ
し
さ
に
は
嫌
気
が
さ
し
た
︒
菜
食
が
い
い
と
は
思
う
が
い
つ
も
生
臭
も
の
ば
か
り
食
べ
て
い
る
︒
仙
家
の
食
を
摂
れ
ば
身
体
に
い
い
の
は
わ
か
っ
て
い
る
︒
し
か
し
貴
重
な
薬
の
た
め
の
も
と
で
が
な
く
山
野
に
分
け
入
る
こ
と
も
な
い
︒
李
侯
は
金
馬
門
に
待
詔
さ
れ
た
お
方
だ
が
い
ま
身
を
脱
し
て
幽
邃
を
た
ず
ね
よ
う
と
さ
れ
る
︒
あ
な
た
も
ま
た
梁
宋
へ
と
遊
び
玉
草
を
採
る
こ
と
を
期
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
︵
﹁
二
年
客
東
都
︑
所
歴
猒
機
巧
︒
野
人
対
羶
腥
︑
蔬
食
常
不
飽
︒
豈
無
青
精
飯
︑
使
我
顔
色
好
︒
苦
乏
大
薬
資
︑
山
林
跡
如
掃
︒
李
侯
金
閨
彦
︑
脱
身
事
幽
討
︒
亦
有
梁
宋
遊
︑
方
期
拾
瑤
草
﹂
﹃
杜
工
部
集
﹄
巻
1
︶
と
︒
李
白
の
企
て
に
言
及
す
る
と
と
も
に
︑
自
身
の
志
す
と
こ
ろ
を
も
示
唆
し
て
い
る
︒
か
く
て
杜
甫
自
身
も
黄
河
を
渡
り
王
屋
山
へ
華
蓋
君
を
尋
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
秋
日
︑
李
白
や
高
適
ら
と
梁
宋
の
地
に
酔
舞
行
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
七
〇
歌
し
︵
﹁
遣
懐
﹂
詩
﹁
憶
与
高
李
輩
︑
論
交
人
酒
壚
︒
両
公
壮
藻
思
︑
得
我
色
敷
腴
︒
気
酣
登
吹
臺
︑
懐
古
視
平
蕪
︒
芒
碭
雲
一
去
︑
雁
鶩
空
相
呼
﹂
集
巻
7
︑
﹁
昔
遊
﹂
詩
﹁
昔
者
与
高
李
︑
晩
登
単
父
臺
︒
寒
蕪
際
碣
石
︑
万
里
風
雲
来
︒
桑
柘
葉
如
雨
︑
飛
藿
共
徘
徊
︒
清
霜
大
沢
凍
︑
禽
獣
有
余
哀
﹂
集
巻
6
︶
︑
後
に
独
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
険
し
い
山
道
を
踏
み
た
ど
り
着
く
と
︑
し
か
し
そ
の
ひ
と
は
す
で
に
亡
く
茫
然
と
す
る
︒
暗
い
林
の
岩
室
に
伏
し
て
︑
仙
人
が
舞
い
降
り
る
幻
を
見
る
︵
﹁
昔
遊
﹂
詩
﹁
林
昏
罷
幽
磬
︑
竟
夜
伏
石
閣
︒
王
喬
下
天
壇
︑
微
月
映
皓
鶴
﹂
集
巻
3
︶
︒
あ
る
い
は
遺
蹤
を
た
ど
り
そ
の
ひ
と
を
想
い
起
こ
す
︒
玄
圃
臺
や
滄
洲
は
ぼ
う
っ
と
し
て
ひ
ろ
が
り
︑
黄
金
の
は
た
や
羽
衣
は
し
な
や
か
に
ひ
る
が
え
る
︒
い
た
ず
ら
に
嘆
い
て
在
り
し
跡
を
手
で
な
ぞ
り
︑
今
に
至
る
ま
で
な
お
夢
に
想
う
ば
か
り
︵
﹁
憶
昔
行
﹂
﹁
玄
圃
滄
洲
莽
空
闊
︑
金
節
羽
衣
飄
婀
娜
︒
⁝
⁝
徒
然
咨
嗟
撫
遺
迹
︑
至
今
夢
想
仍
猶
佐
﹂
集
巻
8
︶
と
︒
こ
の
時
期
の
杜
甫
の
志
向
︑
そ
れ
を
思
い
起
こ
す
詩
作
に
︑
李
白
の
影
響
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
︒
さ
て
李
白
の
方
は
︑
道
籙
授
与
の
儀
礼
に
さ
き
だ
っ
て
渡
河
北
上
︑
安
陵
で
道
士
蓋
寰
に
遇
い
﹁
真
籙
﹂
を
こ
し
ら
え
て
も
ら
っ
た
︒
高
如
貴
に
よ
る
伝
授
の
儀
礼
の
た
め
に
あ
つ
ら
え
た
も
の
か
︒
別
れ
際
に
贈
っ
た
詩
に
は
そ
の
符
籙
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
描
か
れ
て
い
る
︒
﹁
訪
道
安
陵
遇
蓋
寰
為
余
造
真
籙
臨
別
留
贈
﹂
詩
︵
集
巻
9
︶
に
言
う
︒
清
水
見
白
石
仙
人
識
青
童
清
水
白
石
を
見
仙
人
青
童
を
識
る
安
陵
蓋
夫
子
十
歳
与
天
通
安
陵
の
蓋
夫
子
十
歳
に
し
て
天
と
通
ず
懸
河
与
微
言
談
論
安
可
窮
懸
河
と
微
言
と
談
論
安
ん
ぞ
窮
ま
る
べ
し
能
令
二
千
石
撫
背
驚
神
聡
能
く
二
千
石
を
し
て
背
を
撫
し
神
聡
に
驚
か
し
む
揮
毫
贈
新
詩
高
価
掩
山
東
揮
毫
し
て
新
詩
を
贈
り
高
価
山
東
を
掩
う
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
七
一
至
今
平
原
客
感
激
慕
清
風
今
に
至
る
ま
で
平
原
の
客
感
激
し
て
清
風
を
慕
う
学
道
北
海
仙
伝
書
蕊
珠
宮
道
を
北
海
の
仙
に
学
び
書
を
蕊
珠
宮
に
伝
え
ら
る
丹
田
了
玉
闕
白
日
思
雲
空
丹
田
玉
闕
を
了
し
白
日
に
雲
空
を
思
う
為
我
草
真
籙
天
人
慙
妙
工
我
が
為
に
真
籙
を
草
す
天
人
妙
工
な
る
に
慙
ず
七
元
洞
豁
落
八
角
輝
星
虹
七
元
豁
落
洞とお
り
八
角
星
虹
輝
く
三
災
蕩
璇
璣
蛟
龍
翼
微
躬
三
災
璇
璣
に
蕩
た
い
ら
ぎ
蛟
龍
微
躬
を
翼たす
く
挙
手
謝
天
地
虚
無
斉
始
終
手
を
挙
げ
て
天
地
に
謝
し
虚
無
に
始
終
を
斉
し
く
す
黄
金
献
高
堂
答
荷
難
克
充
黄
金
高
堂
に
献
ず
る
も
答
荷
克
充
し
難
し
下
笑
世
上
事
沈
魂
北
羅
酆
下
に
世
上
の
事
を
笑
い
魂
を
北
の
羅
酆
に
沈
む
昔
日
万
乗
墳
今
成
一
科
蓬
昔
日
万
乗
の
墳
今
は
成
る
一
科
蓬
贈
言
若
可
重
実
此
軽
華
嵩
贈
言
若
し
重
ん
ず
る
べ
く
ん
ば
実
に
此
れ
華
嵩
を
軽
し
と
せ
ん
清
ら
か
な
水
に
白
い
石
が
よ
く
見
え
る
︑
そ
の
よ
う
に
仙
人
は
仙
童
を
よ
く
見
極
め
る
︒
安
陵
の
蓋
先
生
は
︑
十
歳
で
天
と
通
じ
て
い
た
︒
立
て
板
に
水
の
弁
舌
と
微
か
な
こ
と
ば
で
︑
談
論
す
れ
ば
や
む
こ
と
が
な
い
︒
二
千
石
の
大
名
が
︑
そ
の
背
中
を
さ
す
り
聡
明
さ
に
感
嘆
す
る
︒
筆
を
揮
っ
て
新
作
の
詩
を
贈
る
と
︑
た
か
い
評
価
は
山
東
一
帯
を
覆
い
つ
く
す
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
七
二
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
平
原
の
人
士
は
︑
感
じ
入
っ
て
清
ら
か
な
道
風
を
思
い
慕
っ
て
い
る
︒
道
を
北
海
の
仙
人
か
ら
学
び
︑
書
を
上
清
境
蕊
珠
宮
に
お
い
て
伝
授
さ
れ
た
︒
臍
下
三
寸
の
丹
田
に
腎
中
白
気
の
通
ず
る
玉
闕
が
掛
か
り
︑
白
昼
に
雲
間
に
入
る
こ
と
を
思
量
す
る
︒
わ
た
し
に
豁
落
七
元
真
籙
を
書
い
て
く
れ
た
が
︑
妙
な
る
で
き
ば
え
は
天
人
さ
え
恥
じ
い
る
ほ
ど
︒
耳
目
鼻
口
七
竅
の
元
気
は
か
ら
り
と
と
お
り
︑
八
角
の
文
字
は
星
や
虹
の
か
が
や
き
を
放
つ
︒
厄
災
は
北
斗
璇
璣
の
星
に
守
ら
れ
て
や
み
︑
龍
や
蛟
が
わ
た
し
の
身
体
を
さ
さ
え
て
飛
ん
で
ゆ
く
︒
手
を
挙
げ
て
こ
の
世
界
に
別
れ
を
告
げ
︑
虚
無
と
生
死
を
お
な
じ
く
す
る
︒
黄
金
を
立
派
な
殿
堂
に
捧
げ
た
と
し
て
も
︑
ご
配
慮
に
充
分
に
報
い
る
の
は
む
ず
か
し
い
︒
世
俗
の
事
柄
を
見
下
し
て
笑
い
︑
魂
を
鬼
王
の
住
む
北
の
羅
酆
山
に
ひ
そ
ま
せ
る
︒
む
か
し
万
乗
の
君
で
あ
っ
た
ひ
と
の
墓
が
︑
い
ま
で
は
蓬
草
が
生
う
土
塊
と
な
っ
て
い
る
︒
贈
る
こ
と
ば
が
も
し
貴
い
と
し
て
く
れ
る
な
ら
︑
ほ
ん
と
う
に
華
山
嵩
山
さ
え
軽
い
と
し
よ
う
︒
幼
少
よ
り
発
揮
さ
れ
た
仙
才
に
︑
権
力
者
を
も
う
な
ら
せ
る
微
言
と
談
論
︒
加
え
て
山
東
平
原
一
帯
の
士
が
み
な
慕
う
詩
才
︒
そ
の
ひ
と
の
器
量
を
褒
め
称
え
て
修
養
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
︒
師
は
北
海
の
高
天
師
︑
李
白
が
い
ま
授
籙
を
企
図
す
る
そ
の
ひ
と
︒
道
を
上
清
境
蕊
珠
宮
に
比
せ
ら
れ
る
某
道
観
に
て
伝
授
さ
れ
た
︒
続
く
一
句
﹁
丹
田
了
玉
闕
﹂
に
つ
い
て
︑
宋
の
楊
斉
賢
︑
清
の
王
琦
ら
は
﹃
黄
帝
内
景
経
﹄
及
び
﹃
黄
帝
外
景
経
﹄
を
用
い
て
注
釈
し
て
い
る
︒
﹃
李
白
全
集
校
注
彙
釈
集
評
﹄
注
釈
に
は
そ
れ
ら
を
整
理
し
て
﹁
丹
田
﹂
は
臍
下
三
寸
︑
元
気
を
呼
吸
し
て
収
め
る
部
位
︵
﹃
黄
帝
外
景
経
﹄
上
部
経
第
一
﹁
呼
吸
廬
間
入
丹
田
﹂
務
成
子
注
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
七
三
﹁
呼
吸
元
気
︑
会
丹
田
中
︑
丹
田
者
︑
臍
下
三
寸
︑
陰
陽
戸
﹂
﹃
雲
笈
七
籤
﹄
巻
12
︶
︒
﹁
玉
闕
﹂
は
腎
中
白
気
が
肺
と
通
ず
る
部
位
︵
﹃
黄
帝
内
景
経
﹄
肺
部
章
第
九
﹁
肺
部
之
宮
似
華
蓋
︑
下
有
童
子
坐
玉
闕
﹂
梁
丘
子
注
﹁
童
子
名
皓
華
︑
肺
形
如
蓋
︑
故
以
下
言
之
︒
玉
闕
者
︑
腎
中
白
気
︑
上
与
肺
連
﹂
﹃
雲
笈
七
籤
﹄
巻
11
︶
︒
﹁
了
﹂
は
懸
か
る
意
で
あ
る
と
し
て
い
る
︒
﹁
丹
田
﹂
﹁
玉
闕
﹂
が
ど
の
よ
う
に
関
係
作
用
す
る
の
か
︑
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
説
明
は
容
易
で
は
な
い
が
︑
要
す
る
に
蓋
寰
が
内
丹
術
を
行
う
さ
ま
を
言
う
ら
し
い
︒
そ
の
功
が
成
っ
て
白
日
昇
天
を
観
想
す
る
の
だ
と
︒
﹁
真
籙
﹂
は
八
角
が
光
芒
を
垂
れ
る
よ
う
な
書
体
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
︒
ま
た
厄
災
消
除
︑
延
年
不
老
の
効
験
を
窺
わ
せ
る
︒
﹃
李
白
全
集
校
注
彙
釈
集
評
﹄
注
釈
及
び
備
考
に
は
︑
こ
れ
が
﹁
豁
落
七
元
真
籙
﹂
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
︒
同
書
引
く
任
継
愈
主
編
﹃
中
国
道
教
史
﹄
︵
第
9
章
﹁
唐
代
道
教
法
籙
伝
授
﹂
387
頁
︶
に
は
﹁
上
清
部
法
籙
﹂
の
ひ
と
つ
と
し
て
﹁
豁
落
七
元
真
籙
﹂
を
挙
げ
︑
﹁
七
元
﹂
と
は
日
月
及
び
五
星
︑
相
伝
は
高
上
玉
帝
元
皇
道
君
が
九
天
丈
人
の
伝
え
る
と
こ
ろ
を
受
け
︑
作
用
は
﹁
威
懾
十
方
︑
通
真
達
霊
﹂
︑
道
徒
は
修
行
九
年
の
後
︑
上
清
仙
境
に
飛
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
︒
ま
た
こ
れ
は
﹁
招
霊
致
真
摂
魔
籙
﹂
と
同
時
に
併
せ
授
け
ら
れ
︑
授
与
に
は
上
清
法
師
と
し
て
一
定
の
徳
行
修
養
が
要
求
さ
れ
る
と
も
︒
も
し
こ
れ
ら
の
符
籙
を
受
け
た
と
す
れ
ば
︑
李
白
に
相
応
の
修
養
が
あ
り
︑
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
で
あ
る
こ
と
に
な
る
︒
最
後
に
こ
と
ば
を
尽
く
し
て
謝
意
を
述
べ
締
め
括
る
︒
恩
に
報
い
る
に
は
黄
金
で
も
充
分
で
な
い
︒
こ
の
詩
を
喜
ん
で
く
れ
る
な
ら
華
嵩
さ
え
軽
い
と
い
う
も
の
︒
李
白
の
嬉
し
さ
が
こ
ぼ
れ
る
よ
う
な
お
お
げ
さ
な
比
喩
と
な
っ
て
い
る
︒
斉
州
へ
と
引
き
返
し
た
李
白
は
︑
当
地
の
紫
極
宮
で
道
籙
授
与
の
儀
礼
に
臨
ん
だ
︒
い
ま
﹃
隋
書
﹄
経
籍
志
に
よ
り
﹁
受
道
の
法
﹂
を
示
せ
ば
以
下
の
と
お
り
︒
其
受
道
之
法
︑
初
受
五
千
文
籙
︑
次
受
三
洞
籙
︑
次
受
洞
玄
籙
︑
次
受
上
清
籙
︒
⁝
⁝
受
者
必
先
潔
斎
︑
然
後
齎
金
環
一
︑
幷
諸
贄
幣
︑
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
七
四
以
見
於
師
︒
師
受
其
贄
︑
以
籙
授
之
︑
仍
剖
金
環
︑
各
持
其
半
︑
云
以
為
約
︒
弟
子
得
籙
︑
緘
而
佩
之
︒
道
を
受
け
る
法
式
は
︑
初
め
に
五
千
文
籙
を
受
け
︑
次
に
三
洞
籙
を
受
け
︑
次
に
洞
玄
籙
を
受
け
︑
次
に
上
清
籙
を
受
け
る
︒
⁝
⁝
受
け
る
も
の
は
先
に
物
忌
み
し
︑
そ
れ
か
ら
金
環
ひ
と
つ
及
び
進
物
諸
品
を
携
え
て
︑
師
に
見
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
師
は
進
物
を
受
け
と
り
法
籙
を
授
与
し
︑
そ
こ
で
金
環
を
割
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
半
分
を
持
ち
︑
こ
れ
に
よ
り
約
束
と
す
る
︒
弟
子
は
法
籙
を
も
ら
っ
た
ら
封
を
し
て
携
帯
す
る
︒
以
上
は
概
略
を
述
べ
た
ま
で
で
︑
実
際
に
は
道
流
位
階
の
別
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
差
異
が
あ
る
︵
任
継
愈
主
編
﹃
中
国
道
教
史
﹄
第
8
章
﹁
唐
代
道
教
経
戒
伝
授
﹂
第
9
章
﹁
唐
代
道
教
法
籙
伝
授
﹂
及
び
小
林
正
美
﹃
唐
代
の
道
教
と
天
師
道
﹄
第
2
章
﹁
天
師
道
に
お
け
る
受
法
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
道
士
の
位
階
制
度
﹂
参
照
︶
︒
李
白
の
場
合
ど
う
で
あ
っ
た
か
︒
羅
宗
強
に
よ
れ
ば
︑
﹁
戒
律
﹂
は
受
け
ず
﹁
経
文
﹂
の
み
の
授
与
で
あ
る
︒
相
応
に
高
次
の
も
の
で
あ
り
︑
十
五
才
で
入
道
し
段
階
を
踏
ん
だ
う
え
で
こ
こ
に
臨
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
︵
﹁
李
白
的
神
仙
道
教
信
仰
﹂
﹃
中
国
李
白
研
究
﹄
一
九
九
一
年
集
20
33
頁
︶
︒
と
も
あ
れ
道
籙
は
無
事
授
か
っ
た
︒
李
白
は
師
の
北
海
郡
へ
の
帰
還
に
際
し
﹁
奉
餞
高
尊
師
如
貴
道
士
伝
道
籙
畢
帰
北
海
﹂
詩
︵
集
巻
15
︶
を
贈
り
餞
し
て
い
る
︒
道
隠
不
可
見
霊
書
蔵
洞
天
道
隠
れ
て
見
る
べ
か
ら
ず
霊
書
洞
天
に
蔵
す
吾
師
四
万
劫
歴
世
遞
相
伝
吾
が
師
四
万
劫
歴
世
遞
し
て
相
伝
え
ら
る
別
杖
留
青
竹
行
歌
躡
紫
煙
別
杖
青
竹
を
留
め
行
歌
紫
煙
を
躡ふ
む
離
心
無
遠
近
長
在
玉
京
懸
離
心
遠
近
無
し
長
と
こ
し
え
に
玉
京
に
懸
か
る
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
七
五
道
は
深
奥
に
か
く
れ
て
見
る
こ
と
が
で
き
ず
︑
老
君
の
霊
書
は
洞
天
に
し
ま
わ
れ
て
い
る
︒
わ
が
師
は
四
万
劫
も
の
あ
い
だ
︑
時
代
を
越
え
て
送
り
継
が
れ
て
伝
授
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒
別
れ
に
杖
と
し
て
青
竹
を
留
め
て
く
れ
た
︒
歌
を
う
た
い
紫
の
も
や
を
踏
み
飛
ん
で
ゆ
く
︒
別
離
の
気
持
は
遠
い
近
い
と
な
く
︑
ず
っ
と
あ
な
た
の
お
ら
れ
る
玉
京
に
か
か
っ
た
ま
ま
︒
隠
れ
て
見
え
ず
洞
天
に
し
ま
わ
れ
た
道
の
秘
要
︒
四
万
劫
の
時
を
経
て
我
が
師
へ
と
伝
授
さ
れ
た
︒
そ
の
師
か
ら
わ
た
し
は
法
籙
を
受
け
た
の
だ
︒
﹁
別
杖
﹂
は
費
長
房
の
故
事
︒
長
房
は
壷
公
か
ら
も
ら
っ
た
青
竹
を
か
た
し
ろ
に
入
道
︒
帰
還
の
際
に
騎
っ
た
竹
杖
は
龍
の
化
身
で
あ
っ
た
と
い
う
︵
﹁
翁
乃
断
一
青
竹
︑
度
与
長
房
身
斉
︑
使
懸
之
舍
後
︒
家
人
見
之
︑
即
長
房
形
也
︑
以
為
縊
死
︑
大
小
驚
号
︑
遂
殯
葬
之
︒
長
房
立
其
傍
︑
而
莫
之
見
也
︒
⁝
⁝
長
房
乗
杖
︑
須
臾
来
帰
︑
自
謂
去
家
適
経
旬
日
︑
而
已
十
余
年
矣
︒
即
以
杖
投
陂
︑
顧
視
則
龍
也
﹂
﹃
後
漢
書
﹄
巻
82
下
費
長
房
伝
︶
︒
わ
た
し
も
追
い
か
け
て
仙
境
へ
と
遊
び
た
い
︒
お
慕
い
す
る
気
持
は
距
離
を
超
え
︑
あ
な
た
の
居
ま
す
玉
京
に
か
か
っ
て
い
る
︒
師
に
捧
げ
た
も
の
だ
か
ら
だ
ろ
う
︑
蓋
寰
へ
の
詩
に
較
べ
て
あ
ら
た
ま
っ
た
感
じ
の
物
言
い
と
な
っ
て
い
る
︒
後
日
出
会
う
魏
顥
は
︑
李
白
の
道
士
と
し
て
の
い
で
た
ち
に
触
れ
﹁
曾
て
道
籙
を
斉
に
受
け
︑
青
綺
冠
帔
一
副
有
り
﹂
︵
﹁
李
翰
林
集
序
﹂
集
巻
1
︶
と
述
べ
て
い
る
︒
採
珠
勿
驚
龍
天
宝
三
載
十
二
月
二
十
五
日
︑
李
白
が
斉
州
で
道
籙
を
受
け
た
冬
の
末
︑
玄
宗
皇
帝
は
九
宮
貴
神
を
東
郊
に
祭
祀
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
七
六
し
天
下
に
大
赦
を
宣
布
︒
そ
の
際
︑
﹃
孝
経
﹄
の
家
蔵
誦
習
と
﹁
孝
勤
過
人
︑
郷
閭
欽
伏
﹂
者
の
推
挙
︑
及
び
﹁
高
蹈
不
仕
︑
遁
跡
邱
園
︑
遠
近
知
聞
︑
未
経
薦
挙
﹂
者
の
徴
送
を
命
じ
た
︵
孫
逖
﹁
親
祭
九
宮
壇
大
赦
天
下
制
﹂
﹃
唐
大
詔
令
集
﹄
巻
74
九
宮
貴
神
︑
﹃
登
科
記
考
﹄
巻
9
︑
﹃
全
唐
文
﹄
巻
310
︶
︒
年
が
明
け
て
四
載
正
月
六
日
︑
帝
は
大
同
殿
で
登
壇
し
祈
願
︑
そ
の
お
り
黄
素
の
文
が
飛
ん
で
空
中
に
寿
ぎ
の
声
を
聞
い
た
︵
肅
宗
﹁
賀
内
道
場
霊
異
表
﹂
﹃
全
唐
文
﹄
巻
45
︑
﹃
冊
府
元
亀
﹄
巻
54
︶
︒
同
夜
︑
臣
下
も
同
様
の
体
験
を
す
る
︵
中
書
門
下
﹁
賀
玄
元
皇
帝
霊
応
表
﹂
﹃
全
唐
文
﹄
巻
962
︑
﹃
冊
府
元
亀
﹄
巻
54
︶
︒
二
月
六
日
︑
陳
希
烈
が
奏
上
︑
太
清
宮
道
士
蕭
従
一
が
見
聞
し
た
と
い
う
玄
元
皇
帝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
︵
陳
希
烈
﹁
道
士
蕭
従
一
見
玄
元
皇
帝
奏
﹂
﹃
全
唐
文
﹄
巻
345
︑
﹃
冊
府
元
亀
﹄
巻
54
︶
︒
李
白
と
高
適
が
開
封
で
友
人
を
見
送
っ
た
の
は
こ
の
頃
の
こ
と
︒
ひ
と
り
は
嵩
山
に
帰
ろ
う
と
す
る
楊
山
人
で
あ
り
︑
も
う
ひ
と
り
は
こ
れ
か
ら
都
へ
上
ろ
う
と
す
る
蔡
山
人
で
あ
る
︒
前
者
楊
山
人
に
対
す
る
詩
は
以
下
の
と
お
り
︒
送
楊
山
人
帰
嵩
山
李
白
︵
集
巻
15
︶
我
有
万
古
宅
嵩
陽
玉
女
峰
我
に
万
古
の
宅
有
り
嵩
陽
の
玉
女
峰
長
留
一
片
月
挂
在
東
渓
松
長
に
一
片
月
を
留
め
挂
け
て
東
渓
の
松
に
在
り
爾
去
掇
仙
草
菖
蒲
花
紫
茸
爾
去
き
て
仙
草
を
掇と
る
菖
蒲
紫
茸
を
花
さ
く
歳
晩
或
相
訪
青
天
騎
白
龍
歳
晩
或
は
相
訪
ね
て
青
天
に
白
龍
に
騎の
ら
ん
わ
た
し
に
は
万
古
悠
久
の
す
み
か
が
あ
り
︑
そ
れ
は
嵩
陽
の
玉
女
峰
に
あ
る
︒
ひ
と
ひ
ら
の
月
を
ず
っ
と
引
き
留
め
︑
東
の
渓
谷
に
生
う
松
の
枝
に
掛
け
て
い
る
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
七
七
あ
な
た
が
仙
人
の
草
を
摘
み
に
行
く
と
︑
菖
蒲
が
紫
の
は
な
を
咲
か
せ
る
だ
ろ
う
︒
歳
の
暮
れ
に
訪
ね
る
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
︑
青
い
空
に
白
い
龍
に
乗
っ
て
昇
ろ
う
︒
送
楊
山
人
帰
嵩
陽
高
適
︵
﹃
全
唐
詩
﹄
巻
213
︶
不
到
嵩
陽
動
十
年
嵩
陽
に
到
ら
ざ
る
こ
と
動やや
も
す
れ
ば
十
年
旧
時
心
事
已
徒
然
旧
時
の
心
事
已
に
徒
然
た
り
一
二
故
人
不
復
見
一
二
の
故
人
復
た
見
え
ず
三
十
六
峰
猶
眼
前
三
十
六
峰
猶
お
眼
前
に
あ
り
夷
門
二
月
柳
条
色
夷
門
二
月
柳
条
の
色
流
鶯
数
声
涙
沾
臆
流
鶯
数
声
涙
臆
を
沾
う
る
お
す
鑿
井
耕
田
不
我
招
井
を
鑿うが
ち
田
を
耕
し
我
を
招
か
ず
知
君
以
此
忘
帝
力
知
る
君
此
を
以
て
帝
力
を
忘
る
る
を
山
人
好
去
嵩
陽
路
山
人
好
し
去
れ
嵩
陽
の
路
惟
余
眷
眷
長
相
憶
惟
だ
余
眷
眷
と
し
て
長
に
相
憶
わ
ん
嵩
陽
へ
足
が
遠
の
い
て
も
う
十
年
︑
む
か
し
の
思
い
を
懐
い
た
ま
ま
い
た
ず
ら
に
時
が
過
ぎ
た
︒
ひ
と
り
ふ
た
り
の
友
人
は
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
︑
三
十
六
の
峰
は
な
お
目
の
前
に
見
え
る
よ
う
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
七
八
夷
門
は
二
月
に
し
て
柳
の
枝
が
彩
り
を
そ
え
︑
枝
を
渡
る
鶯
が
幾
声
か
啼
く
と
涙
で
胸
が
ぬ
れ
る
︒
井
戸
を
掘
り
田
を
耕
し
て
わ
た
し
を
招
か
な
い
︒
君
は
こ
の
こ
と
か
ら
帝
の
力
な
ど
忘
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ぬ
︒
隠
者
よ
︑
嵩
陽
へ
の
道
を
ゆ
き
た
ま
え
︒
わ
た
し
は
た
だ
君
の
こ
と
を
心
に
な
が
く
思
い
続
け
る
だ
ろ
う
︒
李
白
は
お
な
じ
隠
逸
者
と
し
て
の
自
身
を
前
面
に
出
し
て
餞
す
る
︒
自
分
も
嵩
陽
の
玉
女
峰
に
は
終
の
棲
家
が
あ
り
松
に
掛
か
る
月
が
い
つ
も
心
に
あ
る
︒
あ
な
た
が
行
く
頃
に
は
仙
草
が
花
を
咲
か
せ
て
い
る
だ
ろ
う
︒
歳
の
暮
れ
に
は
帰
る
つ
も
り
だ
か
ら
そ
の
時
は
い
っ
し
ょ
に
天
へ
と
昇
ろ
う
と
︒
李
白
は
開
元
二
十
二
年
頃
︑
嵩
山
に
隠
居
し
て
い
た
︒
高
適
も
こ
の
隠
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
往
年
を
思
い
起
こ
す
︒
以
前
よ
く
訪
れ
た
嵩
山
に
足
が
遠
の
い
て
十
年
︑
三
十
六
峰
が
い
ま
も
目
に
浮
か
ぶ
︒
そ
の
頃
の
友
は
ひ
と
り
ふ
た
り
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
︒
春
二
月
︑
い
ま
古
の
大
梁
城
東
の
夷
門
に
柳
が
芽
吹
き
︑
鶯
が
鳴
く
と
涙
が
流
れ
る
︒
し
か
し
あ
な
た
は
自
力
で
井
戸
掘
り
田
を
耕
そ
う
と
し
て
︑
あ
た
か
も
帝
徳
を
忘
れ
る
か
の
よ
う
︒
そ
の
さ
ま
は
ま
こ
と
に
隠
逸
の
理
想
で
あ
り
︑
わ
た
し
を
招
く
こ
と
は
な
い
と
︒
自
身
の
隠
逸
の
志
は
過
去
の
こ
と
と
し
て
区
切
り
を
つ
け
︑
こ
の
友
人
と
の
間
に
は
一
線
が
画
さ
れ
る
︒
高
李
の
自
己
認
識
の
別
が
お
な
じ
友
人
を
と
お
し
て
は
っ
き
り
と
見
て
と
れ
る
︒
な
お
︑
こ
の
楊
山
人
と
は
︑
﹃
李
白
集
校
注
﹄
に
よ
れ
ば
︑
李
白
が
温
泉
宮
に
扈
従
し
た
際
﹁
従
駕
温
泉
宮
酔
後
贈
楊
山
人
﹂
詩
︵
題
従
﹁
敦
煌
唐
写
本
詩
選
残
巻
﹂
︶
を
贈
っ
た
︑
そ
の
ひ
と
で
あ
ろ
う
と
い
う
︒
そ
こ
に
も
﹁
当
時
の
結
交
何
ぞ
紛
紛
た
る
︑
片
言
に
道
合
す
る
は
唯
だ
君
有
る
の
み
︒
待
て
吾
が
節
を
尽
く
し
明
主
に
報
ず
る
を
︑
然
る
後
相
携
え
て
白
雲
に
臥
さ
ん
﹂
︵
集
巻
8
︶
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
︒
後
者
蔡
山
人
に
対
す
る
詩
は
以
下
の
と
お
り
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
七
九
送
蔡
山
人
李
白
︵
集
巻
15
︶
我
本
不
棄
世
世
人
自
棄
我
我
本
世
を
棄
て
ず
世
人
自
ら
我
を
棄
つ
一
乗
無
倪
舟
八
極
縱
遠
舵
一
た
び
無
倪
の
舟
に
乗
り
八
極
遠
舵
を
縱
に
す
燕
客
期
躍
馬
唐
生
安
敢
譏
燕
客
躍
馬
を
期
す
唐
生
安
ぞ
敢
て
譏
ら
ん
や
採
珠
勿
驚
龍
大
道
可
暗
帰
珠
を
採
る
に
龍
を
驚
か
す
勿
れ
大
道
は
暗
帰
す
べ
し
故
山
有
松
月
遅
爾
玩
清
暉
故
山
に
松
月
有
り
爾
を
遅ま
ち
て
清
暉
を
玩
ば
ん
わ
た
し
は
も
と
も
と
世
を
捨
て
て
な
ど
い
な
い
︑
世
の
ひ
と
の
ほ
う
が
わ
た
し
を
捨
て
た
の
だ
︒
涯
な
く
す
す
む
船
に
乗
っ
た
な
ら
︑
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
世
界
の
果
て
ま
で
行
き
尽
く
そ
う
︒
燕
の
士
は
馬
を
疾
駆
し
よ
う
と
心
に
決
め
て
い
る
︑
唐
挙
が
ど
う
し
て
小
馬
鹿
に
な
ど
で
き
る
だ
ろ
う
︒
珠
を
採
取
す
る
の
に
龍
を
驚
か
せ
て
は
い
け
な
い
︑
大
い
な
る
道
は
ひ
そ
や
か
に
始
元
へ
と
た
ち
戻
る
︒
故
居
の
山
に
は
松
に
か
か
る
月
が
あ
る
︒
あ
な
た
を
待
っ
て
清
ら
か
な
光
を
愛
で
る
こ
と
に
し
よ
う
︒
送
蔡
山
人
高
適
︵
﹃
全
唐
詩
﹄
巻
213
︶
東
山
布
衣
明
古
今
東
山
の
布
衣
古
今
を
明
ら
か
に
し
自
言
独
未
逢
知
音
自
ら
言
う
独
り
未
だ
知
音
に
逢
わ
ざ
る
と
識
者
閲
見
一
生
事
識
者
閲
見
一
生
の
事
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
八
〇
到
処
豁
然
千
里
心
到
る
処
豁
然
た
り
千
里
の
心
看
書
学
剣
長
辛
苦
書
を
看
剣
を
学
び
長
く
辛
苦
す
近
日
方
思
謁
明
主
近
日
方
に
思
う
明
主
に
謁
す
る
を
斗
酒
相
留
酔
復
醒
斗
酒
相
留
め
て
酔
い
復
た
醒
む
悲
歌
数
年
涙
如
雨
悲
歌
数
年
涙
雨
の
如
し
丈
夫
遭
遇
不
可
知
丈
夫
遭
遇
知
る
べ
か
ら
ず
買
臣
主
父
皆
如
斯
買
臣
主
父
皆
斯
の
如
し
我
今
蹭
蹬
無
所
似
我
今
蹭
蹬
似
る
所
無
し
看
爾
崩
騰
何
若
為
爾
が
崩
騰
す
る
を
看
何
若
か
為
さ
ん
東
山
の
無
官
の
人
は
歴
史
を
通
覧
し
︑
自
分
で
言
う
︑
己
の
価
値
を
知
る
も
の
に
逢
っ
て
い
な
い
だ
け
︒
識
者
に
謁
見
す
る
の
は
一
生
の
大
事
︑
千
里
も
遠
し
と
せ
ず
か
ら
り
と
し
た
心
で
ど
こ
に
で
も
行
く
︒
書
を
読
み
剣
術
を
学
ん
で
長
ら
く
苦
労
し
た
が
︑
近
ぢ
か
聖
主
に
拝
謁
す
る
こ
と
を
思
い
量
っ
て
い
る
︒
一
斗
の
酒
で
引
き
留
め
て
飲
み
酔
っ
て
は
醒
め
︑
悲
歌
慷
慨
す
る
こ
と
数
年
︑
涙
が
雨
の
よ
う
︒
大
丈
夫
の
人
生
は
ど
こ
で
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
︑
朱
買
臣
や
主
父
偃
ら
は
み
な
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
︒
わ
た
し
は
い
ま
道
に
ふ
み
迷
い
似
る
所
が
な
い
︑
あ
な
た
の
勇
躍
を
見
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
八
一
李
白
は
お
な
じ
隠
者
と
し
て
の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
︑
都
へ
と
向
か
う
こ
の
ひ
と
に
対
し
て
は
一
転
し
て
厳
し
い
こ
と
ば
を
贈
り
餞
す
る
︒
わ
た
し
か
ら
世
を
捨
て
て
な
ど
い
な
い
︑
世
が
わ
た
し
を
す
て
た
の
だ
︒
隠
逸
者
と
し
て
の
た
て
ま
え
は
ど
こ
か
へ
飛
ん
で
︑
本
音
が
漏
れ
る
︒
か
く
な
る
う
え
は
世
界
の
果
て
ま
で
行
き
尽
く
す
こ
と
に
し
た
︒
あ
な
た
は
蔡
沢
の
よ
う
に
世
に
躍
り
出
る
こ
と
を
思
っ
て
お
ら
れ
る
︒
唐
挙
の
顔
相
占
い
な
ど
あ
て
に
な
る
も
の
か
︒
自
ら
の
信
ず
る
と
こ
ろ
を
行
け
ば
よ
い
︒
だ
が
く
れ
ぐ
れ
も
用
心
な
さ
い
︒
驪
龍
の
顎
の
下
に
あ
る
珠
を
採
る
の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
︒
お
お
い
な
る
道
は
ひ
っ
そ
り
と
始
元
へ
復
帰
す
る
︒
そ
の
よ
う
に
無
為
の
心
で
臨
ま
れ
る
よ
う
︒
わ
た
し
は
故
居
の
山
で
月
を
愛
で
君
を
待
つ
と
し
よ
う
︒
蔡
山
人
は
こ
の
年
の
﹁
高
蹈
不
仕
︑
遁
跡
邱
園
﹂
挙
に
応
じ
た
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
︒
李
白
の
こ
と
ば
は
︑
お
な
じ
隠
逸
挙
人
に
よ
り
奉
職
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
為
し
え
な
い
︑
厳
し
く
も
思
い
遣
り
あ
る
助
言
と
な
っ
て
い
よ
う
︒
高
適
も
お
な
じ
く
期
待
に
胸
ふ
く
ら
む
こ
の
ひ
と
の
さ
ま
を
捉
え
る
︒
学
問
を
積
ん
で
き
た
が
己
の
価
値
を
知
る
ひ
と
に
遇
わ
な
か
っ
た
︒
だ
が
こ
れ
ま
で
の
苦
労
が
報
わ
れ
る
機
会
が
訪
れ
た
︒
近
日
中
に
明
主
に
拝
謁
が
か
な
う
と
い
う
︒
市
中
に
飲
ん
で
酔
っ
て
は
醒
め
︑
悲
歌
慷
慨
す
る
こ
と
幾
歳
月
︒
大
丈
夫
の
人
生
は
ど
こ
で
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
︒
そ
の
叙
述
に
は
高
適
自
身
の
像
が
重
な
る
︒
し
か
し
一
躍
世
に
出
よ
う
と
い
う
君
に
比
べ
て
我
が
身
は
ど
う
か
︒
道
に
踏
み
迷
い
似
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
︒
高
適
は
開
元
二
十
三
年
に
応
徴
入
京
︵
﹁
酬
秘
書
弟
兼
寄
幕
下
諸
公
﹂
序
﹁
乙
亥
歳
︑
適
徴
詣
長
安
﹂
﹃
全
唐
詩
﹄
巻
211
︶
︑
下
第
を
経
験
し
た
︒
同
年
の
制
挙
﹁
才
有
王
覇
之
略
・
学
究
天
人
之
際
・
知
勇
堪
将
帥
之
選
・
政
能
当
牧
宰
之
挙
﹂
︵
﹃
登
科
記
考
﹄
巻
8
︶
に
応
じ
た
と
見
ら
れ
る
︒
こ
こ
で
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
異
な
る
け
れ
ど
も
︑
お
な
じ
く
制
科
に
臨
む
ひ
と
に
対
し
︑
羨
む
気
持
が
に
じ
む
よ
う
だ
︒
こ
の
後
︑
高
適
は
天
宝
八
載
の
制
挙
﹁
有
道
﹂
科
に
及
第
︵
﹃
登
科
記
考
﹄
巻
9
︶
︑
任
官
す
る
こ
と
に
な
る
︒
前
年
末
の
下
詔
に
応
じ
当
地
ま
で
来
た
蔡
山
人
は
︑
こ
の
後
さ
ら
に
長
安
ま
で
し
ば
ら
く
旅
程
を
要
す
る
︒
李
白
の
詩
に
楊
山
人
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
八
二
へ
の
詩
と
お
な
じ
く
嵩
山
故
居
の
松
月
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
も
勘
案
す
る
と
︑
楊
山
人
へ
の
詩
が
作
ら
れ
た
二
月
に
近
い
時
期
に
お
な
じ
く
開
封
で
︑
蔡
山
人
へ
の
詩
も
作
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
︒
こ
の
間
の
李
杜
交
往
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
だ
が
︑
安
旗
・
薛
天
緯
﹃
李
白
年
譜
﹄
は
杜
甫
﹁
寄
李
十
二
白
二
十
韻
﹂
の
﹁
酔
舞
梁
園
夜
︑
行
謌
泗
水
春
﹂
︵
巻
10
︶
上
句
を
天
宝
三
載
︑
下
句
を
天
宝
四
載
と
解
し
て
︑
こ
の
春
よ
り
両
者
は
再
び
行
き
来
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
︒
探
元
入
窅
黙
天
宝
四
載
五
月
︑
玄
宗
に
よ
る
﹁
高
蹈
不
仕
﹂
挙
人
の
引
見
が
行
わ
れ
た
︒
馬
尚
曾
・
常
広
心
・
賀
蘭
廸
三
人
に
追
っ
て
沙
汰
あ
る
旨
︑
崔
従
一
・
王
元
瞻
・
韓
宣
・
胡
賁
・
趙
元
奨
五
人
に
緑
衣
一
幅
と
物
二
十
段
︑
そ
の
他
の
者
に
物
十
段
の
下
賜
︑
及
び
賜
食
後
に
公
乗
も
て
帰
還
の
旨
︑
下
勅
が
あ
っ
た
︒
隠
淪
の
志
を
奪
わ
ず
︑
高
尚
の
美
を
成
さ
し
め
る
た
め
︑
と
い
う
名
目
の
も
と
に
︒
後
日
︑
馬
尚
曾
は
左
拾
遺
︑
常
広
心
と
賀
蘭
廸
は
金
吾
衛
兵
曹
を
授
か
る
︵
﹁
処
分
制
挙
人
勅
﹂
﹃
唐
大
詔
令
集
﹄
巻
106
制
挙
︑
﹃
冊
府
元
亀
﹄
巻
98
帝
王
部
徴
聘
︑
﹃
登
科
記
考
﹄
巻
9
︑
﹃
全
唐
文
﹄
巻
32
︶
︒
こ
の
挙
に
つ
い
て
︑
王
士
源
に
言
及
が
あ
る
︒
﹁
孟
浩
然
詩
集
序
﹂
︵
宋
蜀
刻
本
﹃
孟
浩
然
詩
集
﹄
巻
頭
︶
に
言
う
︒
天
宝
四
載
徂
夏
︑
詔
書
徴
詣
京
兆
府
︑
過
与
冢
臣
八
座
討
論
︑
山
林
之
士
麕
至
︑
始
知
浩
然
物
故
︒
⁝
⁝
若
き
よ
り
名
山
を
訪
ね
︑
太
白
に
隠
訣
を
習
い
終
南
に
亢
倉
九
篇
を
得
た
王
士
源
は
︑
天
宝
四
載
徂
夏
に
下
詔
徴
聘
さ
れ
︑
大
臣
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
八
三
宰
相
と
討
論
す
る
機
会
を
得
た
︒
そ
の
際
︑
山
林
の
士
が
大
勢
あ
つ
ま
り
︑
そ
こ
で
始
め
て
浩
然
が
物
故
し
た
こ
と
を
知
っ
た
︑
と
︒
王
士
源
は
﹁
高
蹈
不
仕
﹂
挙
に
応
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
こ
に
﹁
徂
夏
﹂
と
い
う
の
は
﹃
詩
﹄
小
雅
﹁
四
月
維
夏
︑
六
月
徂
暑
﹂
に
よ
れ
ば
六
月
だ
が
︑
﹃
冊
府
元
亀
﹄
の
記
述
に
よ
れ
ば
玄
宗
の
挙
人
引
見
は
五
月
︵
﹁
天
宝
四
年
五
月
引
諸
州
高
蹈
不
仕
挙
人
見
詔
曰
⁝
⁝
﹂
巻
98
︶
︒
王
士
源
は
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
隠
逸
者
仲
間
の
情
報
に
よ
り
浩
然
物
故
を
知
っ
た
︒
隠
逸
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ら
し
き
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
孟
浩
然
は
そ
の
な
か
で
は
大
物
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
︒
こ
の
夏
︑
杜
甫
は
北
海
郡
太
守
李
邕
が
斉
州
司
馬
李
之
芳
を
訪
う
た
の
に
歴
下
亭
及
び
新
亭
に
て
陪
遊
︑
詩
を
応
酬
し
た
︵
杜
甫
﹁
陪
李
北
海
宴
歴
下
亭
︵
時
邑
人
寋
処
士
等
在
座
︶
﹂
李
邕
﹁
登
歴
下
古
城
員
外
孫
新
亭
︵
時
李
之
芳
自
尚
書
郎
出
斉
州
司
馬
製
此
亭
︶
﹂
杜
甫
﹁
同
前
﹂
集
巻
1
︶
︒
高
適
も
ま
た
汶
陽
に
い
て
︑
と
き
に
東
平
郡
の
平
陰
亭
に
あ
っ
た
李
邕
よ
り
詩
を
寄
せ
ら
れ
︑
つ
い
で
北
池
に
泛
舟
同
遊
し
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
に
応
酬
し
た
︵
高
適
﹁
奉
酬
李
太
守
丈
夏
日
平
陰
亭
見
贈
﹂
敦
煌
唐
写
本
詩
選
残
巻
︑
﹁
同
李
太
守
北
池
泛
舟
宴
高
平
鄭
太
守
﹂
﹃
全
唐
詩
﹄
巻
214
︶
︒
李
白
が
こ
れ
ら
に
関
与
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
︒
詹
氏
﹃
繫
年
﹄
は
李
白
﹁
陪
従
祖
済
南
太
守
泛
鵲
山
湖
三
首
﹂
を
杜
詩
と
同
時
の
作
と
す
る
が
︑
従
祖
済
南
太
守
が
誰
か
わ
か
ら
ず
︑
杜
詩
が
歴
下
亭
及
び
新
亭
で
︑
こ
ち
ら
は
鵲
山
湖
に
舟
を
浮
か
べ
て
な
ど
︑
相
違
が
著
し
い
︒
新
亭
と
は
こ
の
あ
と
杜
甫
が
臨
邑
に
向
か
う
際
に
立
ち
寄
っ
た
崎惜
山
湖
亭
の
こ
と
か
︵
﹁
暫
如
臨
邑
至
崎惜
山
湖
亭
奉
懐
李
員
外
率
爾
成
興
﹂
集
巻
9
︶
︒
隠
逸
挙
に
応
じ
た
人
士
は
︑
同
年
秋
に
は
故
山
に
帰
っ
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
︒
官
職
を
得
る
な
ど
は
ひ
と
に
ぎ
り
︒
ほ
と
ん
ど
の
者
が
徴
招
に
あ
ず
か
り
賜
物
賜
食
の
皇
恩
に
浴
し
た
こ
と
を
生
涯
の
栄
誉
と
し
て
故
居
に
帰
っ
て
ゆ
く
︒
そ
う
し
た
ひ
と
び
と
に
対
し
て
﹁
徴
君
﹂
と
い
う
称
号
が
用
い
ら
れ
る
︒
王
士
源
や
蔡
山
人
の
名
も
む
ろ
ん
﹁
処
分
の
勅
﹂
に
は
な
い
︒
高
適
が
濮
上
で
見
送
っ
た
沈
千
運
も
︑
あ
る
い
は
こ
の
挙
に
応
じ
た
ひ
と
り
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
︒
七
言
歌
行
と
五
言
古
詩
に
よ
る
送
別
の
作
が
贈
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
八
四
ら
れ
て
い
る
︒
前
者
﹁
賦
得
還
山
吟
送
沈
四
山
人
﹂
︵
﹃
全
唐
詩
﹄
巻
213
︶
は
以
下
の
と
お
り
︒
還
山
吟
還
山
の
吟
天
高
日
暮
寒
山
深
天
高
く
日
暮
れ
寒
山
深
し
送
君
還
山
識
君
心
君
が
山
に
還
る
を
送
り
君
の
心
を
識
る
人
生
老
大
須
恣
意
人
生
老
大
な
れ
ば
須
ら
く
意
を
恣
に
す
べ
し
看
君
解
作
一
生
事
看
る
君
が
解よ
く
一
生
の
事
を
作な
す
を
山
間
偃
仰
無
不
至
山
間
に
偃
仰
し
て
至
ら
ざ
る
な
し
石
泉
淙
淙
若
風
雨
石
泉
淙
淙
と
し
て
風
雨
の
若
し
桂
花
松
子
常
満
地
桂
花
松
子
常
に
地
に
満
つ
売
薬
囊
中
応
有
銭
薬
を
売
り
囊
中
に
は
応
に
銭
有
り
還
山
服
薬
又
長
年
山
に
還
れ
ば
服
薬
し
て
又
た
年
を
長
ら
う
べ
し
白
雲
勧
尽
杯
中
物
白
雲
は
勧
む
杯
中
の
物
を
尽
く
せ
と
明
月
相
随
何
処
眠
明
月
相
随
い
何
処
に
か
眠
ら
ん
眠
時
憶
問
醒
時
意
眠
る
時
憶
え
よ
醒
時
の
意
を
問
う
を
夢
魂
可
以
相
周
旋
夢
魂
以
て
相
周
旋
す
べ
し
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
八
五
山
に
還
る
う
た
︒
そ
ら
は
高
く
日
は
暮
れ
山
は
寒
ざ
む
と
し
て
深
い
︑
あ
な
た
が
山
に
還
る
の
を
見
送
り
あ
な
た
の
心
を
察
す
る
︒
ひ
と
が
生
き
て
老
い
た
な
ら
ば
心
の
ま
ま
に
過
ご
す
べ
き
だ
︒
み
た
と
こ
ろ
君
は
一
生
の
大
事
が
何
か
わ
か
っ
て
お
り
︑
山
中
に
の
ん
び
り
と
快
適
に
す
ご
し
て
い
る
︒
石
清
水
が
さ
ら
さ
ら
と
そ
そ
ぎ
雨
風
の
よ
う
︑
桂
の
花
と
松
の
実
は
い
つ
も
地
面
を
埋
め
尽
く
し
て
い
る
︒
薬
を
売
っ
て
袋
の
な
か
に
は
き
っ
と
お
金
が
た
ま
り
︑
山
に
還
っ
た
ら
服
薬
し
て
さ
ら
に
寿
を
延
ば
す
だ
ろ
う
︒
白
い
雲
は
杯
の
な
か
の
も
の
を
飲
み
ほ
せ
と
促
し
︑
明
る
い
月
は
よ
り
そ
っ
て
ど
こ
に
眠
る
の
だ
ろ
う
︒
眠
っ
た
ら
覚
醒
時
の
思
い
を
尋
ね
る
の
を
忘
れ
な
い
で
︑
夢
中
の
魂
が
あ
い
だ
を
と
り
も
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
︒
こ
こ
で
は
﹁
賦
得
⁝
⁝
﹂
と
︑
座
の
題
と
し
て
﹁
還
山
の
う
た
﹂
を
取
り
あ
げ
た
︒
致
仕
帰
隠
の
際
に
贈
ら
れ
た
﹁
還
山
﹂
詩
は
︑
こ
の
高
適
の
歌
行
に
至
っ
て
一
座
の
応
酬
に
供
す
る
題
材
と
な
っ
て
い
る
︒
李
白
の
創
作
が
隠
士
招
聘
の
物
語
を
な
ぞ
り
︑
自
身
を
投
影
す
る
よ
う
に
し
て
特
異
な
作
品
群
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
の
に
較
べ
︑
高
適
の
場
合
︑
隠
逸
に
対
す
る
距
離
感
も
作
用
し
て
︑
隠
者
の
自
適
の
さ
ま
を
映
す
︑
通
り
一
遍
の
表
現
に
終
始
す
る
︒
秋
の
空
の
下
︑
寒
い
山
に
還
る
あ
な
た
︒
心
の
赴
く
ま
ま
清
水
流
れ
松
子
実
る
山
中
に
棲
む
︒
薬
を
売
り
得
た
金
で
ま
た
服
薬
︒
雲
と
酒
と
月
を
友
と
し
て
︒
君
と
夢
の
中
で
親
し
も
う
︑
と
︒
応
召
の
要
素
は
こ
こ
に
は
見
え
な
い
︒
後
者
﹁
贈
別
沈
四
逸
人
﹂
詩
︵
﹃
全
唐
詩
﹄
巻
211
︶
は
以
下
の
と
お
り
︒
沈
侯
未
可
測
其
況
信
浮
沈
沈
侯
未
だ
測
る
べ
か
ら
ず
其
の
況
信
に
浮
沈
す
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
八
六
十
載
常
独
坐
幾
人
知
此
心
十
載
常
に
独
坐
す
幾
人
か
此
の
心
を
知
る
乗
舟
踏
滄
海
買
剣
投
黄
金
舟
に
乗
り
て
滄
海
を
踏
み
剣
を
買
い
て
黄
金
を
投
ず
世
務
不
足
煩
有
田
西
山
岑
世
務
煩
わ
す
に
足
り
ず
田
有
り
西
山
の
岑
我
来
遇
知
己
遂
得
開
清
襟
我
来
り
て
知
己
に
遇
い
遂
に
清
襟
を
開
く
を
得
何
意
閫
閾
間
沛
然
江
海
深
何
の
意
ぞ
閫
閾
の
間
沛
然
と
し
て
江
海
深
し
疾
風
掃
秋
樹
濮
上
多
鳴
砧
疾
風
秋
樹
を
掃
い
濮
上
鳴
砧
多
し
耿
耿
尊
酒
前
聯
雁
飛
愁
音
耿
耿
た
り
尊
酒
の
前
聯
雁
愁
音
を
飛
ば
す
平
生
重
離
別
感
激
対
孤
琴
平
生
離
別
を
重
ん
ず
感
激
し
て
孤
琴
に
対
す
沈
侯
の
人
物
は
深
く
て
測
る
こ
と
が
で
き
ず
︑
そ
の
お
も
む
き
は
ま
こ
と
に
世
に
随
い
浮
き
沈
み
す
る
︒
十
年
の
あ
い
だ
た
だ
じ
っ
と
し
て
何
も
せ
ず
︑
ど
れ
く
ら
い
の
ひ
と
が
こ
の
心
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
︒
出
仕
よ
り
舟
に
乗
り
海
に
入
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
さ
え
し
︑
剣
を
購
入
す
る
の
に
大
金
を
惜
し
ま
な
い
︒
世
の
仕
事
は
彼
を
わ
ず
ら
わ
せ
る
ほ
ど
の
こ
と
で
な
く
︑
耕
作
す
る
田
地
を
西
山
の
峰
に
も
っ
て
い
る
︒
わ
た
し
は
や
っ
て
来
て
真
の
友
に
出
会
い
︑
か
く
て
す
が
す
が
し
い
胸
の
う
ち
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
︒
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
︑
至
近
の
距
離
に
︑
水
あ
ふ
る
る
江
や
海
の
よ
う
な
深
さ
と
出
会
う
な
ど
と
︒
は
や
て
が
秋
の
樹
木
を
払
う
よ
う
に
吹
き
︑
濮
水
の
ほ
と
り
で
は
砧
の
音
が
そ
こ
こ
こ
に
聞
こ
え
る
︒
樽
の
酒
を
ま
え
に
し
て
心
は
安
ら
か
で
な
く
︑
つ
ら
な
る
雁
は
も
の
悲
し
げ
な
声
を
と
ば
す
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
八
七
へ
い
ぜ
い
よ
り
別
れ
を
大
事
な
こ
と
と
し
て
い
る
︒
昂
っ
た
気
持
で
ひ
と
り
弾
く
琴
に
向
か
い
あ
う
︒
﹁
還
山
吟
﹂
が
︑
類
型
的
な
隠
逸
像
を
白
雲
や
明
月
な
ど
常
套
の
品
を
引
き
な
が
ら
︑
歌
謡
の
ス
タ
イ
ル
に
乗
せ
て
軽
や
か
に
提
示
す
る
の
に
対
し
︑
五
言
古
詩
の
方
は
︑
為
人
や
信
条
︑
行
動
指
針
な
ど
︑
よ
り
内
面
に
迫
る
よ
う
な
書
き
方
と
な
っ
て
い
る
︒
そ
の
ひ
と
が
ら
は
古
の
達
道
者
の
よ
う
に
深
く
測
り
が
た
く
︑
世
と
と
も
に
巻
舒
浮
沈
す
る
︒
権
力
を
逃
れ
意
気
を
重
ん
じ
︑
世
事
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
ず
農
耕
に
勤
し
む
︒
わ
が
胸
の
う
ち
を
語
り
あ
う
こ
と
の
で
き
る
の
は
君
の
よ
う
な
ひ
と
︒
﹁
沛
然
江
海
深
﹂
は
相
手
の
心
の
深
さ
を
言
う
と
読
み
た
い
︒
別
れ
は
一
大
事
︒
慷
慨
の
気
が
逬
る
︒
高
適
は
お
の
が
懐
抱
を
激
発
さ
せ
て
い
る
︒
沈
千
運
は
元
結
﹃
篋
中
集
﹄
の
筆
頭
に
名
を
記
す
詩
人
だ
が
︑
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
そ
の
序
に
お
い
て
す
で
に
充
分
に
は
明
ら
か
で
な
い
︒
﹁
呉
興
沈
千
運
は
︑
独
り
流
俗
の
中
に
挺
ん
で
︑
強
く
已
溺
の
後
を
攘はら
い
︑
窮
老
不
惑
︑
五
十
余
年
︑
凡
そ
為
る
所
の
文
は
︑
皆
時
と
異
な
る
︒
⁝
⁝
沈
公
及
び
二
三
子
︑
皆
正
直
な
る
を
以
て
禄
位
無
く
︑
皆
忠
信
を
以
て
久
し
く
貧
賤
︑
皆
仁
譲
を
以
て
喪
亡
に
至
る
⁝
⁝
﹂
と
︒
詩
は
そ
こ
に
四
首
を
載
せ
︑
﹃
全
唐
詩
﹄
が
一
首
を
加
え
る
の
み
︒
同
地
で
の
﹁
濮
中
言
懐
﹂
詩
に
﹁
聖
朝
賢
良
を
優
し
︑
草
沢
に
遺
匿
無
し
︒
人
生
各
お
の
志
有
る
も
︑
余
に
在
り
て
胡
れ
ぞ
激
せ
ざ
る
︒
一
生
但
だ
区
区
︑
五
十
に
し
て
寸
禄
無
し
︒
衰
退
し
て
当
に
棄
捐
せ
ら
る
る
べ
く
︑
貧
賤
に
し
て
毀
讟
を
招
く
﹂
と
あ
る
の
を
見
る
と
︑
隠
逸
の
士
︑
な
い
し
は
不
遇
の
ひ
と
︒
隠
逸
挙
人
の
候
補
者
に
は
ふ
さ
わ
し
い
︒
﹃
唐
才
子
伝
﹄
に
は
﹁
天
宝
中
︑
数
し
ば
挙
に
応
ず
る
も
第
せ
ず
﹂
と
言
う
が
︑
傅
璇
琮
に
よ
れ
ば
基
づ
く
と
こ
ろ
が
不
明
で
あ
る
と
い
う
︵
﹃
唐
才
子
伝
校
箋
﹄
第
1
冊
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頁
︶
︒
周
氏
孫
氏
と
も
に
こ
れ
ら
二
首
を
李
邕
が
済
南
に
来
た
の
と
お
な
じ
年
に
掛
け
て
い
る
︒
い
ま
聞
氏
説
に
よ
っ
て
修
正
す
れ
ば
天
宝
四
載
秋
の
作
と
な
る
︒
沈
千
運
が
隠
逸
の
挙
に
応
じ
た
か
ど
う
か
︑
歌
詩
の
内
容
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
︒
か
り
に
応
挙
帰
山
の
作
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
八
八
で
な
い
と
す
る
と
︑
﹁
還
山
﹂
歌
詩
が
本
来
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
離
れ
て
よ
り
ひ
ろ
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
︒
い
ず
れ
に
し
て
も
︑
天
下
に
隠
逸
の
挙
が
施
行
さ
れ
た
天
宝
四
載
の
秋
︑
お
り
し
も
挙
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
居
住
地
へ
と
帰
還
す
る
に
あ
た
り
︑
各
地
で
彼
ら
を
慰
め
て
多
く
の
歌
が
詠
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
︑
そ
う
し
た
同
時
代
の
雰
囲
気
を
共
有
し
な
が
ら
︑
こ
れ
ら
歌
詩
も
作
ら
れ
た
こ
と
に
相
違
な
い
︒
こ
の
秋
︑
李
白
と
杜
甫
は
東
魯
に
て
交
遊
を
重
ね
て
い
た
︒
杜
甫
の
七
言
絶
句
﹁
贈
李
白
﹂
詩
は
︑
前
年
に
贈
ら
れ
た
同
題
の
五
言
古
詩
に
比
べ
て
︑
親
密
さ
を
増
し
た
ふ
た
り
の
関
係
を
物
語
る
よ
う
だ
︒
秋
に
な
り
自
身
を
ふ
り
返
る
に
い
ま
な
お
根
無
し
草
︑
不
老
長
生
の
仙
薬
は
成
ら
ず
か
の
葛
洪
に
恥
じ
い
る
ば
か
り
︒
と
こ
と
ん
飲
ん
で
狂
っ
た
よ
う
に
歌
い
む
だ
に
日
を
過
ご
す
︑
飛
び
揚
が
り
の
さ
ば
る
英
雄
の
よ
う
な
ふ
る
ま
い
は
誰
に
見
せ
よ
う
と
い
う
の
か
︵
﹁
秋
来
相
顧
尚
飄
蓬
︑
未
就
丹
砂
愧
葛
洪
︒
痛
飲
狂
歌
空
度
日
︑
飛
揚
跋
扈
為
誰
雄
﹂
集
巻
9
︶
と
︒
自
身
の
こ
と
を
言
う
の
か
相
手
の
こ
と
か
判
然
と
し
な
い
︒
前
半
は
自
身
︑
後
半
は
相
手
の
よ
う
に
も
見
え
る
︒
あ
る
い
は
全
体
が
李
白
の
姿
に
投
射
さ
れ
た
杜
甫
自
身
の
像
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
︒
ま
た
ふ
た
り
連
れ
だ
っ
て
范
氏
の
隠
居
を
訪
ね
た
際
︑
杜
甫
﹁
与
李
十
二
白
同
尋
范
十
隠
居
﹂
詩
に
は
言
う
︒
李
侯
の
優
れ
た
詩
句
は
往
往
に
し
て
陰
鏗
に
似
る
︒
自
分
も
ま
た
東
蒙
の
旅
人
と
な
り
君
を
兄
弟
の
よ
う
に
慕
っ
て
い
る
︒
酔
う
て
秋
夜
に
一
枚
の
布
団
で
寝
た
り
手
に
手
を
取
っ
て
日
び
出
か
け
た
り
︒
幽
遠
の
境
に
遊
ぶ
こ
と
を
想
い
北
の
城
郭
に
住
ま
う
ひ
と
を
訪
ね
た
︒
門
を
入
る
と
す
ぐ
れ
た
お
も
む
き
で
あ
り
清
清
し
い
小
僧
さ
ん
が
立
っ
て
い
た
︒
⁝
⁝
︵
﹁
李
侯
有
佳
句
︑
往
往
似
陰
鏗
︒
余
亦
東
蒙
客
︑
憐
君
如
弟
兄
︒
酔
眠
秋
共
被
︑
携
手
日
同
行
︒
更
想
幽
期
処
︑
還
尋
北
郭
生
︒
入
門
高
興
発
︑
侍
立
小
童
清
︒
⁝
⁝
﹂
集
巻
9
︶
と
︒
李
白
の
方
は
﹁
尋
魯
城
北
范
居
士
失
道
落
蒼
耳
中
見
范
置
酒
摘
蒼
耳
作
﹂
︑
魯
郡
城
北
の
范
氏
の
居
所
を
た
ず
ね
た
が
道
に
迷
い
蒼
耳
の
叢
中
に
入
り
こ
ん
だ
︑
范
氏
に
酒
を
ふ
る
ま
わ
れ
蒼
耳
の
実
を
つ
ま
ん
で
作
る
︑
と
題
し
て
言
う
︒
ふ
と
思
い
た
っ
て
范
氏
を
訪
ね
た
が
中
途
で
路
を
失
い
︑
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
八
九
蒼
耳
の
棘
に
見
舞
わ
れ
つ
つ
や
っ
と
た
ど
り
つ
い
た
︒
門
を
入
る
と
破
顔
一
笑
︑
主
人
は
わ
が
肘
を
つ
か
ん
で
﹁
君
は
誰
の
た
め
︵
か
よ
う
な
ご
苦
労
を
︶
﹂
︒
酒
飲
み
を
山
菜
と
果
実
で
も
て
な
し
て
く
れ
た
︒
⁝
⁝
︵
﹁
忽
憶
范
野
人
︑
閑
園
養
幽
姿
︒
茫
然
起
逸
興
︑
但
恐
行
来
遅
︒
城
壕
失
往
路
︑
馬
首
迷
荒
陂
︒
不
惜
翠
雲
裘
︑
遂
為
蒼
耳
欺
︒
入
門
且
一
笑
︑
把
臂
君
為
誰
︒
酒
客
愛
秋
蔬
︑
山
盤
薦
霜
梨
︒
他
筵
不
下
筯
︑
此
席
忘
朝
飢
︒
酸
棗
垂
北
郭
︑
寒
瓜
蔓
東
籬
︒
⁝
⁝
﹂
集
巻
17
︶
と
︒
主
人
﹁
君
誰
が
為
な
る
や
﹂
と
は
︑
来
路
の
辛
苦
を
労
う
た
の
に
︑
蒼
耳
の
お
み
や
げ
ま
で
着
け
て
と
戯
れ
を
含
め
た
か
︒
最
前
︑
衣
服
に
付
着
し
て
来
客
を
悩
ま
せ
た
蒼
耳
の
実
が
︑
摘
ま
れ
て
酒
宴
に
供
さ
れ
る
︒
な
い
し
は
酒
宴
で
み
ず
か
ら
衣
服
に
付
い
た
蒼
耳
を
つ
ま
ん
で
酒
の
あ
て
に
し
て
と
い
う
こ
と
か
︒
い
ず
れ
に
し
て
も
﹁
酒
﹂
に
対
し
て
蒼
耳
が
﹁
さ
か
な
﹂
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
︑
こ
の
詩
題
を
理
解
す
る
う
え
で
鍵
と
な
る
︒
王
琦
注
に
蒼
耳
は
﹁
巻
耳
﹂
の
こ
と
と
し
︑
﹃
爾
雅
翼
﹄
を
引
い
て
︑
葉
と
茎
を
お
ひ
た
し
に
し
て
食
べ
る
と
い
う
の
は
︵
﹁
葉
青
白
色
︑
似
胡
荽
︑
白
花
細
茎
︑
可
煮
為
茹
︑
滑
而
少
味
﹂
王
琦
輯
Ò
﹃
李
太
白
文
集
﹄
巻
20
︶
︑
こ
れ
が
調
理
さ
れ
た
﹁
秋
蔬
﹂
の
ひ
と
つ
と
見
た
の
で
あ
ろ
う
が
︑
腑
に
落
ち
な
い
︒
郝
懿
行
﹃
爾
雅
義
疏
﹄
に
︑
蒼
耳
は
実
に
棘
が
あ
り
若
く
柔
ら
か
な
の
を
摘
ん
で
酒
肴
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
︵
﹁
按
︑
今
蒼
耳
︑
葉
青
黄
色
︑
円
鋭
而
渋
︑
⁝
⁝
子
如
蓮
実
而
多
刺
︑
媆
時
亦
堪
摘
以
下
酒
﹂
下
一
・
釈
草
・
巻
耳
苓
耳
︶
︑
と
い
う
の
が
参
考
に
な
る
︒
と
も
あ
れ
︑
范
氏
と
の
交
情
を
主
題
と
し
な
が
ら
︑
そ
こ
に
至
る
前
半
の
記
述
は
︑
杜
甫
が
李
白
へ
の
思
い
を
綴
っ
て
い
た
と
こ
ろ
︑
ち
ょ
う
ど
蒼
耳
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
席
を
譲
る
格
好
と
な
っ
て
い
る
︒
両
者
両
様
の
歌
い
ぶ
り
が
興
味
深
い
︒
ふ
た
り
は
そ
の
秋
の
う
ち
に
魯
郡
城
東
の
石
門
で
別
れ
た
︒
李
白
﹁
魯
郡
東
石
門
送
杜
二
甫
﹂
詩
に
言
う
︒
別
れ
の
酒
に
酔
う
た
日
び
は
数
え
き
れ
ず
宴
の
池
や
高
台
は
遍
く
経
巡
っ
た
︒
ど
う
し
て
こ
の
石
門
の
路
傍
に
ふ
た
た
び
金
の
樽
を
開
け
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
と
言
え
よ
う
︒
⁝
⁝
︵
﹁
酔
別
復
幾
日
︑
登
臨
徧
池
臺
︒
何
言
石
門
路
︑
重
有
金
樽
開
︒
⁝
⁝
﹂
集
巻
14
︶
と
︒
そ
の
と
お
り
相
ま
み
え
る
機
会
は
訪
れ
な
か
っ
た
︒
別
後
︑
李
白
は
重
ね
て
﹁
沙
丘
城
下
寄
杜
甫
﹂
詩
を
寄
せ
贈
り
︑
友
を
思
う
心
情
を
述
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
九
〇
べ
て
い
る
︒
酒
に
も
酔
え
ず
歌
に
も
楽
し
め
ぬ
︵
﹁
⁝
⁝
魯
酒
不
可
酔
︑
斉
歌
空
復
情
︒
思
君
若
汶
水
︑
浩
蕩
寄
南
征
﹂
集
巻
11
︶
と
︒
李
白
が
梁
園
で
岑
徴
君
を
見
送
っ
た
の
は
同
天
宝
四
載
冬
︑
そ
の
ひ
と
が
﹁
高
蹈
不
仕
﹂
挙
か
ら
帰
山
す
る
途
次
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
岑
徴
君
と
は
詹
氏
﹃
繫
年
﹄
に
よ
れ
ば
岑
勛
の
こ
と
︒
こ
れ
よ
り
先
︑
開
元
年
間
末
頃
︑
彼
は
李
白
を
慕
い
来
訪
︑
嵩
山
で
元
丹
丘
と
逢
い
詩
を
寄
せ
て
李
白
を
招
い
た
︵
郁
賢
皓
﹁
李
白
与
元
丹
丘
交
遊
考
﹂
﹃
李
白
叢
考
﹄
106
・
107
頁
︶
︒
﹁
酬
岑
勛
見
尋
就
元
丹
丘
対
酒
相
待
以
詩
見
招
﹂
詩
に
︑
﹁
黄
鶴
東
南
よ
り
来
り
︑
書
を
寄
せ
心
曲
を
写
す
︒
松
に
倚
り
其
の
緘
を
開
け
ば
︑
我
を
憶
い
て
腸
断
続
す
と
︒
千
里
を
遙
か
な
り
と
以おも
わ
ず
︑
駕
に
命
じ
て
来
り
て
相
招
く
︒
中
に
元
丹
丘
に
逢
い
︑
嶺
に
登
り
て
碧
霄
に
宴
す
︒
酒
に
対
し
て
忽
と
し
て
我
を
思
い
︑
長
嘯
し
て
清
飆
に
臨
む
︒
蹇ああ
予われ
未
だ
相
知
ら
ざ
る
と
き
︑
茫
茫
と
し
て
緑
雲
垂
る
︒
俄
然
と
し
て
素
書
及
び
︑
此
の
長
き
渇
飢
を
解
く
︒
馬
に
策
む
ち
う
ち
て
山
月
を
望
み
︑
途
窮
ま
り
て
階
墀
に
造いた
る
︒
茲
の
一
た
び
の
会
面
を
喜
ぶ
こ
と
︑
瓊
樹
の
枝
を
睹
る
若
し
︒
君
を
憶
い
て
我
は
遠
来
す
る
も
︑
我
懽
び
て
方
に
速
か
に
至
る
︒
顔
を
開
き
て
美
酒
を
酌
み
︑
楽
し
み
極
ま
り
て
忽
と
し
て
酔
を
成
す
⁝
⁝
﹂
︵
集
巻
16
︶
と
︒
ふ
た
り
の
友
は
﹃
将
進
酒
﹄
に
﹁
岑
夫
子
︑
丹
丘
生
﹂
︵
集
巻
3
︶
と
併
称
さ
れ
る
間
柄
で
あ
る
︒
こ
の
う
ち
元
丹
丘
に
は
﹁
西
岳
雲
臺
歌
送
丹
丘
子
﹂
が
贈
ら
れ
て
い
た
︒
こ
の
旧
知
で
あ
り
︑
か
つ
隠
逸
の
挙
に
応
じ
た
も
う
ひ
と
り
に
対
し
︑
騒
体
を
用
い
た
歌
行
と
五
言
古
詩
の
作
が
贈
ら
れ
た
︒
前
者
﹁
鳴
皐
歌
送
岑
徴
君
︵
時
梁
園
三
尺
雪
在
清
泠
池
作
︶
﹂
︵
集
巻
7
︶
は
以
下
の
と
お
り
︒
若
有
人
兮
思
鳴
皐
人
有
り
て
鳴
皐
を
思
う
若
し
阻
積
雪
兮
心
煩
労
積
雪
に
阻
ま
れ
て
心
煩
労
す
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
九
一
洪
河
凌
兢
不
可
以
径
度
洪
河
凌
兢
と
し
て
以
て
径
度
す
べ
か
ら
ず
冰
龍
鱗
兮
難
容
舠
冰
龍
鱗
の
ご
と
く
舠ふね
を
容
れ
難
し
邈
仙
山
之
峻
極
兮
邈
た
る
仙
山
の
峻
極
ま
り
聞
天
籟
之
嘈
嘈
天
籟
の
嘈
嘈
た
る
を
聞
く
霜
崖
縞
皓
以
合
沓
兮
霜
崖
縞
皓
と
し
て
以
て
合
沓
し
若
長
風
扇
海
湧
滄
溟
之
波
濤
長
風
海
を
扇
ち
て
滄
溟
の
波
濤
を
湧
か
す
若
し
玄
猿
緑
熊
舔
舕
岌
危
玄
猿
緑
熊
岌
危
に
舔
舕
し
咆
柯
振
石
駭
胆
慄
魄
柯
に
咆
え
石
を
振
わ
し
胆
を
駭
か
し
魄
を
慄
わ
し
群
呼
而
相
号
群
呼
し
て
相
号
ぶ
峰
崢
嶸
以
路
絶
峰
は
崢
嶸
と
し
て
以
て
路
絶
え
挂
星
辰
於
巖
嶅
星
辰
巖
嶅
に
挂
か
る
送
君
之
帰
兮
君
の
帰
る
を
送
り
動
鳴
皐
之
新
作
鳴
皐
の
新
作
を
動
か
す
交
鼓
吹
兮
弾
絲
鼓
吹
に
弾
絲
を
交
え
觴
清
泠
之
池
閣
清
泠
の
池
閣
に
觴
す
君
不
行
兮
何
待
君
行
か
ず
し
て
何
を
か
待
つ
若
反
顧
之
黄
鶴
反
顧
の
黄
鶴
の
若
し
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
九
二
掃
梁
園
之
群
英
梁
園
の
群
英
を
掃
い
振
大
雅
於
東
洛
大
雅
を
東
洛
に
振
る
う
巾
征
軒
兮
歴
阻
折
征
軒
に
巾
し
阻
折
を
歴
尋
幽
居
兮
越
巘
崿
幽
居
を
尋
ね
て
巘
崿
を
越
ゆ
盤
白
石
兮
坐
素
月
白
石
に
盤
わ
だ
か
ま
り
素
月
に
坐
し
琴
松
風
兮
寂
万
壑
松
風
に
琴
し
て
万
壑
寂
た
り
望
不
見
兮
心
氛
氳
望
め
ど
も
見
え
ず
心
は
氛
氳
た
り
蘿
冥
冥
兮
霰
紛
紛
蘿
は
冥
冥
と
し
て
霰
は
紛
紛
た
り
水
横
洞
以
下
淥
水
は
横
洞
と
し
て
以
て
下
に
淥きよ
し
波
小
声
而
上
聞
波
は
小
声
に
し
て
上
に
聞
こ
ゆ
虎
嘯
谷
而
生
風
虎
は
谷
に
嘯
い
て
風
を
生
じ
龍
蔵
谿
而
吐
雲
龍
は
谿
に
蔵
れ
て
雲
を
吐
く
冥
鶴
清
唳
飢
鼯
嚬
呻
冥
鶴
清
唳
し
飢
鼯
嚬
呻
す
塊
独
処
此
幽
黙
兮
塊
と
し
て
此
の
幽
黙
に
独
処
し
愀
空
山
而
愁
人
空
山
に
愀
と
し
て
人
を
愁
え
し
む
鶏
聚
族
以
争
食
鶏
は
族
を
聚
め
以
て
争
い
食
ら
い
鳳
孤
飛
而
無
鄰
鳳
は
孤
飛
し
て
鄰
無
し
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
九
三
蝘
蜓
嘲
龍
魚
目
混
珍
蝘
蜓
は
龍
を
嘲
り
魚
目
は
珍
に
混
じ
る
嫫
母
衣
錦
西
施
負
薪
嫫
母
は
錦
を
衣き
西
施
は
薪
を
負
う
若
使
巣
由
桎
梏
於
軒
冕
兮
若
し
巣
由
を
し
て
軒
冕
に
桎
梏
せ
し
む
れ
ば
亦
奚
異
乎
夔
龍
蹩
躠
於
風
塵
亦
た
奚なん
ぞ
夔
龍
を
風
塵
に
蹩
躠
せ
し
む
る
に
異
な
ら
ん
哭
何
苦
而
救
楚
哭
は
何
を
か
苦
み
て
楚
を
救
う
笑
何
誇
而
却
秦
笑
は
何
を
か
誇
り
て
秦
を
却
け
ん
吾
誠
不
能
学
二
子
沽
名
矯
節
以
耀
世
兮
吾
誠
に
二
子
が
名
を
沽う
り
節
を
矯あ
げ
以
て
世
に
耀
く
を
学
ぶ
能
わ
ず
固
将
棄
天
地
而
遺
身
固
よ
り
将
に
天
地
を
棄
て
身
を
遺わす
れ
ん
と
す
白
鷗
兮
飛
来
白
鷗
飛
来
し
て
長
与
君
兮
相
親
長
に
君
と
相
親
し
ま
ん
あ
る
ひ
と
が
鳴
皐
山
の
こ
と
を
思
う
が
︑
積
雪
に
は
ば
ま
れ
心
は
疲
れ
は
て
て
い
る
︒
大
河
は
凍
り
つ
き
渡
れ
な
い
︑
氷
は
龍
の
鱗
の
よ
う
に
は
り
つ
め
て
小
舟
を
入
れ
る
こ
と
が
難
し
い
︒
は
る
か
な
神
仙
の
山
は
と
て
も
け
わ
し
く
︑
天
の
笛
の
音
が
ざ
わ
ざ
わ
と
聞
こ
え
る
︒
霜
降
る
崖
は
白
絹
の
よ
う
に
重
な
り
あ
い
︑
大
風
が
海
を
あ
お
っ
て
青
海
原
の
大
波
を
湧
か
せ
る
よ
う
︒
黒
い
猿
や
緑
の
熊
が
︑
高
い
山
に
舌
を
出
し
︑
枝
に
ほ
え
岩
を
ゆ
す
ぶ
り
︑
胆
を
驚
か
せ
魂
を
震
え
さ
せ
︑
群
れ
な
し
て
呼
び
咆
哮
し
あ
っ
て
い
る
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
九
四
峰
は
高
く
け
わ
し
く
道
は
絶
え
︑
星
ぼ
し
が
岩
の
峰
に
か
か
る
︒
あ
な
た
が
帰
る
の
を
見
送
っ
て
︑
鳴
皐
山
の
新
作
を
披
露
す
る
︒
笛
太
鼓
に
交
え
て
弦
を
弾
き
︑
清
泠
池
上
の
楼
閣
に
酌
み
か
わ
す
︒
あ
な
た
は
行
か
ず
何
を
待
っ
て
い
る
の
か
︑
振
り
返
る
黄
色
い
鶴
の
よ
う
だ
︒
梁
園
の
英
才
た
ち
を
一
掃
し
て
︑
大
雅
の
よ
う
な
う
た
を
洛
陽
に
振
る
い
お
こ
す
︒
遠
征
の
車
に
帳
を
お
ろ
し
九
十
九
折
り
を
通
り
︑
隠
棲
の
居
を
た
ず
ね
て
け
わ
し
い
崖
を
越
え
て
ゆ
く
︒
白
い
岩
に
腰
降
ろ
し
て
明
月
を
愛
で
︑
風
入
松
の
琴
曲
を
つ
ま
弾
け
ば
谷
は
静
か
に
澄
み
わ
た
る
︒
遠
望
し
て
も
見
え
ず
心
は
乱
れ
︑
女
蘿
は
く
ろ
ぐ
ろ
と
し
霰
は
降
り
し
き
る
︒
水
は
は
て
し
な
く
下
に
清
ら
か
で
︑
波
は
か
す
か
な
音
が
上
ま
で
聞
こ
え
る
︒
虎
は
谷
に
鳴
い
て
風
を
起
こ
し
︑
龍
は
谷
に
隠
れ
て
雲
を
吐
く
︒
高
く
飛
ぶ
鶴
は
清
ら
か
に
鳴
き
︑
飢
え
た
む
さ
さ
び
は
顰
め
面
で
う
め
く
︒
ひ
と
り
こ
の
ひ
っ
そ
り
と
し
た
な
か
に
い
て
︑
空
っ
ぽ
の
山
に
う
な
だ
れ
鬱
ぎ
こ
む
︒
鶏
は
群
れ
集
ま
っ
て
貪
り
食
い
︑
鳳
は
ひ
と
り
飛
ん
で
つ
れ
が
な
い
︒
や
も
り
は
龍
を
あ
ざ
け
り
笑
い
︑
魚
の
目
は
真
珠
に
ま
じ
る
︒
醜
女
は
綺
麗
な
衣
服
を
着
︑
美
人
は
薪
を
背
負
う
︒
巣
父
許
由
を
官
位
爵
禄
に
繫
い
だ
な
ら
︑
賢
臣
夔
龍
を
砂
埃
の
な
か
足
を
引
き
ず
ら
せ
る
の
と
お
な
じ
︒
申
包
胥
は
泣
い
た
が
何
を
苦
し
ん
で
楚
を
救
っ
た
か
︑
魯
仲
連
は
笑
っ
た
が
何
を
誇
り
秦
を
退
け
た
か
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
九
五
わ
た
し
は
ほ
ん
と
う
に
ふ
た
り
が
名
を
売
り
節
を
高
く
し
て
世
に
輝
や
い
た
よ
う
な
ま
ね
は
で
き
な
い
︒
も
と
よ
り
天
地
を
捨
て
去
り
身
を
忘
れ
よ
う
と
す
る
ば
か
り
だ
︒
白
い
鷗
が
飛
ん
で
き
て
︑
ず
っ
と
あ
な
た
と
親
し
く
す
る
だ
ろ
う
︒
李
白
送
別
歌
行
の
特
色
は
︑
詠
物
の
対
象
と
し
て
山
岳
を
題
に
採
る
こ
と
に
あ
る
︒
こ
の
作
法
は
お
そ
ら
く
入
京
以
降
︑
宮
廷
の
詩
人
と
し
て
身
に
つ
け
た
も
の
で
︑
﹁
白
雲
歌
送
劉
十
六
帰
山
﹂
な
ど
は
初
期
の
作
例
で
あ
ろ
う
︒
素
材
を
山
岳
に
換
え
て
︑
よ
り
難
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
な
さ
れ
る
︒
﹁
西
岳
雲
臺
歌
送
丹
丘
子
﹂
で
は
神
話
的
時
間
に
溯
り
︑
い
わ
ば
造
物
者
の
視
点
か
ら
︑
黄
河
の
奔
流
に
磨
成
さ
れ
巨
霊
の
掌
に
砕
か
れ
た
西
岳
雲
臺
峰
の
山
容
が
描
か
れ
た
︒
こ
こ
で
は
﹁
若
有
人
兮
⁝
⁝
﹂
と
﹃
楚
辞
﹄
九
歌
﹁
山
阿
の
人
﹂
に
擬
し
な
が
ら
︑
旅
立
つ
主
人
公
に
見
立
て
た
相
手
を
い
わ
ば
ス
ク
リ
ー
ン
と
し
て
︑
そ
の
脳
裏
に
結
ぶ
︑
行
こ
う
と
し
て
行
き
着
け
な
い
︑
ひ
と
を
拒
む
厳
し
い
鳴
皐
の
山
容
を
映
し
出
す
︒
行
こ
う
と
す
る
わ
た
し
と
︑
そ
れ
を
阻
む
積
雪
結
氷
の
せ
め
ぎ
あ
い
と
し
て
︑
力
の
具
象
化
が
試
み
ら
れ
る
︒
さ
ら
に
行
動
が
封
じ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
心
の
煩
悶
︒
こ
う
し
た
力
動
的
映
像
が
一
座
の
ひ
と
び
と
に
提
供
さ
れ
る
︒
遙
か
な
る
仙
山
に
響
く
天
籟
︑
真
っ
白
な
峰
に
吹
き
荒
れ
る
風
︒
黒
い
猿
や
緑
の
熊
が
舌
を
出
し
咆
哮
す
る
︑
そ
の
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
さ
な
ど
も
併
せ
て
︒
こ
れ
を
枕
と
し
て
︑
鳴
皐
山
を
歌
う
新
作
を
披
露
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ
︑
管
弦
の
奏
楽
と
飲
酒
︑
別
れ
の
詩
の
応
酬
な
ど
︑
い
ま
清
泠
の
池
閣
で
催
さ
れ
る
宴
会
の
さ
ま
が
同
時
進
行
で
綴
ら
れ
て
ゆ
く
︒
さ
ら
に
こ
の
時
間
を
追
い
越
し
て
︑
相
手
が
険
し
い
道
の
り
を
経
て
山
居
に
た
ど
り
着
く
さ
ま
︑
幽
玄
の
境
涯
に
佇
む
さ
ま
へ
と
続
く
︒
こ
う
し
て
あ
ら
か
じ
め
の
旅
が
一
座
に
共
有
さ
れ
る
︒
﹁
離
騒
﹂
の
趣
旨
を
換
骨
奪
胎
し
た
と
も
言
え
よ
う
︒
最
後
に
筆
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
述
べ
ら
れ
る
︒
高
潔
な
志
あ
る
者
が
不
遇
︑
卑
小
な
者
が
高
位
に
立
つ
こ
の
現
実
︒
世
の
中
さ
か
し
ま
だ
︒
申
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
九
六
包
胥
や
魯
仲
連
の
よ
う
に
活
躍
し
た
い
け
れ
ど
︑
で
き
な
い
以
上
は
天
地
を
棄
て
て
身
を
忘
れ
去
る
の
み
︒
白
い
鷗
と
と
も
に
︒
﹁
虎
・
龍
﹂
﹁
鶴
・
鼯
﹂
な
ど
動
物
の
比
喩
は
︑
冒
頭
に
登
場
す
る
﹁
玄
猿
・
緑
熊
﹂
か
ら
導
か
れ
る
が
︑
そ
の
獣
性
は
﹁
鶏
・
鳳
﹂
﹁
蝘
蜓
・
龍
﹂
へ
と
遷
る
に
し
た
が
っ
て
失
せ
︑
わ
か
り
や
す
い
ア
レ
ゴ
リ
ー
へ
と
変
質
し
て
い
る
︒
李
白
の
送
別
歌
行
が
︑
長
安
の
体
験
を
経
て
︑
詠
物
手
法
の
技
術
面
の
み
な
ら
ず
︑
相
手
の
境
遇
に
重
ね
て
自
身
の
心
境
を
吐
露
す
る
言
志
の
器
と
し
て
の
側
面
に
お
い
て
も
︑
お
お
き
く
変
貌
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
︒
梁
園
は
漢
代
︑
梁
の
孝
王
の
も
と
に
枚
乗
や
司
馬
相
如
ら
が
集
っ
た
古
の
遊
園
︒
故
址
は
宋
州
宋
城
県
の
郊
外
に
あ
り
︑
李
白
は
こ
れ
よ
り
以
前
︑
最
初
に
長
安
を
訪
れ
た
後
に
も
立
ち
寄
っ
て
﹁
梁
園
吟
﹂
を
作
っ
た
︒
そ
の
と
き
は
﹁
平
頭
の
奴
子
大
扇
を
揺うご
か
し
︑
五
月
も
熱
か
ら
ず
清
秋
か
と
疑
う
﹂
︵
集
巻
7
︶
と
盛
夏
で
あ
っ
た
が
︑
こ
の
た
び
は
冬
の
景
色
︑
三
尺
の
大
雪
が
降
り
積
も
っ
て
い
た
︒
厳
冬
の
鳴
皐
山
容
は
︑
こ
の
梁
園
の
風
景
よ
り
導
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒
親
友
の
帰
山
に
あ
た
り
か
ね
て
よ
り
構
想
し
て
い
た
大
作
を
披
露
し
た
か
と
も
思
わ
れ
る
が
︑
そ
の
場
の
即
興
に
か
か
る
部
分
も
お
お
き
い
で
あ
ろ
う
︒
同
年
冬
︑
李
白
が
梁
園
に
い
た
こ
と
は
︑
虞
城
県
令
の
李
錫
に
献
じ
た
﹁
対
雪
献
従
兄
虞
城
宰
﹂
詩
に
﹁
昨
夜
梁
園
の
雪
︑
弟
寒こご
え
て
兄
知
ら
ず
﹂
︵
集
巻
9
︶
と
言
う
の
に
よ
っ
て
も
傍
証
さ
れ
る
︒
李
錫
は
天
宝
四
載
か
ら
四
年
間
︑
虞
城
県
令
の
任
に
あ
っ
た
︵
﹁
虞
城
県
令
李
公
去
思
頌
碑
︵
幷
序
︶
﹂
﹁
天
宝
四
載
︑
拝
虞
城
令
︒
⁝
⁝
陽
無
驕
愆
︑
四
載
有
年
﹂
集
巻
30
︶
︒
前
年
冬
︑
李
白
は
斉
州
で
道
籙
を
受
け
︑
次
年
冬
に
は
す
で
に
江
東
へ
と
旅
立
っ
て
い
る
︒
両
作
に
言
及
さ
れ
る
梁
園
の
雪
は
こ
の
冬
の
も
の
と
ほ
ぼ
断
定
し
て
よ
い
︒
後
者
﹁
送
岑
徴
君
帰
鳴
皋
山
﹂
詩
︵
集
巻
15
︶
は
以
下
の
と
お
り
︒
岑
公
相
門
子
雅
望
帰
安
石
岑
公
は
相
門
の
子
雅
望
安
石
に
帰
す
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
九
七
奕
世
皆
夔
龍
中
台
竟
三
拆
奕
世
皆
夔
龍
中
台
竟
に
三
拆
す
至
人
達
機
兆
高
揖
九
州
伯
至
人
は
機
兆
に
達
し
高
く
九
州
の
伯
を
揖
す
奈
何
天
地
間
而
作
隠
淪
客
奈
何
ぞ
天
地
の
間
而
わ
ち
隠
淪
の
客
と
作
る
貴
道
皆
全
真
潜
輝
臥
幽
鄰
道
を
貴
び
て
皆
真
を
全
う
し
輝
を
潜
め
て
幽
鄰
に
臥
す
探
元
入
窅
黙
観
化
遊
無
垠
元
を
探
り
て
窅
黙
に
入
り
化
を
観
て
無
垠
に
遊
ぶ
光
武
有
天
下
厳
陵
為
故
人
光
武
天
下
有
り
厳
陵
故
人
為
り
雖
登
洛
陽
殿
不
屈
巣
由
身
洛
陽
の
殿
に
登
る
と
雖
も
巣
由
の
身
を
屈
せ
ず
余
亦
謝
明
主
今
称
偃
蹇
臣
余
も
亦
た
明
主
を
謝
し
今
は
偃
蹇
の
臣
と
称
す
登
高
覽
万
古
思
与
広
成
鄰
高
き
に
登
り
万
古
を
覽
思
い
は
広
成
と
鄰
す
踏
海
寧
受
賞
還
山
非
問
津
海
を
踏
む
と
も
寧
ぞ
賞
を
受
け
ん
や
還
山
は
津
を
問
う
に
は
非
ず
西
来
一
揺
扇
共
払
元
規
塵
西
来
一
た
び
扇
を
揺
か
し
共
に
元
規
の
塵
を
払
わ
ん
岑
公
は
宰
相
の
家
柄
の
お
ひ
と
︑
名
声
は
謝
安
の
よ
う
だ
と
い
う
評
判
に
落
ち
着
く
︒
累
代
み
な
賢
臣
夔
龍
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
︑
中
台
の
星
が
裂
け
て
と
う
と
う
三
た
び
失
脚
し
た
︒
至
道
の
ひ
と
は
事
の
機
先
を
察
知
し
て
︑
九
州
の
長
に
就
け
よ
う
と
の
申
し
出
を
辞
退
す
る
︒
な
ん
と
ま
あ
天
と
地
の
あ
い
だ
に
︑
か
え
っ
て
隠
れ
潜
む
者
と
な
っ
て
い
る
と
は
︒
道
を
尊
ぶ
者
は
み
な
本
性
の
ま
こ
と
を
全
う
し
て
︑
輝
き
を
ひ
そ
め
静
か
な
と
こ
ろ
に
身
を
横
た
え
る
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
九
八
根
元
を
さ
ぐ
り
ほ
の
暗
い
と
こ
ろ
に
は
い
り
︑
物
化
の
理
を
見
て
と
っ
て
涯
な
き
境
地
に
あ
そ
ぶ
︒
後
漢
の
光
武
帝
が
天
子
と
な
っ
た
と
き
︑
厳
子
陵
は
旧
知
の
仲
で
あ
っ
た
︒
洛
陽
の
宮
殿
に
登
朝
し
た
と
き
も
︑
隠
者
の
矜
持
を
も
ち
身
を
屈
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
わ
た
し
も
ま
た
明
皇
帝
の
も
と
を
辞
去
し
て
︑
い
ま
は
傲
り
高
ぶ
っ
た
臣
下
と
称
し
て
い
る
︒
高
き
に
登
り
万
古
の
歴
史
を
通
覧
し
て
︑
思
い
は
至
道
の
広
成
子
と
隣
り
あ
う
︒
海
に
飛
び
こ
ん
だ
と
し
て
も
褒
美
な
ど
受
け
な
い
︑
山
に
還
る
こ
と
は
渡
し
場
を
尋
ね
る
の
と
異
な
る
︒
西
風
が
吹
い
て
き
た
ら
扇
子
を
ひ
と
あ
お
ぎ
し
て
︑
と
も
に
庾
元
規
の
起
こ
し
た
塵
を
払
お
う
︒
送
別
の
歌
行
が
︑
旅
立
つ
ひ
と
の
心
境
や
佇
ま
い
︑
宴
の
あ
り
さ
ま
を
映
像
と
し
て
提
示
す
る
の
に
対
し
︑
五
言
古
詩
の
方
は
︑
そ
の
ひ
と
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
道
の
修
養
︑
至
っ
た
境
地
な
ど
デ
ィ
テ
ー
ル
の
叙
述
に
傾
く
︒
岑
氏
の
家
柄
は
歴
代
宰
相
を
出
す
ほ
ど
だ
っ
た
が
︑
没
落
し
て
い
ま
君
は
隠
淪
の
客
と
な
っ
て
い
る
︒
だ
が
道
の
深
奥
に
達
し
涯
な
き
境
地
に
心
を
遊
ば
せ
て
︑
世
俗
の
価
値
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
︒
自
分
も
明
主
の
も
と
を
辞
去
し
思
い
を
至
道
の
ひ
と
に
通
わ
せ
て
い
る
︒
西
風
が
運
ぶ
貴
権
の
者
の
塵
を
と
も
に
払
お
う
︒
高
適
が
沈
千
運
を
評
し
た
五
言
古
詩
に
﹁
沈
侯
未
可
測
﹂
と
は
﹃
道
徳
経
﹄
の
﹁
古
之
善
為
士
者
︑
微
妙
玄
通
︑
深
不
可
識
﹂
︵
﹃
唐
玄
宗
御
Ò
道
徳
真
経
﹄
第
十
五
章
︶
を
想
起
さ
せ
る
︒
い
ま
李
白
が
岑
徴
君
を
評
す
る
こ
と
ば
は
︑
道
の
体
験
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
い
︒
﹁
探
元
入
窅
黙
﹂
と
は
﹃
道
徳
経
﹄
の
﹁
道
之
為
物
︑
唯
恍
唯
惚
︒
惚
兮
恍
︑
其
中
有
象
︒
恍
兮
惚
︑
其
中
有
物
︒
杳
兮
冥
︑
其
中
有
精
︑
其
精
甚
真
︑
其
中
有
信
﹂
︵
第
二
十
一
章
︶
及
び
﹃
荘
子
﹄
の
﹁
広
成
子
⁝
⁝
曰
︑
⁝
⁝
至
道
之
精
︑
窈
窈
冥
冥
︒
至
道
之
極
︑
昏
昏
黙
黙
﹂
︵
﹃
南
華
真
経
注
疏
﹄
巻
4
外
篇
在
宥
第
十
一
︶
を
想
起
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
︒
﹁
高
道
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
九
九
︵
不
仕
︶
﹂
﹁
高
蹈
不
仕
﹂
両
科
は
﹃
道
徳
経
﹄
に
言
う
﹁
道
﹂
の
体
現
者
を
対
象
と
し
た
挙
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
自
身
は
前
者
に
よ
り
し
ば
ら
く
奉
職
︑
相
手
は
後
者
に
下
第
し
た
︒
そ
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
︑
と
も
に
宮
廷
を
辞
去
す
る
こ
と
と
な
っ
た
遣
る
方
の
な
い
思
い
が
︑
い
ま
隠
逸
挙
人
を
経
験
し
た
後
輩
に
対
し
た
と
き
に
漏
ら
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
よ
う
に
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒
岑
氏
の
家
系
に
つ
い
て
︑
李
詩
に
言
う
と
こ
ろ
は
︑
岑
参
﹁
感
旧
賦
﹂
序
﹁
吾
門
は
三
相
な
り
︒
江
陵
公
は
中
書
令
と
為
り
太
宗
を
輔
け
︑
鄧
国
公
は
文
昌
の
右
相
と
為
り
高
宗
を
輔
け
︑
汝
南
公
は
侍
中
と
為
り
睿
宗
を
輔
く
︒
⁝
⁝
武
后
朝
に
臨
む
に
逮
び
︑
鄧
国
公
是
に
由
り
罪
を
得
︑
先
天
中
︑
汝
南
公
又
た
罪
を
得
て
︑
朱
輪
翠
轂
は
夢
中
の
如
し
﹂
︵
﹃
文
苑
英
華
﹄
巻
91
︑
﹃
全
唐
文
﹄
巻
358
︶
と
符
合
す
る
︒
岑
勛
も
こ
れ
ら
の
末
裔
に
連
な
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
李
白
の
家
系
も
︑
隴
西
李
氏
の
末
裔
だ
が
﹁
中
葉
に
罪
に
非
ず
し
て
条
支
に
謫
居
し
︑
⁝
⁝
神
龍
の
始
め
︑
蜀
に
逃
帰
﹂
︵
﹁
草
堂
集
序
﹂
集
巻
1
︶
し
た
︑
と
称
す
る
︒
い
わ
ば
ふ
た
り
は
似
た
者
同
士
︒
こ
の
こ
と
が
︑
い
ま
岑
勛
応
試
の
不
首
尾
に
触
れ
て
︑
憤
懣
が
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
吐
瀉
さ
れ
る
背
景
を
な
し
て
い
よ
う
︒
夢
遊
天
姥
吟
李
白
が
江
東
へ
と
向
け
て
東
魯
を
発
つ
の
は
︑
次
年
天
宝
五
載
の
秋
︒
そ
れ
ま
で
の
動
向
に
つ
い
て
﹁
魯
郡
堯
祠
竇
明
府
薄
華
還
西
京
︵
時
久
病
初
起
作
︶
﹂
詩
は
︑
李
白
が
し
ば
ら
く
病
の
床
に
あ
っ
た
と
い
う
重
要
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
︒
原
注
に
﹁
時
に
久
し
く
病
み
初
め
て
起
ち
て
作
る
﹂
︑
本
文
冒
頭
に
﹁
朝
に
犂
眉
の
騧
に
策
う
ち
︑
鞭
を
挙
ぐ
る
に
力
堪
え
ず
︒
強
い
て
愁
疾
を
扶
け
て
何
処
に
向
か
わ
ん
︑
角
巾
微
服
堯
祠
の
南
﹂
︵
集
巻
14
︶
な
ど
の
言
い
方
か
ら
︑
相
応
の
大
病
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
︒
病
が
癒
え
た
の
は
﹁
昨
夜
秋
声
閶
闔
よ
り
来
り
︑
同
庭
木
落
騒
人
哀
し
む
﹂
と
︑
秋
に
な
っ
て
︒
詩
の
終
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
〇
〇
わ
り
に
は
﹁
爾
は
西
秦
に
向
か
い
我
は
東
越
に
︑
暫
く
瀛
洲
に
向
か
い
て
金
闕
を
訪
わ
ん
﹂
と
旅
立
ち
の
意
志
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
は
賀
知
章
が
老
い
を
理
由
に
辞
職
を
願
い
出
た
際
︑
病
に
よ
る
神
秘
体
験
が
直
接
の
引
き
金
と
な
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
︒
﹁
知
足
帰
老
﹂
を
前
面
に
出
し
た
公
的
な
餞
送
と
は
別
に
︑
盧
象
の
歌
行
が
事
柄
の
詳
細
を
述
べ
て
い
た
︵
﹁
古
歌
辞
送
賀
秘
監
帰
会
稽
幷
序
﹂
﹁
寝
疾
累
日
︑
冥
然
如
夢
︒
⁝
⁝
去
年
寝
疾
彌
数
旬
︑
神
鬼
盈
庭
謀
一
老
﹂
︶
︒
そ
の
淵
源
を
た
ど
れ
ば
陶
弘
景
に
行
き
着
く
︵
賈
嵩
﹃
華
陽
陶
隠
居
内
伝
﹄
巻
上
﹁
恍
然
若
有
所
適
︑
無
所
覚
知
者
︒
七
日
乃
豁
然
自
差
云
︑
覩
見
甚
異
﹂
︶
︒
賀
知
章
が
帰
郷
し
て
道
士
と
な
っ
た
よ
う
に
︑
李
白
も
斉
州
で
道
籙
を
得
た
︒
い
ま
お
な
じ
よ
う
に
病
と
い
う
条
件
が
そ
ろ
っ
た
︒
李
白
が
江
東
へ
と
向
け
て
旅
立
つ
際
︑
東
魯
の
諸
公
に
留
別
し
た
作
が
﹁
夢
遊
天
姥
吟
留
別
︵
一
作
別
東
魯
諸
公
︶
﹂
︵
集
巻
13
︶
︒
そ
こ
に
病
の
こ
と
が
言
及
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
︒
し
か
し
作
中
の
記
事
は
︑
そ
れ
に
類
似
し
た
︑
夢
中
の
体
験
に
も
と
づ
く
こ
と
を
思
わ
せ
る
︒
海
客
談
瀛
洲
海
客
瀛
洲
を
談かた
る
煙
濤
微
茫
信
難
求
煙
濤
微
茫
信
に
求
め
難
し
と
越
人
語
天
姥
越
人
天
姥
を
語
る
雲
霓
明
滅
或
可
睹
雲
霓
明
滅
或
は
睹
る
べ
し
と
天
姥
連
天
向
天
横
天
姥
天
に
連
な
り
天
に
向
か
い
て
横
た
わ
る
勢
抜
五
岳
掩
赤
城
勢
五
岳
を
抜
き
赤
城
を
掩
う
天
台
四
万
八
千
丈
天
台
四
万
八
千
丈
対
此
欲
倒
東
南
傾
此
に
対
し
て
倒
れ
て
東
南
に
傾
か
ん
と
欲
す
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
〇
一
我
欲
因
之
夢
呉
越
我
之
に
因
り
て
呉
越
を
夢
み
ん
と
欲
し
一
夜
飛
度
鏡
湖
月
一
夜
飛
ん
で
度
る
鏡
湖
の
月
湖
月
照
我
影
湖
月
我
が
影
を
照
ら
し
送
我
至
剡
谿
我
を
送
り
て
剡
谿
に
至
る
謝
公
宿
処
今
尚
在
謝
公
の
宿
処
今
尚
お
在
り
淥
水
蕩
漾
清
猿
啼
淥
水
蕩
漾
清
猿
啼
く
脚
著
謝
公
屐
脚
に
謝
公
の
屐
を
著
け
身
登
青
雲
梯
身
は
青
雲
の
梯
を
登
る
半
壁
見
海
日
半
壁
に
海
日
を
見
空
中
聞
天
鶏
空
中
に
天
鶏
を
聞
く
千
巖
万
転
路
不
定
千
巖
万
転
路
定
ま
ら
ず
迷
花
倚
石
忽
已
暝
花
に
迷
い
石
に
倚
り
忽
と
し
て
已
に
暝く
る
熊
咆
龍
吟
殷
巖
泉
熊
咆
え
龍
吟
じ
巖
泉
を
殷ふる
わ
す
慄
深
林
兮
驚
層
顚
深
林
を
慄ふる
わ
し
層
顚
を
驚
か
す
雲
青
青
兮
欲
雨
雲
青
青
と
し
て
雨
ふ
ら
ん
と
欲
し
水
澹
澹
兮
生
煙
水
澹
澹
と
し
て
煙
を
生
ず
列
缺
霹
靂
丘
巒
崩
摧
列
缺
霹
靂
丘
巒
崩
摧
す
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
〇
二
洞
天
石
扇
訇
然
中
開
洞
天
の
石
扇
訇
然
と
し
て
中
開
す
青
冥
浩
蕩
不
見
底
青
冥
浩
蕩
と
し
て
底
を
見
ず
日
月
照
耀
金
銀
臺
日
月
金
銀
臺
を
照
耀
す
霓
為
衣
兮
鳳
為
馬
霓
を
衣
と
為
し
鳳
を
馬
と
為
し
雲
之
君
兮
紛
紛
而
来
下
雲
の
君
紛
紛
と
し
て
来
下
す
虎
鼓
瑟
兮
鸞
回
車
虎
は
瑟
を
鼓
し
鸞
は
車
を
回
ら
し
仙
之
人
兮
列
如
麻
仙
の
人
列
す
る
こ
と
麻
の
如
し
忽
魂
悸
以
魄
動
忽
と
し
て
魂
悸
し
以
て
魄
動
す
怳
驚
起
而
長
嗟
怳
と
し
て
驚
起
し
て
長
嗟
す
惟
覚
時
之
枕
席
惟
だ
覚
め
し
時
の
枕
席
あ
る
の
み
失
向
来
之
煙
霞
向
来
の
煙
霞
を
失
う
世
間
行
楽
亦
如
此
世
間
の
行
楽
亦
た
此
の
如
し
古
来
万
事
東
流
水
古
来
万
事
東
流
の
水
別
君
去
兮
何
時
還
君
と
別
れ
去
き
何
の
時
か
還
ら
ん
且
放
白
鹿
青
崖
間
且
ら
く
白
鹿
を
青
崖
の
間
に
放
ち
須
行
即
騎
訪
名
山
須
ら
く
行
く
べ
く
ん
ば
即
ち
騎
り
て
名
山
を
訪
わ
ん
安
能
摧
眉
折
腰
事
権
貴
安
ん
ぞ
能
く
眉
を
摧
き
腰
を
折
り
て
権
貴
に
事
え
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
〇
三
使
我
不
得
開
心
顔
我
を
し
て
心
顔
を
開
く
を
得
ざ
ら
し
め
ん
船
乗
り
は
瀛
洲
に
つ
い
て
話
す
︑
け
む
る
波
濤
が
ぼ
う
っ
と
し
て
ま
こ
と
に
探
し
求
め
が
た
い
と
︒
越
人
は
天
姥
山
に
つ
い
て
語
る
︑
雲
や
虹
が
ひ
ら
め
き
あ
る
い
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ぬ
と
︒
天
姥
山
は
天
へ
と
連
な
り
天
に
向
か
っ
て
横
た
わ
り
︑
勢
い
は
五
岳
を
抜
い
て
赤
城
山
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
︒
天
台
山
は
四
万
八
千
丈
の
高
さ
だ
が
︑
こ
れ
に
向
か
い
あ
う
と
圧
倒
さ
れ
て
東
南
に
傾
か
ん
ば
か
り
︒
わ
た
し
は
こ
れ
に
よ
り
呉
越
の
地
を
夢
に
見
た
い
と
思
い
︑
あ
る
夜
︑
月
の
照
る
鏡
湖
を
飛
ん
で
渡
っ
た
︒
湖
の
月
は
わ
た
し
の
影
を
照
ら
し
︑
わ
た
し
を
剡
谿
へ
と
送
り
と
ど
け
て
く
れ
た
︒
謝
公
霊
運
の
住
ま
い
が
い
ま
な
お
そ
こ
に
あ
り
︑
澄
ん
だ
水
が
た
だ
よ
い
猿
が
清
ら
か
に
啼
い
て
い
る
︒
脚
に
謝
公
考
案
の
下
駄
を
は
き
︑
身
体
は
雲
の
き
ざ
は
し
を
登
っ
て
ゆ
く
︒
絶
壁
の
な
か
ば
で
海
か
ら
登
る
太
陽
が
見
え
︑
空
中
に
天
の
鶏
の
声
が
聞
こ
え
た
︒
岩
が
ご
ろ
ご
ろ
と
し
て
路
は
さ
だ
ま
ら
ず
︑
花
に
迷
い
石
に
も
た
れ
あ
っ
と
い
う
ま
に
暗
く
な
っ
た
︒
熊
が
吼
え
龍
が
呻
い
て
石
清
水
に
響
き
わ
た
り
︑
深
い
林
を
震
わ
せ
何
層
に
も
重
な
る
頂
を
驚
か
せ
る
︒
雲
は
く
ろ
ぐ
ろ
と
し
て
雨
が
降
り
そ
う
で
︑
水
は
し
ず
か
に
湛
え
て
水
煙
が
た
ち
こ
め
る
︒
走
る
稲
妻
に
轟
く
雷
鳴
︑
小
山
が
崩
れ
さ
る
︒
洞
天
の
岩
戸
は
︑
轟
音
と
と
も
に
ぽ
っ
か
り
と
開
く
︒
あ
お
暗
く
ひ
ろ
び
ろ
と
し
て
底
が
見
え
ず
︑
日
と
月
が
金
銀
の
う
て
な
を
照
り
輝
か
せ
て
い
る
︒
虹
を
ま
と
い
鳳
凰
に
ま
た
が
り
︑
雲
の
君
が
夥
し
い
数
を
な
し
て
降
り
て
く
る
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
〇
四
虎
が
瑟
を
弾
き
鸞
が
車
を
走
ら
せ
︑
神
仙
の
人
が
ご
た
ご
た
と
列
を
な
し
て
い
る
︒
咄
嗟
の
こ
と
で
魂
が
震
え
︑
あ
っ
と
驚
い
て
ふ
う
っ
と
た
め
息
を
つ
く
︒
た
だ
目
覚
め
の
寝
床
が
あ
る
ば
か
り
︑
い
ま
し
が
た
の
け
む
り
は
失
せ
て
い
た
︒
世
の
行
楽
も
ま
た
こ
の
よ
う
な
も
の
︑
古
よ
り
こ
の
か
た
す
べ
て
は
東
に
流
れ
ゆ
く
水
の
よ
う
︒
君
と
別
れ
て
行
っ
た
な
ら
還
る
の
は
い
つ
に
な
る
か
︒
し
ば
ら
く
白
い
鹿
を
青
い
崖
の
あ
た
り
に
放
ち
︑
行
く
と
な
れ
ば
こ
れ
に
ま
た
が
っ
て
名
山
を
訪
ね
る
こ
と
と
し
よ
う
︒
ど
う
し
て
し
お
た
れ
て
腰
を
折
り
権
貴
の
ひ
と
に
仕
え
て
︑
顔
を
曇
ら
せ
た
ま
ま
に
し
て
お
れ
よ
う
︒
力
の
具
象
化
に
よ
る
山
岳
の
描
写
は
こ
こ
で
は
さ
ら
に
徹
底
さ
れ
︑
天
へ
と
垂
直
に
向
か
う
山
勢
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
︒
そ
れ
は
五
岳
を
は
る
か
に
抜
き
去
り
︑
隣
接
す
る
赤
城
山
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
︒
四
万
八
千
丈
の
天
台
山
も
こ
の
勢
い
に
圧
さ
れ
て
東
南
に
傾
く
と
い
う
︒
旅
立
つ
ひ
と
の
脳
裏
に
鳴
皐
山
容
を
映
し
た
工
夫
を
承
け
て
︑
こ
こ
で
は
さ
ら
に
仙
島
を
語
る
船
乗
り
を
枕
に
︑
越
人
の
語
り
に
導
か
れ
て
︑
雲
と
虹
に
包
ま
れ
捉
え
が
た
い
天
姥
山
が
︑
力
動
的
形
姿
を
顕
わ
に
す
る
︒
伝
聞
に
興
を
発
し
実
際
の
見
聞
へ
と
赴
く
︑
そ
の
際
に
夢
魂
が
先
導
す
る
と
い
う
か
た
ち
は
︑
胡
紫
陽
の
飧
霞
楼
に
元
演
を
見
送
っ
た
﹁
冬
夜
於
随
州
紫
陽
先
生
飧
霞
楼
送
烟
子
元
演
隠
仙
城
山
序
﹂
に
も
見
え
て
い
た
︒
﹁
白
乃
ち
語
り
て
形
勝
に
及
べ
ば
︑
紫
陽
因
り
て
大
い
に
仙
城
を
誇
る
︒
元
侯
之
を
聞
き
︑
興
に
乗
じ
て
将
に
往
か
ん
と
す
︒
⁝
⁝
夢
魂
暁
に
飛
び
︑
淥
水
を
度
り
以
て
先
ず
去
く
﹂
︵
集
巻
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︶
︒
あ
こ
が
れ
︑
捉
え
る
べ
く
も
な
い
︑
求
む
べ
く
も
な
い
も
の
の
追
求
︒
李
白
送
別
留
別
歌
詩
の
発
想
の
要
点
が
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
〇
五
圧
倒
的
な
天
姥
の
姿
に
触
発
さ
れ
︑
こ
こ
で
は
送
別
か
ら
留
別
へ
設
定
の
変
更
に
と
も
な
い
作
中
に
登
場
し
た
自
身
に
よ
っ
て
夢
中
の
接
近
が
試
み
ら
れ
る
︒
月
の
照
る
鏡
湖
上
空
の
飛
行
︒
謝
霊
運
の
住
居
跡
へ
と
︒
時
間
の
旅
︒
登
山
の
開
始
︒
道
に
迷
い
日
が
暮
れ
る
︒
異
次
元
の
時
空
︒
熊
や
龍
の
咆
哮
︑
風
雨
の
気
配
︒
稲
光
に
雷
鳴
︑
峰
の
崩
壊
︒
洞
天
の
岩
戸
が
開
く
と
︑
な
か
は
ひ
ろ
び
ろ
と
別
世
界
︒
日
と
月
に
金
銀
の
高
台
が
照
り
映
え
る
︒
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
神
仙
と
の
遭
遇
︒
鳳
に
乗
り
鸞
に
牽
か
れ
︑
お
び
た
だ
し
い
数
の
下
降
来
臨
︒
そ
こ
で
目
が
覚
め
る
︒
情
景
は
生
き
生
き
と
し
て
精
彩
に
と
み
︑
読
む
者
を
引
き
こ
む
︒
実
際
に
見
た
夢
を
写
し
た
か
と
思
わ
せ
る
の
は
︑
夢
が
も
つ
予
測
不
能
の
展
開
を
作
中
に
実
現
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
︒
そ
の
功
は
こ
れ
を
物
語
る
主
体
と
し
て
の
詩
人
本
人
に
帰
す
︒
そ
れ
と
同
時
に
︑
異
次
元
の
時
空
へ
と
迷
い
こ
ん
で
ゆ
く
筋
書
き
は
︑
流
れ
を
﹁
離
騒
﹂
に
汲
み
な
が
ら
︑
よ
り
近
接
す
る
ジ
ャ
ン
ル
の
存
在
を
思
わ
せ
る
︒
た
と
え
ば
王
延
齢
﹁
夢
游
仙
庭
賦
﹂
︵
﹃
文
苑
英
華
﹄
巻
95
︑
﹃
全
唐
文
﹄
巻
402
︶
の
よ
う
な
作
が
遺
る
︒
葛
稚
川
見
素
抱
樸
傲
世
忘
栄
葛
稚
川
素
を
見
わ
し
樸
を
抱
き
世
に
傲
り
て
栄
を
忘
れ
循
潔
白
之
道
吸
元
和
之
精
潔
白
の
道
に
循
い
元
和
の
精
を
吸
い
泊
乎
意
眹
飄
然
体
清
泊
乎
と
し
て
意
眹
あ
ら
わ
れ
飄
然
と
し
て
体
清
し
於
時
秋
風
蕭
蕭
秋
夕
凜
凜
時
に
秋
風
蕭
蕭
と
し
て
秋
夕
凜
凜
た
り
野
猿
垂
幕
山
童
薦
枕
野
猿
幕
を
垂
れ
山
童
枕
を
薦
む
須
臾
之
間
乃
安
斯
寝
須
臾
の
間
乃
ち
安
ら
ぎ
て
斯
に
寝
ぬ
神
倏
爾
而
逾
邁
眇
不
知
其
所
届
神
は
倏
爾
と
し
て
逾
邁
し
眇
と
し
て
其
の
届いた
る
所
を
知
ら
ず
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
〇
六
紛
溶
溶
而
上
馳
将
若
游
乎
天
外
紛
溶
溶
と
し
て
上
馳
し
将
に
天
外
に
游
ぶ
若
か
ら
ん
と
す
駕
白
鹿
驂
斑
麟
白
鹿
に
駕
し
斑
麟
を
驂
と
し
飛
翠
蓋
騰
紅
輪
翠
蓋
を
飛
ば
し
紅
輪
を
騰
ぐ
横
絶
南
斗
超
淩
北
垠
南
斗
を
横
絶
し
北
垠
を
超
淩
し
出
崑
墟
以
騁
志
過
滄
溟
而
問
津
崑
墟
を
出
で
て
以
て
志
を
騁
せ
滄
溟
に
過
り
て
津
を
問
う
呵
風
伯
叱
雷
父
風
伯
を
呵
し
雷
父
を
叱
し
披
天
門
謁
天
宇
天
門
を
披
き
天
宇
に
謁
す
太
一
之
居
兮
金
碧
堂
太
一
の
居いま
す
金
碧
の
堂
洞
鬱
密
兮
不
見
陽
洞
鬱
密
と
し
て
陽
を
見
ず
蕊
珠
履
地
雲
屛
帀
廊
蕊
珠
地
に
履
み
雲
屛
廊
の
ご
と
く
帀
り
色
剡
剡
其
揚
彩
爛
煜
煜
以
成
章
色
剡
剡
と
し
て
其
れ
彩
を
揚
げ
爛
煜
煜
と
し
て
以
て
章
を
成
す
旖
旎
旌
節
襂
襹
羽
裳
旌
節
旖
旎
た
り
羽
裳
襂
襹
た
り
蒼
龍
吹
篪
丹
鳳
為
舞
蒼
龍
篪
を
吹
き
丹
鳳
為
に
舞
い
洞
轇
輵
乎
東
廂
此
其
大
較
也
洞
轇
輵
た
る
東
廂
に
あ
り
此
れ
其
の
大
較
な
り
若
乃
群
仙
之
所
盤
薄
乃
ち
群
仙
の
盤
薄
す
る
所
珠
庭
之
所
雘
濩
珠
庭
の
雘
濩
す
る
所
曼
以
玉
堂
映
以
朱
閣
玉
堂
に
曼
は
び
こ
り
朱
閣
に
映
り
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
〇
七
霊
怪
潜
秘
光
華
相
錯
霊
怪
潜
秘
し
光
華
相
錯
わ
る
若
き
は
陰
陽
不
能
授
其
寒
暑
陰
陽
も
其
の
寒
暑
を
授
く
る
能
わ
ず
造
化
不
能
生
其
美
悪
造
化
も
其
の
美
悪
を
生
ず
る
能
わ
ず
及
乎
上
真
降
命
赤
書
爰
作
上
真
命
を
降
し
赤
書
爰
に
作おこ
る
に
及
ん
で
は
速
陽
侯
而
波
静
走
姮
娥
而
月
落
陽
侯
を
速め
し
て
波
静
か
に
姮
娥
走
り
て
月
落
つ
値
江
妃
之
倩
練
驚
海
童
之
閃
爍
江
妃
の
倩
練
な
る
に
値
い
海
童
の
閃
爍
た
る
に
驚
く
其
翱
翔
曠
遠
者
其
れ
翱
翔
の
曠
遠
な
る
者
は
嬉
九
垓
排
三
山
九
垓
に
嬉
び
三
山
を
排
し
紫
煙
生
白
雲
間
紫
煙
生
じ
白
雲
間
か
な
り
偃
蹇
夭
矯
翩
綿
縹
緲
偃
蹇
夭
矯
た
り
翩
綿
縹
緲
た
り
可
見
而
不
可
攀
見
る
べ
く
も
攀
ず
る
べ
か
ら
ず
至
夫
霊
草
自
然
珍
木
不
死
夫
れ
霊
草
の
自
然
な
る
珍
木
の
死
せ
ざ
る
餐
霞
咽
液
乗
鴻
躡
鯉
霞
を
餐
い
液
を
咽
み
鴻
に
乗
り
鯉
を
躡
み
或
隠
山
林
或
游
城
市
或
は
山
林
に
隠
れ
或
は
城
市
に
游
ぶ
に
至
っ
て
は
斯
実
元
都
之
能
事
羌
難
測
其
云
已
斯
れ
実
に
元
都
の
能
事
羌ああ
測
り
難
し
と
其
れ
云
う
の
み
洪
崖
先
生
方
睟
其
容
頷
其
頤
洪
崖
先
生
方
に
其
の
容
を
睟
と
し
其
の
頤
を
頷
き
て
曰
中
州
之
士
也
爾
来
何
遅
曰
わ
く
中
州
の
士
や
爾
来
る
こ
と
何
ぞ
遅
し
と
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
〇
八
出
秘
訣
約
真
期
秘
訣
を
出
し
真
期
を
約
す
挹
華
池
之
水
唱
天
関
之
詞
華
池
の
水
を
挹
し
天
関
の
詞
を
唱
す
既
乃
避
席
屛
気
拝
命
之
辱
既
に
し
て
乃
ち
席
を
避
け
屛
気
す
拝
命
の
辱
き
に
精
皦
皛
兮
従
空
浮
精
皦
皛
と
し
て
空
に
従
い
て
浮
か
び
長
覚
悟
兮
還
旧
邱
長
く
覚
悟
し
て
旧
邱
に
還
る
惟
見
塵
書
満
屋
皓
月
生
楼
惟
だ
見
る
塵
書
屋
に
満
ち
皓
月
楼
に
生
ず
る
を
渉
化
窮
極
無
跡
難
求
化
に
渉
り
極
を
窮
む
る
も
跡
無
く
求
め
難
し
豈
荘
周
夢
為
蝴
蝶
豈
に
荘
周
の
夢
に
蝴
蝶
と
為
り
し
か
蝴
蝶
夢
為
荘
周
歟
蝴
蝶
の
夢
に
荘
周
と
為
り
し
か
意
者
天
聡
明
神
正
直
意
う
に
天
は
聡
明
に
し
て
神
は
正
直
な
り
親
其
貞
亮
之
概
照
以
元
魁
之
極
其
の
貞
亮
の
概
に
親
し
み
照
ら
す
に
元
魁
の
極
を
以
て
せ
ん
双
童
兮
何
日
再
逢
双
童
何
の
日
か
再
び
逢
わ
ん
上
清
兮
何
時
再
陟
上
清
何
の
時
か
再
び
陟
ら
ん
掩
空
館
而
愁
臥
撫
長
懐
而
歎
息
空
館
を
掩
い
て
愁
臥
し
長
懐
を
撫
し
て
歎
息
す
葛
稚
川
は
素
朴
さ
を
だ
い
じ
に
し
︑
世
俗
を
軽
ん
じ
栄
誉
を
得
る
こ
と
を
わ
す
れ
︑
清
く
け
が
れ
の
な
い
道
に
よ
り
し
た
が
い
︑
根
元
の
や
わ
ら
い
だ
精
気
を
す
い
こ
み
︑
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
〇
九
静
か
に
お
ち
つ
い
て
思
い
が
き
ざ
し
あ
ら
わ
れ
︑
軽
や
か
で
と
ら
わ
れ
が
な
く
姿
は
す
が
す
が
し
い
︒
お
り
し
も
秋
風
が
も
の
さ
び
し
く
吹
き
︑
秋
の
夕
暮
れ
は
寒
さ
き
び
し
く
︑
野
生
の
猿
が
帷
を
た
れ
︑
山
中
の
童
子
が
枕
を
進
め
て
く
れ
る
と
︑
あ
っ
と
い
う
ま
に
︑
よ
い
心
地
が
し
て
眠
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
︒
精
神
は
た
ち
ま
ち
越
え
行
き
︑
は
る
か
遠
く
ど
こ
ま
で
も
進
み
︑
み
だ
れ
湧
き
あ
が
っ
て
上
昇
し
︑
天
の
外
へ
と
さ
ま
よ
い
出
る
よ
う
︒
白
鹿
の
車
を
走
ら
せ
︑
ま
だ
ら
の
麒
麟
を
そ
え
う
ま
と
し
て
︑
緑
の
幌
で
風
を
き
り
︑
赤
い
車
輪
を
勢
い
よ
く
回
す
︒
南
斗
の
星
ぼ
し
を
横
断
し
︑
北
の
は
て
を
越
え
︑
崑
崙
の
お
か
を
と
び
だ
し
て
思
い
を
は
せ
︑
滄
溟
の
う
み
に
た
ち
よ
っ
て
渡
し
場
を
た
ず
ね
る
︒
風
の
神
︑
雷
の
神
を
し
か
り
つ
け
︑
天
の
門
を
ひ
ら
い
て
︑
天
の
宮
殿
に
拝
謁
す
る
︒
太
一
神
天
帝
の
お
ら
れ
る
黄
金
と
碧
玉
の
御
殿
は
︑
ひ
ろ
く
荘
厳
さ
に
満
ち
太
陽
は
見
え
な
い
︒
つ
ぼ
み
の
珠
玉
が
敷
き
つ
め
ら
れ
︑
雲
の
つ
い
た
て
が
回
廊
の
よ
う
に
廻
ら
さ
れ
︑
鮮
や
か
に
輝
い
て
光
彩
を
は
な
ち
︑
華
や
か
に
光
っ
て
あ
や
文
様
を
な
す
︒
旗
が
な
び
き
︑
羽
衣
が
た
れ
︑
青
い
龍
が
篪
の
ふ
え
を
吹
き
︑
赤
い
鳳
凰
が
舞
を
ま
い
︑
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
一
〇
ひ
ろ
び
ろ
と
深
遠
な
東
の
部
屋
に
い
る
︒
以
上
は
そ
の
大
略
で
あ
る
︒
さ
て
群
れ
な
す
仙
人
が
わ
だ
か
ま
り
︑
珠
の
ひ
ろ
ば
に
丹
砂
が
敷
き
つ
め
ら
れ
︑
玉
の
う
て
な
い
っ
ぱ
い
に
散
ら
ば
り
︑
朱
色
の
高
殿
に
照
り
は
え
︑
あ
や
し
く
不
思
議
な
も
の
が
ひ
そ
み
︑
輝
き
が
交
錯
す
る
る
さ
ま
は
︑
陰
陽
の
気
も
寒
さ
暑
さ
を
あ
た
え
る
こ
と
が
で
き
ず
︑
造
物
主
も
美
し
さ
醜
さ
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ぬ
ほ
ど
︒
真
仙
が
命
を
下
し
︑
仙
籍
が
書
か
れ
る
と
︑
波
濤
神
陽
侯
を
召
し
て
波
は
お
だ
か
や
に
な
り
︑
姮
娥
は
逃
げ
て
月
が
落
ち
る
︒
う
る
わ
し
い
江
妃
二
女
に
め
ぐ
り
逢
い
︑
わ
た
つ
み
の
ひ
ら
め
き
輝
く
の
に
び
っ
く
り
す
る
︒
遠
く
は
て
し
な
く
天
翔
け
る
こ
と
︑
こ
の
世
の
果
て
へ
と
あ
そ
び
︑
三
神
山
を
押
し
の
け
て
︑
む
ら
さ
き
の
も
や
が
起
ち
︑
白
い
雲
が
し
ず
か
に
た
な
び
く
︒
威
張
り
く
つ
ろ
ぎ
︑
翻
っ
て
か
す
か
に
︑
見
る
こ
と
は
で
き
る
が
取
り
縋
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒
あ
ら
た
か
な
草
は
あ
る
が
ま
ま
︑
珍
ら
か
な
樹
木
は
死
ぬ
こ
と
が
な
く
︑
か
す
み
を
喰
ら
い
玉
液
を
飲
み
︑
鴻
に
の
り
鯉
魚
に
ま
た
が
り
︑
山
林
に
隠
れ
た
り
︑
都
市
に
遊
び
に
出
た
り
す
る
の
な
ど
に
い
た
っ
て
は
︑
こ
れ
は
ま
こ
と
に
仙
都
の
優
れ
た
わ
ざ
の
持
主
で
あ
り
︑
あ
あ
推
し
量
り
が
た
い
と
い
う
ほ
か
は
な
い
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
一
一
仙
人
洪
崖
先
生
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
顔
を
つ
や
つ
や
さ
せ
︑
う
な
ず
い
て
︑
言
う
こ
と
に
は
︑
中
国
の
ひ
と
よ
︑
あ
な
た
は
来
る
の
が
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
遅
か
っ
た
の
か
︑
と
︒
道
の
秘
訣
を
取
り
出
し
︑
仙
人
と
し
て
相
ま
み
え
る
約
束
を
し
た
︒
崑
崙
の
華
池
の
水
を
く
み
︑
天
の
関
所
の
歌
を
う
た
っ
た
︒
席
を
退
い
て
か
ら
息
を
ひ
そ
め
た
︑
拝
命
を
身
に
余
る
こ
と
と
し
て
︒
あ
き
ら
か
に
輝
い
て
空
中
に
う
か
び
︑
ひ
さ
し
く
夢
か
ら
覚
め
て
も
と
の
丘
に
還
っ
て
き
た
︒
た
だ
塵
に
ま
み
れ
た
書
物
が
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
あ
り
︑
白
い
月
が
建
物
か
ら
上
る
の
が
見
え
る
だ
け
︒
変
化
を
遂
げ
て
究
極
ま
で
つ
き
つ
め
た
が
︑
跡
が
の
こ
ら
ず
探
す
の
が
む
ず
か
し
い
︒
荘
周
が
夢
に
蝶
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︑
蝶
が
夢
に
荘
周
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
思
う
に
天
は
道
理
に
明
る
く
︑
神
は
正
し
く
真
っ
直
ぐ
で
あ
る
︒
正
し
く
誠
あ
る
節
操
を
い
つ
く
し
み
︑
始
元
の
太
極
に
照
ら
し
判
断
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
︒
ふ
た
り
の
仙
童
に
は
い
つ
ま
た
逢
う
の
だ
ろ
う
︑
上
清
界
に
は
い
つ
ま
た
昇
る
の
だ
ろ
う
︒
が
ら
ん
と
し
た
や
か
た
の
門
を
閉
じ
︑
物
思
い
を
な
ぐ
さ
め
て
た
め
息
つ
く
︒
話
の
筋
は
︑
葛
洪
が
秋
日
ふ
と
眠
り
こ
ん
だ
お
り
︑
精
神
が
天
外
へ
と
飛
翔
し
て
天
宮
へ
と
到
っ
た
︒
天
帝
に
拝
謁
し
︑
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
目
撃
す
る
︒
金
碧
の
御
殿
は
荘
厳
な
輝
き
に
満
ち
︑
龍
が
笛
ふ
き
鳳
が
舞
う
︒
群
仙
が
集
い
霊
怪
が
潜
み
︑
寒
暑
も
美
醜
も
な
い
︒
姮
娥
や
江
妃
ら
は
真
仙
の
命
に
従
い
︑
世
界
の
果
て
ま
で
天
翔
け
る
も
の
︑
仙
都
や
山
林
で
永
遠
の
生
を
楽
し
む
も
の
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
一
二
な
ど
が
い
る
︒
洪
崖
先
生
に
秘
訣
を
授
け
ら
れ
︑
再
会
を
約
束
し
て
も
と
の
居
所
に
戻
っ
て
く
る
︑
と
い
う
も
の
︒
李
白
は
洞
天
中
の
別
天
地
︑
こ
ち
ら
は
天
外
の
仙
庭
と
︑
相
違
は
あ
る
も
の
の
︑
夢
に
神
仙
世
界
を
訪
れ
︑
輝
く
宮
殿
や
霊
獣
︑
た
む
ろ
す
る
仙
人
を
目
撃
︑
目
覚
め
る
と
も
と
の
部
屋
︑
そ
し
て
歎
息
と
い
う
︑
設
定
か
ら
構
成
︑
措
辞
に
い
た
る
ま
で
︑
両
者
は
酷
似
す
る
︒
王
延
齢
は
﹁
開
元
時
人
﹂
︵
﹃
全
唐
文
﹄
︶
で
あ
る
と
い
い
︑
お
そ
ら
く
李
白
の
作
に
先
だ
つ
︒
李
白
が
こ
の
作
を
見
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
︑
直
接
の
継
承
関
係
を
議
論
す
る
よ
り
は
︑
類
似
す
る
作
は
他
に
も
多
く
作
ら
れ
て
い
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
︒
そ
れ
ら
湮
滅
し
た
詩
脈
を
想
定
し
た
な
か
で
李
白
の
作
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
︒
な
お
︑
盧
象
歌
行
が
描
く
賀
知
章
の
体
験
も
︑
こ
う
し
た
言
説
に
連
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
︒
﹃
新
唐
書
﹄
賀
知
章
伝
で
は
﹁
夢
に
帝
居
に
游
ぶ
﹂
と
括
ら
れ
て
い
た
︒
と
も
あ
れ
王
延
齢
﹁
夢
游
仙
庭
賦
﹂
と
の
比
較
か
ら
い
く
ら
か
の
こ
と
が
わ
か
る
︒
李
白
の
作
は
垂
直
の
力
動
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
︒
天
姥
の
山
勢
は
﹁
天
に
連
な
り
天
へ
と
向
か
う
﹂
︒
謝
公
の
屐
を
着
け
た
李
白
に
よ
る
登
山
﹁
身
は
登
る
青
雲
の
梯
﹂
︒
途
中
﹁
空
中
に
天
鶏
を
聞
く
﹂
︒
洞
天
の
別
天
地
で
︑
見
上
げ
れ
ば
﹁
雲
の
君
紛
紛
と
し
て
来
下
す
﹂
︒
あ
っ
と
驚
い
て
目
が
覚
め
る
﹁
怳
と
し
て
驚
起
し
て
長
嗟
す
﹂
︒
墜
落
の
感
覚
︒
一
方
︑
王
延
齢
の
作
は
﹁
離
騒
﹂
の
天
界
遊
行
に
範
を
得
た
︒
﹁
離
騒
﹂
で
天
門
よ
り
進
め
な
か
っ
た
主
人
公
は
﹁
遠
遊
﹂
で
は
通
過
し
て
天
宮
へ
と
到
る
の
だ
が
︵
﹁
命
天
閽
其
開
関
兮
︑
排
閶
闔
而
望
予
︒
召
豊
隆
使
先
導
兮
︑
問
太
微
之
所
居
︒
集
重
陽
入
帝
宮
兮
︑
造
旬
始
而
観
清
都
﹂
︶
︑
そ
う
し
た
天
上
世
界
の
あ
り
さ
ま
を
︑
天
の
宮
殿
︑
群
仙
の
侍
る
仙
庭
︑
仙
都
の
内
外
と
︑
賦
の
空
間
的
な
叙
述
仕
方
に
従
っ
て
︑
中
心
か
ら
外
延
へ
と
よ
り
詳
細
に
描
き
出
し
た
も
の
︑
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
︒
す
な
わ
ち
李
白
は
全
体
の
構
成
を
既
存
の
賦
の
モ
デ
ル
に
よ
り
な
が
ら
︑
仙
庭
の
空
間
的
な
構
造
に
つ
い
て
の
叙
述
は
切
り
捨
て
︑
神
仙
の
下
降
来
臨
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
垂
直
の
運
動
を
軸
と
し
て
再
編
し
た
︒
七
言
古
詩
に
よ
る
﹁
西
岳
雲
臺
歌
送
丹
丘
子
﹂
︑
騒
体
に
よ
る
﹁
鳴
皐
歌
送
岑
徴
君
﹂
を
経
て
︑
こ
こ
で
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
一
三
は
五
七
言
句
を
主
と
し
な
が
ら
︑
夢
中
遊
行
の
場
面
は
騒
体
を
交
え
る
︒
山
岳
を
主
題
と
し
た
送
別
歌
行
に
お
け
る
ス
タ
イ
ル
の
試
み
は
︑
こ
の
留
別
の
作
に
ひ
と
ま
ず
の
完
成
を
み
た
︒
他
に
七
言
古
詩
に
よ
る
﹁
鳴
皐
歌
奉
餞
従
翁
清
帰
五
崖
山
居
﹂
及
び
五
七
言
の
長
短
句
に
よ
る
﹁
廬
山
謡
寄
盧
侍
御
虚
舟
﹂
が
あ
る
︒
前
者
は
詹
氏
﹃
繫
年
﹄
天
宝
五
載
︵
﹁
鳴
皐
歌
送
岑
徴
君
﹂
と
同
時
期
︶
︑
安
旗
・
薛
天
緯
﹃
李
白
全
集
編
年
注
釈
﹄
天
宝
十
載
︑
後
者
は
両
者
と
も
に
上
元
元
年
の
作
と
推
定
す
る
︒
収
め
の
部
分
︑
初
唐
七
言
歌
行
を
承
け
た
﹁
万
事
東
流
水
﹂
の
叙
情
が
示
さ
れ
る
の
は
︑
李
白
入
京
に
始
ま
る
一
連
の
歌
行
制
作
が
い
っ
た
ん
収
束
し
︑
都
市
を
主
題
と
し
た
初
期
の
歌
行
へ
と
回
帰
す
る
よ
う
で
も
あ
る
︒
さ
て
玄
宗
皇
帝
の
老
子
夢
見
以
来
の
霊
応
と
︑
李
白
の
夢
は
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
だ
ろ
う
か
︒
開
元
末
年
︑
夢
に
あ
ら
わ
れ
た
老
子
が
自
身
の
形
像
の
存
在
を
告
げ
︑
真
容
が
発
見
さ
れ
て
大
同
殿
に
安
置
さ
れ
る
︒
画
像
が
天
下
に
頒
布
さ
れ
る
と
玄
元
皇
帝
降
現
の
報
告
が
地
方
に
︑
翌
天
宝
元
年
に
は
首
都
長
安
に
な
さ
れ
る
︒
こ
れ
ら
慶
事
に
と
も
な
い
行
わ
れ
た
制
挙
に
よ
り
李
白
は
登
用
の
恩
恵
に
浴
す
る
︒
三
載
春
︑
職
を
解
か
れ
離
京
︒
四
載
正
月
︑
玄
宗
は
大
同
殿
で
祈
願
中
に
空
中
に
寿
ぎ
の
声
を
聞
く
︒
同
夜
︑
臣
下
も
同
様
の
体
験
を
し
た
と
報
告
︒
二
月
︑
蕭
従
一
が
太
清
宮
三
清
門
に
玄
元
皇
帝
を
幻
視
︑
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
︒
五
載
秋
︑
東
魯
で
李
白
の
留
別
歌
行
が
詠
ま
れ
︑
夢
の
体
験
が
語
ら
れ
る
︒
玄
宗
の
夢
に
始
ま
る
一
連
の
言
説
で
は
︑
玄
元
皇
帝
が
夢
の
閾
を
越
え
て
こ
ち
ら
側
の
世
界
に
姿
を
あ
ら
わ
し
て
き
た
︒
送
別
留
別
の
歌
行
で
は
︑
賀
知
章
を
見
送
っ
た
盧
象
の
作
を
含
め
て
︑
﹁
離
騒
﹂
を
踏
襲
し
こ
ち
ら
か
ら
天
上
世
界
へ
と
赴
く
の
だ
が
︑
こ
こ
に
至
っ
て
両
者
の
言
説
は
近
似
す
る
︒
蕭
従
一
の
報
告
す
る
玄
元
皇
帝
降
現
の
場
面
﹁
今
日
五
更
︑
⁝
⁝
行
き
て
三
清
門
に
至
る
や
︑
忽
と
し
て
一
片
の
紫
雲
有
り
空
よ
り
下
る
︑
兼
ね
て
異
常
の
音
楽
有
り
︒
忽
然
と
し
て
夢
み
る
如
く
︑
身
心
驚
駭
し
︑
空
中
に
異
人
︑
兼
ね
て
仙
童
玉
女
有
る
を
見
る
﹂
︵
陳
希
烈
﹁
道
士
蕭
従
一
見
玄
元
皇
帝
奏
﹂
﹃
全
唐
文
﹄
巻
345
︑
﹃
冊
府
元
亀
﹄
巻
54
︶
︒
李
白
が
夢
に
神
仙
に
遭
遇
す
る
場
面
﹁
霓
を
衣
と
為
し
鳳
を
馬
と
為
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
一
四
し
︑
雲
の
君
紛
紛
と
し
て
来
下
す
︒
虎
は
瑟
を
鼓
し
鸞
は
車
を
回
ら
し
︑
仙
の
人
列
す
る
こ
と
麻
の
如
し
︒
忽
と
し
て
魂
悸
し
以
て
魄
動
す
﹂
︒
神
仙
と
の
接
近
︑
遭
遇
を
語
る
言
説
の
構
造
は
お
な
じ
︒
異
な
る
の
は
蕭
従
一
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
受
信
に
成
功
し
︵
﹁
謂
従
者
曰
﹃
我
是
玄
元
皇
帝
︑
可
報
吾
孫
︑
汝
是
上
界
真
人
︑
令
侍
吾
左
右
︒
吾
冥
使
天
匠
就
助
︑
成
就
訖
︑
長
衛
護
汝
︑
受
命
無
疆
︑
災
害
自
除
︑
天
下
安
楽
﹄
﹂
︶
︑
李
白
が
失
敗
し
た
こ
と
︵
﹁
怳
驚
起
而
長
嗟
︒
惟
覚
時
之
枕
席
︑
失
向
来
之
煙
霞
﹂
︶
︒
李
白
の
言
は
あ
た
か
も
蕭
従
一
報
告
の
陰
画
を
な
す
よ
う
で
あ
る
︒
神
仙
と
の
接
触
は
失
敗
に
終
わ
る
こ
と
が
﹁
離
騒
﹂
以
来
こ
の
種
の
作
品
に
お
け
る
標
準
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
︑
蕭
従
一
報
告
を
記
す
陳
希
烈
奏
上
文
の
方
が
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
あ
る
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
︒
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
︑
こ
こ
に
李
白
自
身
の
経
歴
に
重
ね
あ
わ
せ
て
思
い
を
汲
み
と
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
そ
れ
は
陳
沆
﹃
詩
比
興
箋
﹄
︵
巻
3
︶
が
言
う
よ
う
な
も
の
で
な
い
︒
陳
氏
は
︑
夢
中
登
山
の
場
面
を
金
鑾
召
見
に
︑
魂
悸
魄
動
以
下
を
宮
廷
放
逐
に
寄
託
し
た
と
読
ん
で
い
る
︒
そ
う
で
は
な
く
て
︑
蕭
従
一
が
受
け
取
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
象
徴
さ
れ
る
神
仙
世
界
と
の
繫
が
り
︑
そ
れ
を
紐
帯
と
す
る
玄
宗
朝
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
一
度
は
身
を
染
め
な
が
ら
︑
い
ま
は
離
脱
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
喪
失
感
が
︑
意
識
す
る
と
し
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
︑
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
﹁
古
風
﹂
其
一
に
見
え
る
︑
政
治
参
画
へ
の
意
気
ご
み
は
︑
応
徴
入
京
時
の
も
の
と
見
て
よ
い
︒
﹁
聖
代
元
古
に
復
し
︑
衣
を
垂
れ
て
清
真
を
貴
ぶ
︒
群
才
休
明
に
属
し
︑
運
に
乗
り
て
共
に
鱗
を
躍
ら
す
︒
文
質
相
炳
煥
し
︑
衆
星
秋
旻
に
羅
な
る
﹂
︵
集
巻
2
︶
︒
自
身
も
ま
た
﹃
道
徳
経
﹄
の
道
を
体
現
す
る
人
物
と
し
て
隠
逸
挙
に
よ
り
登
用
さ
れ
た
ひ
と
り
︑
秋
空
に
輝
く
星
の
ひ
と
つ
で
あ
る
︒
そ
れ
が
い
ま
は
逐
臣
の
身
と
な
っ
た
︒
皇
帝
の
霊
応
に
沸
く
帝
都
を
離
れ
て
二
年
余
︒
そ
の
間
︑
道
を
訪
い
念
願
の
道
籙
も
得
た
︒
作
中
に
お
け
る
神
仙
と
の
交
信
失
敗
か
ら
目
覚
め
へ
と
い
う
流
れ
は
︑
神
と
の
交
流
を
背
景
と
し
た
永
遠
な
る
御
代
と
い
う
︑
玄
宗
朝
の
描
く
仮
想
世
界
か
ら
覚
醒
す
る
意
識
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
︑
と
も
読
め
る
︒
夢
か
ら
覚
め
て
志
を
述
べ
る
形
式
は
﹁
春
日
酔
起
言
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
一
五
志
﹂
詩
に
も
見
え
る
︵
﹁
処
世
若
大
夢
︑
胡
為
労
其
生
︒
所
以
終
日
酔
︑
頹
然
臥
前
楹
︒
覚
来
眄
庭
前
︑
一
鳥
花
間
鳴
︒
借
問
此
何
時
︑
春
風
語
流
鸎
︒
⁝
⁝
﹂
集
巻
21
︶
︒
徴
招
入
京
︑
応
試
登
用
︑
翰
林
供
奉
︑
賜
金
放
還
︒
離
京
後
の
道
籙
授
与
︒
こ
れ
ら
一
切
を
精
算
し
︑
い
ま
新
た
な
地
へ
と
旅
立
と
う
︒
あ
こ
が
れ
の
江
南
へ
と
︒
入
海
随
煙
霧
杜
甫
の
歌
行
及
び
七
言
古
詩
に
は
︑
制
作
の
技
術
的
側
面
と
人
脈
の
両
方
で
李
白
の
影
響
を
考
え
得
る
も
の
が
あ
る
︒
﹁
送
孔
巣
父
謝
病
帰
遊
江
東
兼
呈
李
白
﹂
詩
︑
及
び
﹁
玄
都
壇
歌
寄
元
逸
人
﹂
で
あ
る
︒
前
者
は
李
白
が
江
東
へ
去
っ
た
翌
年
︑
天
宝
六
載
春
の
作
︒
孔
巣
父
は
李
白
が
開
元
末
頃
に
東
魯
で
交
流
が
あ
っ
た
︒
郡
の
長
官
に
拝
謁
し
た
そ
の
ひ
と
を
見
送
り
﹁
送
韓
準
裴
政
孔
巣
父
還
山
﹂
詩
︵
集
巻
14
︶
を
贈
っ
て
い
た
︒
伝
記
は
﹃
旧
唐
書
﹄
︵
巻
163
︶
及
び
﹃
新
唐
書
﹄
︵
巻
154
︶
本
伝
に
詳
し
く
︑
李
白
を
含
め
た
﹁
竹
渓
六
逸
﹂
の
話
ほ
か
︑
永
王
璘
の
起
兵
に
参
加
せ
ず
名
が
挙
が
る
︑
徳
宗
時
に
湖
州
観
察
使
そ
の
他
に
栄
進
︑
朱
泚
の
乱
の
際
に
献
策
し
帝
に
激
賞
せ
ら
る
︑
興
元
元
年
に
宣
慰
使
と
し
て
李
懐
光
の
も
と
に
赴
き
殺
害
さ
る
︑
な
ど
が
伝
え
ら
れ
る
︒
詩
題
の
﹁
謝
病
⁝
⁝
﹂
か
ら
︑
こ
の
間
に
職
を
得
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
杜
甫
﹁
雑
述
﹂
︵
集
巻
19
︶
は
︑
張
叔
卿
な
る
人
物
と
と
も
に
彼
を
魯
の
不
遇
の
士
と
し
て
お
り
︑
李
杜
そ
れ
ぞ
れ
に
早
く
か
ら
面
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
︒
杜
甫
は
李
白
と
別
れ
て
後
︑
天
宝
四
載
冬
と
五
載
春
で
あ
ろ
う
︑
﹁
冬
日
有
懐
李
白
﹂
詩
︵
集
巻
9
︶
と
﹁
春
日
憶
李
白
﹂
詩
を
書
き
︑
思
い
を
綴
っ
た
︒
後
者
に
は
︑
李
白
の
詩
想
は
群
を
抜
き
敵
う
も
の
が
な
い
︒
清
新
な
る
と
こ
ろ
は
庾
信
︑
俊
逸
な
る
と
こ
ろ
は
鮑
照
の
よ
う
︒
い
つ
の
日
か
ま
た
文
章
談
義
を
し
た
い
も
の
︵
﹁
白
也
詩
無
敵
︑
飄
然
思
不
群
︒
清
新
庾
開
府
︑
俊
逸
鮑
参
軍
︒
⁝
⁝
何
時
一
樽
酒
︑
重
与
細
論
文
﹂
集
巻
9
︶
と
︒
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
一
年
︒
い
ま
共
通
の
友
人
を
介
し
て
直
接
こ
と
ば
を
届
け
よ
う
と
い
う
︒
﹁
送
孔
巣
父
謝
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
一
六
病
帰
遊
江
東
兼
呈
李
白
﹂
詩
︵
集
巻
1
︶
は
以
下
の
と
お
り
︒
巣
父
掉
頭
不
肯
住
巣
父
頭
を
掉ふ
り
肯
え
て
住とど
ま
ら
ず
東
将
入
海
随
煙
霧
東
の
か
た
将
に
海
に
入
り
て
煙
霧
に
随
わ
ん
と
す
詩
巻
長
流
天
地
間
詩
巻
長
に
天
地
の
間
に
流
れ
釣
竿
欲
払
珊
瑚
樹
釣
竿
も
て
珊
瑚
の
樹
を
払
わ
ん
と
欲
す
深
山
大
沢
龍
蛇
遠
深
山
大
沢
龍
蛇
遠
し
春
寒
野
陰
風
景
暮
春
寒
く
野
陰
く
し
て
風
景
暮
る
蓬
萊
織
女
廻
雲
車
蓬
萊
の
織
女
雲
車
を
廻
ら
し
指
点
虚
无
是
征
路
虚
无
を
指
点
す
是
れ
征
路
な
り
と
自
是
君
身
有
仙
骨
自
ら
是
れ
君
が
身
に
仙
骨
有
る
も
世
人
那
得
知
其
故
世
人
那なん
ぞ
其
の
故
を
知
る
を
得
ん
や
惜
君
只
欲
苦
死
留
君
を
惜
し
み
て
只
だ
苦
死
し
て
留
め
ん
と
欲
す
る
も
富
貴
何
如
草
頭
露
富
貴
何
ぞ
草
頭
の
露
に
如
か
ん
や
蔡
侯
静
者
意
有
余
蔡
侯
は
静
者
な
り
て
意
に
余
り
有
り
清
夜
置
酒
臨
前
除
清
夜
置
酒
し
て
前
除
に
臨
め
り
罷
琴
惆
悵
月
照
席
琴
罷
み
惆
悵
月
席
を
照
ら
す
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
一
七
幾
歳
寄
我
空
中
書
幾
歳
か
我
に
寄
せ
ん
空
中
の
書
南
尋
禹
穴
見
李
白
南
の
か
た
禹
穴
を
尋
ね
李
白
を
見
ば
道
甫
問
信
今
何
如
道
え
甫
が
問
信
し
て
今
何
如
ん
と
孔
巣
父
は
く
び
を
ふ
っ
て
留
ま
ろ
う
と
は
せ
ず
︑
東
に
下
っ
て
海
へ
と
入
り
か
す
み
を
追
い
か
け
よ
う
と
す
る
︒
詩
集
を
永
遠
に
こ
の
世
に
流
布
さ
せ
た
ま
ま
︑
釣
り
竿
で
珊
瑚
の
樹
を
は
ら
お
う
と
し
て
い
る
︒
深
い
山
や
大
き
な
沼
に
は
龍
や
蛇
が
ひ
そ
み
︑
春
な
お
さ
む
く
野
原
は
陰
り
景
色
は
日
暮
れ
て
ゆ
く
︒
蓬
萊
の
島
に
住
む
織
姫
は
雲
の
車
を
走
ら
せ
︑
虚
空
を
指
さ
し
て
こ
れ
が
行
く
路
だ
と
示
す
︒
も
と
も
と
あ
な
た
に
は
仙
人
の
資
質
が
あ
る
が
︑
世
の
人
は
ど
う
し
て
そ
の
理
由
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
︒
あ
な
た
を
惜
し
ん
で
ど
う
に
か
引
き
留
め
よ
う
と
す
る
が
︑
富
貴
は
草
に
結
ぶ
露
ほ
ど
の
価
値
も
な
い
と
︒
蔡
侯
は
静
者
で
思
い
は
充
分
な
も
の
が
あ
り
︑
清
ら
か
な
夜
に
酒
宴
を
設
け
庭
前
の
階
に
臨
ま
れ
た
︒
琴
の
音
が
や
み
愁
え
悲
し
め
ば
月
が
筵
に
照
り
映
え
る
︑
わ
た
し
に
空
か
ら
の
書
を
く
れ
る
の
は
い
つ
の
こ
と
︒
南
方
に
禹
穴
を
探
し
李
白
に
あ
っ
た
な
ら
︑
伝
え
て
ほ
し
い
︑
杜
甫
が
よ
ろ
し
く
と
︑
い
ま
ど
う
し
て
い
る
と
︒
李
頎
や
盧
象
の
よ
う
に
七
言
古
詩
に
よ
る
人
物
描
写
を
主
体
と
し
た
作
︒
李
白
や
王
維
の
詠
物
歌
行
と
は
異
な
る
︒
孔
巣
父
は
首
を
振
っ
て
こ
の
世
界
に
見
切
り
を
つ
け
︑
神
仙
を
求
め
て
大
海
原
に
出
よ
う
と
す
る
︒
特
徴
的
な
仕
草
か
ら
始
ま
る
の
は
︑
新
機
軸
を
打
ち
出
そ
う
と
し
た
か
︒
﹁
海
に
入
り
て
煙
霧
に
随
わ
ん
﹂
と
言
う
の
は
︑
李
白
﹁
夢
遊
天
姥
吟
留
別
﹂
に
瀛
洲
が
﹁
煙
濤
微
茫
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
一
八
信
に
求
め
難
し
﹂
に
呼
応
す
る
よ
う
だ
︒
孔
巣
父
は
詩
集
を
遺
し
︑
珊
瑚
の
枝
を
ひ
っ
か
け
に
行
く
と
い
う
︒
龍
蛇
ひ
そ
む
江
東
の
地
に
春
は
寒
く
薄
暗
く
︑
迎
え
の
仙
女
は
虚
空
を
指
し
示
す
︒
君
に
仙
骨
あ
る
こ
と
を
世
間
は
知
ら
ず
︑
引
き
留
め
て
も
富
貴
な
ど
価
値
な
し
と
す
る
︒
李
白
が
夢
の
な
か
で
天
姥
に
赴
い
た
の
に
比
し
て
︑
こ
こ
で
は
﹁
珊
瑚
﹂
﹁
龍
蛇
﹂
﹁
蓬
萊
織
女
﹂
な
ど
異
界
に
属
す
る
も
の
が
︑
目
の
前
の
ひ
ろ
が
り
に
隣
接
す
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
る
︒
李
白
と
は
ま
た
異
な
る
杜
甫
の
想
像
力
の
働
か
せ
方
が
見
て
と
れ
る
︒
お
そ
ら
く
︑
李
白
が
江
東
を
め
ざ
し
て
東
魯
の
諸
公
に
留
別
し
た
作
に
対
し
︑
長
安
に
い
た
杜
甫
は
そ
れ
か
ら
半
年
後
︑
彼
な
り
に
応
え
よ
う
と
し
た
︒
﹁
兼
ね
て
李
白
に
呈
す
﹂
と
は
そ
う
し
た
含
み
を
持
と
う
︒
い
ま
李
白
が
去
っ
た
お
な
じ
土
地
を
め
ざ
す
︑
共
通
の
友
人
を
送
別
す
る
場
に
め
ぐ
り
遇
っ
た
︒
彼
も
か
つ
て
李
白
に
詩
を
贈
ら
れ
た
︑
隠
逸
者
と
し
て
の
過
去
を
も
つ
ひ
と
︒
こ
の
詩
の
書
き
よ
う
か
ら
す
れ
ば
︑
病
を
謝
し
て
辞
す
る
そ
の
役
職
は
︑
や
は
り
隠
逸
挙
人
等
︑
制
挙
に
よ
っ
て
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
︒
蔡
侯
が
催
し
た
宴
は
琴
も
や
み
月
が
照
る
︑
君
が
天
か
ら
手
紙
を
く
れ
る
の
は
い
つ
︒
も
し
禹
穴
で
李
白
に
遇
っ
た
ら
杜
甫
が
よ
ろ
し
く
と
︒
宴
の
さ
ま
︑
李
白
へ
の
伝
言
を
述
べ
て
︑
詩
は
括
ら
れ
る
︒
﹁
玄
都
壇
歌
寄
元
逸
人
﹂
︵
集
巻
1
︶
は
制
作
年
代
不
明
︒
黄
鶴
は
天
宝
十
一
載
︑
劉
孟
伉
﹃
杜
甫
年
譜
﹄
も
同
年
に
懸
け
る
が
︑
確
か
な
証
拠
が
示
さ
れ
な
い
︒
ま
た
﹁
元
逸
人
﹂
が
誰
か
︑
盧
世
潅䎀
は
李
白
友
人
の
元
丹
丘
か
と
言
い
︑
聞
一
多
も
そ
れ
を
引
く
が
︑
確
証
が
な
い
︒
﹁
玄
都
壇
﹂
と
は
神
仙
の
所
居
を
祀
っ
た
祭
壇
の
よ
う
だ
が
︑
こ
れ
を
主
題
に
詠
物
歌
行
を
試
み
た
︒
本
文
は
以
下
の
と
お
り
︒
故
人
昔
隠
東
蒙
峯
故
人
昔
隠
る
東
蒙
の
峯
已
佩
含
景
蒼
精
龍
已
に
佩
ぶ
含
景
蒼
精
の
龍
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
一
九
故
人
今
居
子
午
谷
故
人
今
居
る
子
午
谷
独
在
陰
崖
結
茅
屋
独
り
陰
崖
に
在
り
て
茅
屋
を
結
ぶ
屋
前
太
古
玄
都
壇
屋
前
太
古
の
玄
都
壇
青
石
漠
漠
常
風
寒
青
石
漠
漠
と
し
て
常
に
風
寒
し
子
規
夜
啼
山
竹
裂
子
規
夜
啼
き
て
山
竹
裂
け
王
母
昼
下
雲
旗
翻
王
母
昼
下
り
て
雲
旗
翻
え
る
知
君
此
計
誠
長
往
知
る
君
が
此
の
計
誠
に
長
往
な
る
を
芝
草
琅
玕
日
応
長
芝
草
琅
玕
日
び
応
に
長
ず
べ
し
鉄
鏁
高
垂
不
可
攀
鉄
鏁
高
く
垂
れ
て
攀
ず
べ
か
ら
ず
致
身
福
地
何
蕭
爽
身
を
福
地
に
致
し
て
何
ぞ
蕭
爽
た
る
友
は
か
つ
て
東
蒙
の
み
ね
に
隠
れ
住
ん
だ
が
︑
も
う
ひ
か
り
を
秘
め
た
青
く
か
が
や
く
龍
を
身
に
つ
け
て
い
た
︒
友
は
い
ま
子
午
谷
に
住
ん
で
お
り
︑
ひ
と
り
北
む
き
の
が
け
に
か
や
ぶ
き
の
家
を
立
て
て
い
る
︒
家
の
前
に
は
大
昔
の
玄
都
を
祀
る
祭
壇
が
あ
り
︑
青
い
岩
が
ほ
の
暗
く
い
つ
も
冷
た
い
風
が
吹
い
て
い
る
︒
子
規
鳥
が
夜
に
鳴
く
と
山
の
竹
が
裂
け
た
よ
う
︑
西
王
母
が
白
昼
に
舞
い
降
り
る
と
雲
の
旗
が
は
た
め
く
︒
あ
な
た
の
こ
の
計
画
は
ほ
ん
と
う
に
永
遠
へ
の
旅
立
ち
︑
芝
草
や
琅
玕
は
日
ご
と
大
き
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
︒
鉄
の
鎖
が
高
所
よ
り
垂
れ
て
よ
じ
登
る
こ
と
が
で
き
ず
︑
福
地
に
身
を
寄
せ
て
な
ん
と
す
が
す
が
し
い
こ
と
か
︒
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
二
〇
東
蒙
の
峰
に
棲
み
剣
を
帯
び
た
往
時
︑
長
安
南
山
の
子
午
谷
に
庵
を
結
ぶ
い
ま
︒
﹁
東
蒙
﹂
の
地
名
は
︑
杜
甫
が
李
白
と
東
魯
で
范
隠
居
を
訪
ね
た
﹁
与
李
十
二
白
同
尋
范
十
隠
居
﹂
詩
に
﹁
余
亦
東
蒙
客
︑
憐
君
如
弟
兄
﹂
︵
集
巻
9
︶
と
あ
っ
た
︒
ま
た
朱
鶴
齢
は
﹁
昔
遊
﹂
詩
﹁
東
蒙
赴
旧
隠
︑
尚
憶
同
志
楽
﹂
︵
集
巻
3
︶
が
元
逸
人
を
指
す
と
す
る
︒
聞
一
多
は
こ
れ
ら
を
も
と
に
︑
彼
ら
の
出
会
い
を
天
宝
四
載
と
し
て
い
る
︒
出
会
っ
た
頃
の
若
く
凛
と
し
た
い
で
た
ち
に
対
し
︑
ど
れ
だ
け
の
時
間
を
経
た
も
の
か
︑
そ
の
ひ
と
の
現
在
は
ひ
っ
そ
り
と
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
︒
人
物
描
写
か
ら
中
盤
に
遷
り
︑
対
象
の
詠
物
描
写
と
な
る
︒
玄
都
壇
は
太
古
の
お
も
む
き
︑
青
い
岩
は
ほ
の
暗
く
ひ
ん
や
り
︒
子
規
の
声
に
山
の
竹
が
裂
け
た
か
と
驚
き
︑
西
王
母
が
舞
い
降
り
て
雲
旗
は
た
め
く
幻
影
を
見
る
︒
現
実
と
継
ぎ
目
な
く
繫
が
る
︑
ほ
の
暗
い
向
こ
う
側
へ
と
︑
ふ
と
滑
り
こ
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
肌
触
り
に
︑
杜
甫
の
個
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
君
は
き
っ
と
永
遠
へ
と
旅
立
つ
だ
ろ
う
︑
仙
草
も
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
る
︒
垂
れ
る
鎖
に
よ
じ
登
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
︑
福
地
の
す
が
す
が
し
さ
を
感
じ
て
い
る
︒
相
手
の
計
画
が
成
就
す
る
こ
と
を
祈
念
し
︑
そ
れ
に
従
え
ぬ
自
身
の
立
場
を
述
べ
て
︑
歌
は
締
め
ら
れ
る
︒
︿
キ
ー
ワ
ー
ド
﹀
李
白
︑
杜
甫
︑
高
適
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
Ⅳ
︵
乾
︶
一
二
一
